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特 集「学内の国際化」めざし
海外の教育力を活用
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　15世紀から16世紀にかけて、欧州の宗
教改革期に活躍した人文主義者に、ネーデ
ルランド（現オランダ）出身のエラスムスが
います。彼は、フランス、イタリア、ドイツ、
イギリスなどを旅してまわり、マルティン・
ルターやトマス・モアなど当時の知識人た
ちとの親交を持つことで自らの知見を広
げ、当時のヨーロッパ社会に大きな影響を
与えました。
　欧州連合では、1987年、学生のEU域内
での大学間移動を促進させる枠組みを設
定しましたが、この枠組みは、欧州の様々
な場所で、様々な人たちとの議論を通して
知見を広げたエラスムスにちなんで「エラ

スムス計画」と呼ばれています。1999年以
降は、EU域内での高等教育制度を共通化
し、その質を保証する評価体制を整備する
ことで、学生の域内大学間移動はさらに進
んでいます。また、このような学生の域内
移動を加速させるためには、共通言語とし
ての英語で学位取得を可能にする必要が
あるため、授業を英語で実施する大学も多
くなってきています。
　現在、欧州では、最短3年で学士課程を
修了することができ、他大学のサマーコー
ス（1～2カ月）やセメスターコース（半年）
で学修した単位を相互に認定することで卒
業が可能になっています。たとえば、スペ
インの学生がフランスやドイツでも短期の
サマープログラムに参加し、また1年以上
留学して学位を取得することが可能になっ

ているのです。つまり、大学等の高等教育
を一つの大学内で完結させるのではなく、
他国での学修も単位認定することで、より
多様性を持った人材育成を目指している
わけです。さらに、この多国間での教育の
取り組みは、様々な国で学修することを通
してその国の価値観や社会システムを理
解させるとともに、半年程度のインターン
シップを組み合わせることで、自国以外の
国々での就業機会を確保することも意図
しています。
　このようなグローバル化に対応した高等
教育改革はわが国でも進められており、
2011年には日中韓の大学間連携を進め
る「キャンパス・アジア」パイロットプログラ
ムが開始されました。この取り組みは、日中
韓の高等教育の質保証体制を整備し、単
位の相互認定や学位授与などを統一的に
行うことで、1～2年の留学を通して相互理
解の促進や価値観の共有化を図るととも
に、アジア地域の経済・社会の発展に寄与
する人材育成を目指しています。

　このように、世界の高等教育改革は、他
国の大学の教育力を活用しながらグロー
バル社会に対応した人材育成を加速させ
てきています。そこで、本学でも国際的な
大学間連携を徐々に進めています。
　本学は、韓国の東新大学と国立済州大
学との間で交流協定を締結していますが、

「学内の国際化」めざし
海外の教育力を活用

「学内の国際化」めざし海外の教育力を活用

特集

　本学は、創立以来地域に根ざした大学として全国的にも
高い評価を受けています。しかしながら、国際化については
今後の課題となっており、本学がグローバル社会に対応し
た次のステージの大学教育を展開するためには、海外の
大学の教育力を活用した教育の展開が不可欠です。学内
の国際化をはじめ、海外協定校等での学修プログラムの
構築など、本学が進めている取り組みを紹介します。

国際交流センター運営委員長　糸井 重夫

本学が連携または関係している大学

～グローバル社会に対応した本学の取り組み～

日中韓の「キャンパス・アジア」構想に対応
して、昨年は中国の嶺南師範学院（大学）と
交流協定を締結し、大学間連携の日中韓三
極体制を整えました（中国とは中国人民大
学外国語学部と本学総合経営学部が学部
間協定を締結しています）。嶺南師範学院
は、日系企業が多く進出している中国広東
省にある大学で、日系企業に多くの学生を
就職させています。同学院との交流を充実
させることにより、日本と中国の両面から
日本企業を人材供給の面で支援できるこ
とになります。
　次に、欧米との交流です。残念ながら本
学はチェコのパルドビッチェ大学（Uni. 
Pardubice）としか交流協定を締結してい
ません。協定を締結することで、授業料免
除や単位認定など学生が留学しやすい環
境が整備されますので、今後は欧米の大学
等との交流を進めていく予定です。現状で
は、米国テネシー州のメルビル（Maryville 
College）大学との連携を進めており、ここ
数年本学の学生が同大学の既製プログラ
ムに参加しています。
　さらに、オセアニア・環太平洋地域は、現

在、オーストラリアのニュー
カッス ル 大 学（ U n i . 
Newcastle）での短期語学
研修を神奈川県の湘北短期
大学と共同開催しています。
しかしながら、同大学も協定
校ではありませんので、今後
さらに交流を進めることで
学生の長期留学が可能な環
境を整備していく予定です。
　また、日本企業のグロー
バル化の観点からは、台湾や東南アジア地
域の大学との連携についても検討してい
く必要があります。今後は、同地域の大使
館や大学などから情報を入手しつつ連携
先を選定していきたいと考えています。

　本学では現在、学内の国際化のために、
学生が学内で外国人留学生とのコミュニ
ケーションが可能な環境を整備し、興味を
持って海外協定校等での学修に進むプロ

グラムの構築を進めています。学内の国際
化については、昨年度から「短期日本語プ
ログラム」を開始し、この夏も7月26日から
2週間、海外から留学生が来学することに
なっています。また、この期間に協定校の
教員による集中講義も実施され、学内にい
ながら外国人とのコミュニケーションや協
定校の授業を体験できるようになっていま
す。今後は、欧米の学生にもこの短期プロ
グラムに参加してもらえるようプログラム
を改善するとともに、本学の学生が海外の
大学で学修が可能になるよう連携を進め
ていく予定です。

　松商短大２年の３月から１年間、交換留学
生として韓国の国立済州大学で韓国語を
学んだことをきっかけに、済州大学経営情
報学科に編入しました。
　卒業後は就職するつもりでしたが、国際
交流クラブで出会った韓国からの交換留学生と親交を深めて、韓国
のことを知りたいと思い、留学して語学を学ぶことにしました。ゼミ
の中村純子先生が相談にのってくれ、大学との手続きなど手厚くサ
ポートしてくださり、とても心強かったです。
　最初は授業（会話、文法）がほとんどわからず苦労しましたが、語学
は友人と積極的に話したり、遊んだりする中で上達したと思います。
１年間の留学を終え、もっと韓国語を勉強したい、大学生活を送りた
いと考え、編入することを決めました。現在は、大学の奨学金を受け
て授業料が免除になっており、必修科目のほかにマーケティングや、
特許をとるための商品開発などにも取り組み、難しいですがとても
充実した学生生活を送っています。
　韓国に行って感じたことは、海外での留学経験がある人が多く、幅
広い知識を持っているということです。日本の学生も、半年でも１年
でもいいのでどんどん海外に出て行って視野を広げ、可能性を広げ
てほしいです。そのためにも、松本大学のサポート体制がもっと充実
して、それを利用する学生が増えてほしいと思っています。

松商短大から済州大学に編入
済州大学経営情報学科４年  遠藤 麻美さん

　韓国の東新大学で、短期交換留学生とし
て半年間の日程で学んでいます。高校時
代にK-POPを好きになって韓国に興味を
持ち始めたことが、大学での留学につなが
りました。観光日本語学科に所属し、学科
の授業（日本人の先生の授業も含む）のほかに、毎日韓国語の授業
を受けています。韓国語の受講生の多くは中国人でその他にベトナ
ムやモンゴルから来た学生もいて、新たな友人関係が築けました。
　学科がたくさんある分、一学年の人数は少ないのですが、先輩後
輩共に全学年で関わりがあってとても仲が良く、そこが大きな魅力
です。気候は松本とほとんど変わらないので過ごしやすく、食べ物も
おいしいです。
　韓国に来て、それぞれ国ごとに趣向が違っても、通じ合い仲良くな
れるということを強く感じました。そして言葉が上手く伝わらないか
らこそ、相手の話をきちんと聞くことが出来るようになりました。こ
れはどんな環境でも大切なことだと思うので、日本に帰っても意識
し続けたいです。
　留学にあたっては、本学から初めて東新大学に行く学生だったこ
ともあり、先生方が大学や寮を実際に見てきてくれたり、VISAを一
緒に取りに行ってくれました。熱心にサポートをしてくださって、本当
に感謝しています。

東新大学に短期留学
観光ホスピタリティ学科２年  粳間 春佳さん

特集

世界で加速する
高等教育改革

海外の大学の
教育力を活用

学内での国際交流
プログラムを構築

本学でカルタを楽しむ嶺南師範学院の学生

オーストラリア国立ニューカッスル大学での短期語学研修

前列中央が本人
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代にK-POPを好きになって韓国に興味を
持ち始めたことが、大学での留学につなが
りました。観光日本語学科に所属し、学科
の授業（日本人の先生の授業も含む）のほかに、毎日韓国語の授業
を受けています。韓国語の受講生の多くは中国人でその他にベトナ
ムやモンゴルから来た学生もいて、新たな友人関係が築けました。
　学科がたくさんある分、一学年の人数は少ないのですが、先輩後
輩共に全学年で関わりがあってとても仲が良く、そこが大きな魅力
です。気候は松本とほとんど変わらないので過ごしやすく、食べ物も
おいしいです。
　韓国に来て、それぞれ国ごとに趣向が違っても、通じ合い仲良くな
れるということを強く感じました。そして言葉が上手く伝わらないか
らこそ、相手の話をきちんと聞くことが出来るようになりました。こ
れはどんな環境でも大切なことだと思うので、日本に帰っても意識
し続けたいです。
　留学にあたっては、本学から初めて東新大学に行く学生だったこ
ともあり、先生方が大学や寮を実際に見てきてくれたり、VISAを一
緒に取りに行ってくれました。熱心にサポートをしてくださって、本当
に感謝しています。

東新大学に短期留学
観光ホスピタリティ学科２年  粳間 春佳さん

特集

世界で加速する
高等教育改革

海外の大学の
教育力を活用

学内での国際交流
プログラムを構築

本学でカルタを楽しむ嶺南師範学院の学生

オーストラリア国立ニューカッスル大学での短期語学研修

前列中央が本人

03松本大学学報　　　2015.6 vol.119



COC戦略会議議長　木村 晴壽

“地域づくりインターシップ”で
本学と松本市が連携

松本市地域づくりインターン・濵　由佳子さん

常設カフェのスタッフとして活躍

松本大学と松本市は“地域づくりインターンシップ戦略事業”の委託契約を結び、互い
に協力して若者を地元に定着させるための“地方創生”プログラムを推進することにな
りました。４月２８日に松本市役所で調印式を行い、５名の本学卒業生が研究員・イン
ターンに任命されました。

　昨年5月、いわゆる増田レポートが、
2040年までに896の市町村が消滅する
かもしれないという数字を公表しました。
現在1,740ある自治体のうち半数以上が
消滅の危機に瀕するという推計です。これ
に衝撃を受けた全国の自治体は、人口流
出をくい止める方策、つまり“地方創生”に
向けて一斉に走り出しました。長野県でも
34の市町村が消滅危機リストに載り、県

全体としての深刻な問題と
なるなか、本学と松本市が
連携し、いち早く“地方（ま
ち・ひと・しごと）創生”の具
体的なプログラムを始動
させることになりました。
　人口減少の原因は、若年
女性（20～30代）の減少と
若者流出の２つであり、若
者流出→若年女性流出→
人口急減という道筋で住

人がいなくなる自治体が続出すると言わ
れています。若者の流出が問題の出発点
で、またそれは進学と就職のときに起こる
ため、地方大学が“地方創生”の鍵を握る
存在になっているのです。
　地方大学が卒業生を地元に定着させる
ことが地方創生の核心部だ、という事情も
あり、“地元の若者を受け入れ、地元に貢
献できる人材に育て、地元に還す”ための
大学として開学した本学が、若者を地元に
残すために松本市と連携することは、極め
て自然な成り行きです。

　“地域づくりインターンシップ戦略事業”
は、政府の地方創生本部が進める地方創生
プログラムの先行事業と位置づけられてお
り、今回の取り組みは、単に地元定着だけを
目標にするのではなく、地域づくりに貢献
できるスキルを身につけた若者を育成する
ことで、若者が定着しやすい地域をつくる
ことも狙っています。したがって、プログラ
ムは以下のような内容にしました。
①地域づくりに係わる活動経験豊富な本
学の卒業生（既卒生も含む）を本学地域
総合研究センターの特別調査研究員
（松本市地域づくりインターン）に任命
する。
②研究員は、松本市35地区にある地域づ
くりセンターのいずれかに所属して、地
域づくりの具体的な活動に従事する。
③研究員は毎週定期的に松本大学で、地
域づくりに関するより高度な学びを継続
する。
④松本市は、以上の内容を条件に、地域づ
くりインターンの養成を松本大学に委
託し、インターン終了後は松本大学と協
力してこれら研究員の地元定着を支援
する。
　本プログラムは向こう5年間の継続を予
定しており、初年度にあたる2015年度は
女性4名・男性1名、合計5名の本学卒業生
が研究員・インターンに任命され、若い女
性の流出が人口急減の最大の要因とされ
るなか、絶妙の男女比でスタートしました。

　松本城にほど近い上土町に5月より開
店した「カフェあげつち」は、地域の人々の
居場所づくりを目指し、上土大正ロマンの
まちづくり協議会と松本大学が連携して
運営しています。ご近所の高齢者や女性
グループに加え、子ども連れのお母さん
や国内外の観光客、学生、さらに仕事帰り
の卒業生など、開店から閉店まで、様々な
人たちが入れ替わり来店し、一日中会話
が途切れることがありません。その輪の
中心になってスタッフとして頑張っている
のが、4月より地域づくりインターンとし
て中央地区に配属された濵由佳子さん
（観光ホスピタリティ学科卒業生）です。

　4月のプレオープン当初にはぎこちな
かった接客も今はすっかりと板につき、彼
女が淹れるコーヒーは美味しいと評判で
す。夜には、地域のニーズに応えて英会話
やお茶の教室も開かれます。
英会話教室では、外国人観光
客が多くなりその接客に悩む
商店街のおかみさん達を対象
として、実践的な学習に取り組
んでいます。また、文部科学省
の「地（知）の拠点整備事業」
（大学COC事業）としてカフェ
に「買い物支援センター」を併
設し、毎週金曜日には無農薬

野菜を販売し、また上土で開催される「生
坂元気市」の支援や学生が取り組む野菜
の引き売り販売「もったいないプロジェク
ト」の拠点にもなっています。是非松本に
お越しの際はお立ち寄りください。（10時
～18時、水曜定休）
（観光ホスピタリティ学科　教授　白戸　洋）

若者の地元定着で
人口急減に対処

“地域づくりインターシップ”
の内容短期のサマープログラムも充実

　本学では、“学内の国際化”を通して、学
生に海外の大学への興味を持ってもらうた
めに、今年度から「短期日本語プログラム」
を年2回実施します。協定校である嶺南師
範学院の学生8名を招いた昨年度のトライ
アル・プログラムでは、本学の学生もサ
ポーターとして参加し、また同学院で実施
された短期プログラムに参加した学生も
います。
　海外の大学との連携教育には、学年暦
の違い（ギャップ・イヤー）を考慮する必要
があります。日本の学年暦と海外の学年暦
は1～2カ月ずれており、夏のプログラムに

ついては1月中に、また冬のプロ
グラムについては6月中に公表す

る必要があります。この夏のプログラムは
4月に公表しましたので、残念ながら欧米
の学生は見込めませんが、中韓の協定校
の学生が参加予定です。来年2月のプログ
ラムについては、6月中に公表予定ですの
で、欧米の学生の参加も期待しています。
　嶺南師範学院でも、世界から80名の学
生を招待する10日間の「ユース・サマー
キャンプ」を実施します。本学からは、総合
経営学部の学生1名と松商短期大学部の
学生2名が参加しますが、現地までの交通
費のみで授業料や宿泊費は無料になって
います。また、4年前に協定を締結した韓国

の国立済州大学でも8月に10日間の招待
プログラムを実施しており、これまでに短大
の学生5名が参加しています。
　このように、短期のプログラムを充実さ
せることによって海外の大学に興味を持つ
学生を増やし、グローバル社会に対応した
人材を育成する教育を、海外の大学の教
育力を活用しながら展開していきたいと考
えています。

　観光ホスピタリティ学科山根ゼミは6月
13日、ハワイからゲストを招いてフラ（ハワ
イ語でダンスの意味）とハワイアンミュー
ジックのコンサート「フラ・イズ・アロハ ハ
ワイアンフェスティバル」を本学体育館に
て開催しました。コンサートは5回目となり、
今回の参加者530名を含め、これまでに延

べ3300名の集客がありました。コンサート
の目的は、①松本大学東日本大震災災害支
援プロジェクトの活動資金助成②観光を学
ぶ学生のためのイベントプロデュース実践
指導③国際文化理解として学生や地域の
人にフラを紹介④超一流のミュージシャン
の歌を聴き学生に感性を磨いてもらうこ

と、です。
　ハワイの人々は、50年にわたり
ハワイ文化であるフラを公の場
で踊ることを禁止されたり、アメ
リカ合衆国に併合されてハワイ語
を禁止されたり、フラが白人に

よってハワイ語でなく英語で本来の意味と
は違った歌詞でカバーされ流行したりと、
過去を振り返ればつらく切ない歴史があり
ました。そのような歴史から生まれた、人や
自然を心から愛するハワイアン・ホスピタリ
ティであるアロハ（愛）の精神を学んでもら
いたいということも重要な目的でした。
　学生たちはプロデュースの実践を通し
て、また素敵なコンサートに触れ、「ミュー
ジシャン、踊る方、観客の方、バックステー
ジの方の温かい気持ちが一つになった時
に良いものが生まれる」ということを学ん
でくれたことでしょう。
　イベントの収益金100,554円（5回で延
べ約160万円）は松本大学東日本大震災災
害支援活動資金として寄付いたしました。
ご協力いただいた皆様に感謝いたします。

iPad を活用した授業

　松商短期大学部では、従来の英語教育
に加えてICTを活用した双方向型の授業
「Interactive English」を昨年度から開講
しています。この授業では、モバイル端末
である“iPad-mini”を使用し、ニューヨーク
のラガーディア・コミュニティ・カレッジ
（LaGuardia Community College）とバ

ルーク・カレッジ（Baruch 
College）で日本語を学ぶ
学生とコラボレート授業を
行っています。授業は、両校
の教員が毎回のテーマを
事前に設定し、学生が相互
に日本語と英語でプレゼン
テーションしたビデオを視
聴することで、外国人に対

するシャイネスをなくし、徐々に英語に慣
れることを目指しています。
　また、この授業では、ICTを活用したテレ
ビ電話授業や相互訪問なども予定してお
り、将来的には、単位の相互認定等を通し
て、互いの大学への編入が可能なプログ
ラムに発展させたいと考えています。

「学内の国際化」めざし海外の教育力を活用特集

常連客にピアノ演奏をする濵さん。駄菓子も販売しています

観光ホスピタリティ学科　教授　山根 宏文

「フラ」を通して国際文化理解を深める
本学で「フラ・イズ・アロハ ハワイアンフェスティバル」開催

地獄谷にて学生同士が交流

Interactive Englishの風景

イベントの収益金を松本大学東日本大震災災害支援プロジェクトに寄付
※表紙写真：高橋侑吾さん（観光ホスピタリティ学科卒業生）撮影

ビデオに登場するラガーディア・コミュニティ・カレッジの学生たち
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COC戦略会議議長　木村 晴壽

“地域づくりインターシップ”で
本学と松本市が連携

松本市地域づくりインターン・濵　由佳子さん

常設カフェのスタッフとして活躍

松本大学と松本市は“地域づくりインターンシップ戦略事業”の委託契約を結び、互い
に協力して若者を地元に定着させるための“地方創生”プログラムを推進することにな
りました。４月２８日に松本市役所で調印式を行い、５名の本学卒業生が研究員・イン
ターンに任命されました。

　昨年5月、いわゆる増田レポートが、
2040年までに896の市町村が消滅する
かもしれないという数字を公表しました。
現在1,740ある自治体のうち半数以上が
消滅の危機に瀕するという推計です。これ
に衝撃を受けた全国の自治体は、人口流
出をくい止める方策、つまり“地方創生”に
向けて一斉に走り出しました。長野県でも
34の市町村が消滅危機リストに載り、県

全体としての深刻な問題と
なるなか、本学と松本市が
連携し、いち早く“地方（ま
ち・ひと・しごと）創生”の具
体的なプログラムを始動
させることになりました。
　人口減少の原因は、若年
女性（20～30代）の減少と
若者流出の２つであり、若
者流出→若年女性流出→
人口急減という道筋で住

人がいなくなる自治体が続出すると言わ
れています。若者の流出が問題の出発点
で、またそれは進学と就職のときに起こる
ため、地方大学が“地方創生”の鍵を握る
存在になっているのです。
　地方大学が卒業生を地元に定着させる
ことが地方創生の核心部だ、という事情も
あり、“地元の若者を受け入れ、地元に貢
献できる人材に育て、地元に還す”ための
大学として開学した本学が、若者を地元に
残すために松本市と連携することは、極め
て自然な成り行きです。

　“地域づくりインターンシップ戦略事業”
は、政府の地方創生本部が進める地方創生
プログラムの先行事業と位置づけられてお
り、今回の取り組みは、単に地元定着だけを
目標にするのではなく、地域づくりに貢献
できるスキルを身につけた若者を育成する
ことで、若者が定着しやすい地域をつくる
ことも狙っています。したがって、プログラ
ムは以下のような内容にしました。
①地域づくりに係わる活動経験豊富な本
学の卒業生（既卒生も含む）を本学地域
総合研究センターの特別調査研究員
（松本市地域づくりインターン）に任命
する。
②研究員は、松本市35地区にある地域づ
くりセンターのいずれかに所属して、地
域づくりの具体的な活動に従事する。
③研究員は毎週定期的に松本大学で、地
域づくりに関するより高度な学びを継続
する。
④松本市は、以上の内容を条件に、地域づ
くりインターンの養成を松本大学に委
託し、インターン終了後は松本大学と協
力してこれら研究員の地元定着を支援
する。
　本プログラムは向こう5年間の継続を予
定しており、初年度にあたる2015年度は
女性4名・男性1名、合計5名の本学卒業生
が研究員・インターンに任命され、若い女
性の流出が人口急減の最大の要因とされ
るなか、絶妙の男女比でスタートしました。

　松本城にほど近い上土町に5月より開
店した「カフェあげつち」は、地域の人々の
居場所づくりを目指し、上土大正ロマンの
まちづくり協議会と松本大学が連携して
運営しています。ご近所の高齢者や女性
グループに加え、子ども連れのお母さん
や国内外の観光客、学生、さらに仕事帰り
の卒業生など、開店から閉店まで、様々な
人たちが入れ替わり来店し、一日中会話
が途切れることがありません。その輪の
中心になってスタッフとして頑張っている
のが、4月より地域づくりインターンとし
て中央地区に配属された濵由佳子さん
（観光ホスピタリティ学科卒業生）です。

　4月のプレオープン当初にはぎこちな
かった接客も今はすっかりと板につき、彼
女が淹れるコーヒーは美味しいと評判で
す。夜には、地域のニーズに応えて英会話
やお茶の教室も開かれます。
英会話教室では、外国人観光
客が多くなりその接客に悩む
商店街のおかみさん達を対象
として、実践的な学習に取り組
んでいます。また、文部科学省
の「地（知）の拠点整備事業」
（大学COC事業）としてカフェ
に「買い物支援センター」を併
設し、毎週金曜日には無農薬

野菜を販売し、また上土で開催される「生
坂元気市」の支援や学生が取り組む野菜
の引き売り販売「もったいないプロジェク
ト」の拠点にもなっています。是非松本に
お越しの際はお立ち寄りください。（10時
～18時、水曜定休）
（観光ホスピタリティ学科　教授　白戸　洋）

若者の地元定着で
人口急減に対処

“地域づくりインターシップ”
の内容短期のサマープログラムも充実

　本学では、“学内の国際化”を通して、学
生に海外の大学への興味を持ってもらうた
めに、今年度から「短期日本語プログラム」
を年2回実施します。協定校である嶺南師
範学院の学生8名を招いた昨年度のトライ
アル・プログラムでは、本学の学生もサ
ポーターとして参加し、また同学院で実施
された短期プログラムに参加した学生も
います。
　海外の大学との連携教育には、学年暦
の違い（ギャップ・イヤー）を考慮する必要
があります。日本の学年暦と海外の学年暦
は1～2カ月ずれており、夏のプログラムに

ついては1月中に、また冬のプロ
グラムについては6月中に公表す

る必要があります。この夏のプログラムは
4月に公表しましたので、残念ながら欧米
の学生は見込めませんが、中韓の協定校
の学生が参加予定です。来年2月のプログ
ラムについては、6月中に公表予定ですの
で、欧米の学生の参加も期待しています。
　嶺南師範学院でも、世界から80名の学
生を招待する10日間の「ユース・サマー
キャンプ」を実施します。本学からは、総合
経営学部の学生1名と松商短期大学部の
学生2名が参加しますが、現地までの交通
費のみで授業料や宿泊費は無料になって
います。また、4年前に協定を締結した韓国

の国立済州大学でも8月に10日間の招待
プログラムを実施しており、これまでに短大
の学生5名が参加しています。
　このように、短期のプログラムを充実さ
せることによって海外の大学に興味を持つ
学生を増やし、グローバル社会に対応した
人材を育成する教育を、海外の大学の教
育力を活用しながら展開していきたいと考
えています。

　観光ホスピタリティ学科山根ゼミは6月
13日、ハワイからゲストを招いてフラ（ハワ
イ語でダンスの意味）とハワイアンミュー
ジックのコンサート「フラ・イズ・アロハ ハ
ワイアンフェスティバル」を本学体育館に
て開催しました。コンサートは5回目となり、
今回の参加者530名を含め、これまでに延

べ3300名の集客がありました。コンサート
の目的は、①松本大学東日本大震災災害支
援プロジェクトの活動資金助成②観光を学
ぶ学生のためのイベントプロデュース実践
指導③国際文化理解として学生や地域の
人にフラを紹介④超一流のミュージシャン
の歌を聴き学生に感性を磨いてもらうこ

と、です。
　ハワイの人々は、50年にわたり
ハワイ文化であるフラを公の場
で踊ることを禁止されたり、アメ
リカ合衆国に併合されてハワイ語
を禁止されたり、フラが白人に

よってハワイ語でなく英語で本来の意味と
は違った歌詞でカバーされ流行したりと、
過去を振り返ればつらく切ない歴史があり
ました。そのような歴史から生まれた、人や
自然を心から愛するハワイアン・ホスピタリ
ティであるアロハ（愛）の精神を学んでもら
いたいということも重要な目的でした。
　学生たちはプロデュースの実践を通し
て、また素敵なコンサートに触れ、「ミュー
ジシャン、踊る方、観客の方、バックステー
ジの方の温かい気持ちが一つになった時
に良いものが生まれる」ということを学ん
でくれたことでしょう。
　イベントの収益金100,554円（5回で延
べ約160万円）は松本大学東日本大震災災
害支援活動資金として寄付いたしました。
ご協力いただいた皆様に感謝いたします。

iPad を活用した授業

　松商短期大学部では、従来の英語教育
に加えてICTを活用した双方向型の授業
「Interactive English」を昨年度から開講
しています。この授業では、モバイル端末
である“iPad-mini”を使用し、ニューヨーク
のラガーディア・コミュニティ・カレッジ
（LaGuardia Community College）とバ

ルーク・カレッジ（Baruch 
College）で日本語を学ぶ
学生とコラボレート授業を
行っています。授業は、両校
の教員が毎回のテーマを
事前に設定し、学生が相互
に日本語と英語でプレゼン
テーションしたビデオを視
聴することで、外国人に対

するシャイネスをなくし、徐々に英語に慣
れることを目指しています。
　また、この授業では、ICTを活用したテレ
ビ電話授業や相互訪問なども予定してお
り、将来的には、単位の相互認定等を通し
て、互いの大学への編入が可能なプログ
ラムに発展させたいと考えています。

「学内の国際化」めざし海外の教育力を活用特集

常連客にピアノ演奏をする濵さん。駄菓子も販売しています

観光ホスピタリティ学科　教授　山根 宏文

「フラ」を通して国際文化理解を深める
本学で「フラ・イズ・アロハ ハワイアンフェスティバル」開催

地獄谷にて学生同士が交流

Interactive Englishの風景

イベントの収益金を松本大学東日本大震災災害支援プロジェクトに寄付
※表紙写真：高橋侑吾さん（観光ホスピタリティ学科卒業生）撮影

ビデオに登場するラガーディア・コミュニティ・カレッジの学生たち
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　4月5日に本学で第4回ジュニアアスリー
トサポートプロジェクト「トップアスリートか
ら学ぶ～成長期の基本的なトレーニングと
コンディショニング～」を開催し、今季ワー
ルドカップ(W杯)スピードスケート女子
500メートルで種目別総合優勝を果たした、

小平奈緒選手（相澤病院スポーツ障害予防
治療センター所属）が講師として来てくだ
さいました。
　今回の企画は、相澤病院と私が今まで展
開してきた共同事業の一つとして実施した
もので、スケートなど冬季競技の成長期ス
ポーツ選手85名、保護者・指導者82名の計
167名が参加しました。
　まず、小平選手が子ども向けにリセットエ
クササイズ(ストレッチと基本のエクササイ

ズ)を指導し、私は保護者・指導者向けに
「ジュニアアスリートのためのスポーツ栄
養」というテーマで講義を行いました。次い
で、小平選手が実技指導として①「成長期
の選手がオフやシーズン中に行うべきト
レーニングの紹介」②「コンディションを維
持する目的で行う基本的なストレッチの紹
介」を行い、さらに子どもたちへのメッセー
ジとして「夢を持つことの素晴らしさ」や「夢
の実現に向けて必要なこと」について、オラ
ンダ生活やW杯のことも含めてお話いた
だきました。子どもたちは生き生きとした
表情でトップアスリートからの指導を受け
ていました。

一流選手に成長期のトレーニング法を学ぶ
小平奈緒選手招き「ジュニアアスリートサポートプロジェクト」開催

大学院健康科学研究科　准教授 呉 泰雄
「地域企業における国内・外事業の関連性にかかわる研究」
●期間：平成26年度～28年度 ●所属：総合経営学部 経営学 兼村 智也 教授

「地域福祉活動実践における
 『地域福祉の推進力（アウトカム）』評価指標の構築」
●期間：平成25年度～27年度 ●所属：総合経営学部 社会学 佐藤 哲郎 准教授

「インスリン様活性を有する食品成分のスクリーニングと
 作用機構の解析」
●期間：平成26年度～28年度 ●所属：人間健康学部 農芸化学 髙木 勝広 教授

「アクセラレーション刺激による筋損傷治癒促進効果の検証」
●期間：平成26年度～27年度 ●所属：健康科学研究科 医学 河野 史倫 准教授

「食を伝える新しい異世代間地域ネットワークづくりのための
 参加型アクションリサーチ」
●期間：平成27年度～29年度 ●所属：健康科学研究科 学術 廣田 直子 教授

平成27年度に採択された
科学研究費助成事業

本学教員による研究課題

2015年度　研究推進委員長　室谷　心

学部を越えて活発に議論
─第3回松本大学教員研究発表会開催─

文部科学省「地（知）の拠点整備事業」（大学ＣＯＣ事業）の採択を受けての取り組みの一部を紹介します。

大学ＣＯＣ事業

発表内容一覧

　人間健康学部健康栄養学科（杉山ゼミ）
では、「地（知）の拠点整備事業」（大学ＣＯＣ
事業）の一環で、松本市立保育園の給食の
放射性物質調査を実施しています。この調
査は、事業の趣意に基づき、松本市の認定
NPO法人日本チェルノブイリ連帯基金と
の連携ならびに松本市こども部の協力を
受けて、園児および保護者に対する食の安
全・安心確保に寄与することが目的です。

　対象の給食食材は、毎月の献立表（松本
市提供）より、長野県産であること、調理
使用重量の大きいことなどを考慮して選
択します。対象とする放射性物質は、福島
第一原子力発電所事故などで環境に放出
された経緯のある放射性セシウム（セシウ
ム-137、セシウム-134)やヨウ素-131および
自然界に広く存在するカリウム-40です。こ
れらから放出されるガンマ線をNaI（Tl）シ

ンチレーション検出器付測定システムを用
いて測定します。5月末までの調査結果で
は、幸い、人工放射性物質の放射性セシウ
ムやヨウ素-131は検出されていません。杉
山ゼミでは、引き続き調査を行い、多くの
方たちが放射性物
質や放射線につい
て、“正しく理解
し、正しく怖がる”
意識づくりに役立
つように努めてい
きます。

保育園給食の放射性物質を調査
健康栄養学科　教授 杉山 英男

　東日本大震災から５年目を迎え、外部か
らの支援が先細り傾向にある中、「松本大
学東日本大震災災害支援プロジェクト」は
石巻市立大街道小学校での支援活動を続
けています。主な活動は学生による学習支
援と、臨床心理士によるカウンセリング活
動です。　
　「今回初めて児童の悩みを直接聴かせて
もらって、少しずつ信頼してもらえる存在

になっているのかなと思いました。」「回数
を追うごとに声をかけてくれる児童が増え
てきています。」などなど…。これは、学習
支援活動に参加した学生の感想です。継
続的な活動から、学生は児童との関わりを
さらに深く太く持たせていただいていま
す。もちろん、今年になって初めて参加する
学生もいますが、初めての学生は初めてな
りに感じることがあり、参加する学生の思
いのバリエーションが広がることで活動内
容が安定してきたように感じます。
　5年目とは、被災時に1年生だった児童
が6年生になる年です。小学校での最終学
年を過ごしていますが、身体も大きくなり
以前は小さな存在が、今では校内で大きく
見えます。それでも変わらず、「おっ！まつ
だい！今週もきていたのか～」などと生意
気な口をきいてくるので少し嬉しさを感じ

ます。また、近年に赴任してこられた先生
より顔見知りの期間が長いので、学生が児
童と親しく話をしているとその先生は面白
くない顔をされたと学生が言っていまし
た。円滑に活動を継続する上では、時には
都合の悪いこともあります。
　継続は力となって「安心して活動ができ
る」という財産になっています。その財産を
本学に通う一人でも多くの学生と共有した
いと思います。
　文中の絵は、被災後まもない頃、2年生
のクラスの廊下に貼ってあった絵です。「卵
からでてきてほしいものを１つ描きなさ
い。」との問いに、この児童は「楽しい地
球」を描きました。作品の説明に人がいっ
ぱいいる風景と付け加えてありました。活
動を通して児童から学んでいることは実は
多くあって、ただそこに気付くか気付かな
いかは自分が試されているように思いま
す。5年目になり、ますますそのメッセージ
は大きくなっているように感じます。

災害支援5年目の「まつだい」
松本大学東日本大震災災害支援プロジェクト代表 尻無浜 博幸

　3月10日、11日の両日、第3回松本大学教員研究発表会を開催し
ました。教員同士、日頃の学生への教育活動の様子は良く見ていま
すが、同じ学部に所属していても、専門の研究のことを議論する機会
は意外に少ないものです。ましてや学部が違うと、研究の話を聞いた
ことのない教員が大勢います。年に一度のこの学内教員研究発表会
は、そんな教員同士が学部の壁を越えて、お互いの問題意識や研究
成果を俎上に載せる貴重な機会です。
　3回目を迎えた今年は、総合経営学部、人間健康学部、松商短期大
学部から19名の教員が登壇し、2日間でのべ60余名の教職員、大学

院生が参加し
ました。短い時
間の中で研究
成果の講演と
質疑応答が行われ、活発な議論が交わされました。
　小規模な大学である松本大学でも、教員各人によって多種多様な
研究が行われていることを再認識する2日間となりました。講演並び
に会場での議論に参加してくださった皆様に感謝するとともに、研究
のさらなる発展を期待しています。

研　究　課　題 発　表　者

乳幼児期から青年期までの人間形成と教育的営み 藤枝　充子

子どもの食生活と社会経済的要因に関する研究：
世帯の経済状態と児童の食生活との関連 硲野佐也香

高校サッカー選手における食生活と食事準備者（母親）の
働き方に関する調査 大森　恵美

大学を基点とした食育推進によるソーシャルキャピタルの
醸成と食文化の継承 廣田　直子

米粉パンの性状に及ぼす市販増粘剤の効果 石原　三妃

格子QCDによるスカラー中間子の研究 室谷　　心

信用取引契約を考慮したサプライチェーン・
コーディネーションに関する研究 田中　正敏

地域企業における国内・外事業の関連性にかかる研究 兼村　智也

地産地消をテーマにしたマーケティング活動 金子　能呼

野外保育が子どもの育ちに及ぼす効果 犬飼己紀子

研　究　課　題 発　表　者

サスティナブル・ツーリズムの国際認証の
我が国での利用と導入に関する研究 中澤　朋代

インスリンによるラット SHARP-2 遺伝子の転写誘導に
関わるシグナル伝達経路の解析 山田　一哉

インスリン様活性を有する食品成分のスクリーニングと
作用機構の解析 髙木　勝広

時計遺伝子と長寿遺伝子の発現相関は、
糖代謝調節に関わるか？ 浅野　公介

ZHX1変異遺伝子の生物学的役割の解析 羽石　歩美

マウス走運動習慣に伴うmicroRNA発現量変化 川島　　均

高強度間欠的スイムトレーニングが卵巣摘出ラットの骨に
与える影響について 呉　　泰雄

ショウジョウバエの寿命に与える餌中酵母の影響 木藤　伸夫

長野県松本地域で販売された大豆製品における、
遺伝子組換えダイズ混入の網羅的調査結果 沖嶋　直子

５月から正課外で年間30回の講座を開講
　ＴＯＥＩＣは英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価す
る世界共通のテストで、多くの企業、学校、団体においてさまざま
な目的で活用されています。
　本学ではＴＯＥＩＣ対策として、正課の授業で入門・初級・中級・実
践とレベルに応じた段階的な学修指導を行っていますが、さらに
レベルアップしたい学生を対象に、５月から正課外で「ＴＯＥＩＣ対
策講座」を開講しました。
　専門の講師が受講料１万円（テキスト代、ＴＯＥＩＣ試験料含む）
で、年間30回の講座を行います。また学内で公式なＴＯＥＩＣテス
トを格安の受験料で実施するとともに、得点に応じた奨励金制度
も用意しており、前向きにチャレンジする学生を手厚く支援して
います。

ＴＯＥＩＣ対策講座

06 松本大学学報　　　2015.6 vol.119



　4月5日に本学で第4回ジュニアアスリー
トサポートプロジェクト「トップアスリートか
ら学ぶ～成長期の基本的なトレーニングと
コンディショニング～」を開催し、今季ワー
ルドカップ(W杯)スピードスケート女子
500メートルで種目別総合優勝を果たした、

小平奈緒選手（相澤病院スポーツ障害予防
治療センター所属）が講師として来てくだ
さいました。
　今回の企画は、相澤病院と私が今まで展
開してきた共同事業の一つとして実施した
もので、スケートなど冬季競技の成長期ス
ポーツ選手85名、保護者・指導者82名の計
167名が参加しました。
　まず、小平選手が子ども向けにリセットエ
クササイズ(ストレッチと基本のエクササイ

ズ)を指導し、私は保護者・指導者向けに
「ジュニアアスリートのためのスポーツ栄
養」というテーマで講義を行いました。次い
で、小平選手が実技指導として①「成長期
の選手がオフやシーズン中に行うべきト
レーニングの紹介」②「コンディションを維
持する目的で行う基本的なストレッチの紹
介」を行い、さらに子どもたちへのメッセー
ジとして「夢を持つことの素晴らしさ」や「夢
の実現に向けて必要なこと」について、オラ
ンダ生活やW杯のことも含めてお話いた
だきました。子どもたちは生き生きとした
表情でトップアスリートからの指導を受け
ていました。

一流選手に成長期のトレーニング法を学ぶ
小平奈緒選手招き「ジュニアアスリートサポートプロジェクト」開催

大学院健康科学研究科　准教授 呉 泰雄
「地域企業における国内・外事業の関連性にかかわる研究」
●期間：平成26年度～28年度 ●所属：総合経営学部 経営学 兼村 智也 教授

「地域福祉活動実践における
 『地域福祉の推進力（アウトカム）』評価指標の構築」
●期間：平成25年度～27年度 ●所属：総合経営学部 社会学 佐藤 哲郎 准教授

「インスリン様活性を有する食品成分のスクリーニングと
 作用機構の解析」
●期間：平成26年度～28年度 ●所属：人間健康学部 農芸化学 髙木 勝広 教授

「アクセラレーション刺激による筋損傷治癒促進効果の検証」
●期間：平成26年度～27年度 ●所属：健康科学研究科 医学 河野 史倫 准教授

「食を伝える新しい異世代間地域ネットワークづくりのための
 参加型アクションリサーチ」
●期間：平成27年度～29年度 ●所属：健康科学研究科 学術 廣田 直子 教授

平成27年度に採択された
科学研究費助成事業

本学教員による研究課題

2015年度　研究推進委員長　室谷　心

学部を越えて活発に議論
─第3回松本大学教員研究発表会開催─

文部科学省「地（知）の拠点整備事業」（大学ＣＯＣ事業）の採択を受けての取り組みの一部を紹介します。

大学ＣＯＣ事業

発表内容一覧

　人間健康学部健康栄養学科（杉山ゼミ）
では、「地（知）の拠点整備事業」（大学ＣＯＣ
事業）の一環で、松本市立保育園の給食の
放射性物質調査を実施しています。この調
査は、事業の趣意に基づき、松本市の認定
NPO法人日本チェルノブイリ連帯基金と
の連携ならびに松本市こども部の協力を
受けて、園児および保護者に対する食の安
全・安心確保に寄与することが目的です。

　対象の給食食材は、毎月の献立表（松本
市提供）より、長野県産であること、調理
使用重量の大きいことなどを考慮して選
択します。対象とする放射性物質は、福島
第一原子力発電所事故などで環境に放出
された経緯のある放射性セシウム（セシウ
ム-137、セシウム-134)やヨウ素-131および
自然界に広く存在するカリウム-40です。こ
れらから放出されるガンマ線をNaI（Tl）シ

ンチレーション検出器付測定システムを用
いて測定します。5月末までの調査結果で
は、幸い、人工放射性物質の放射性セシウ
ムやヨウ素-131は検出されていません。杉
山ゼミでは、引き続き調査を行い、多くの
方たちが放射性物
質や放射線につい
て、“正しく理解
し、正しく怖がる”
意識づくりに役立
つように努めてい
きます。

保育園給食の放射性物質を調査
健康栄養学科　教授 杉山 英男

　東日本大震災から５年目を迎え、外部か
らの支援が先細り傾向にある中、「松本大
学東日本大震災災害支援プロジェクト」は
石巻市立大街道小学校での支援活動を続
けています。主な活動は学生による学習支
援と、臨床心理士によるカウンセリング活
動です。　
　「今回初めて児童の悩みを直接聴かせて
もらって、少しずつ信頼してもらえる存在

になっているのかなと思いました。」「回数
を追うごとに声をかけてくれる児童が増え
てきています。」などなど…。これは、学習
支援活動に参加した学生の感想です。継
続的な活動から、学生は児童との関わりを
さらに深く太く持たせていただいていま
す。もちろん、今年になって初めて参加する
学生もいますが、初めての学生は初めてな
りに感じることがあり、参加する学生の思
いのバリエーションが広がることで活動内
容が安定してきたように感じます。
　5年目とは、被災時に1年生だった児童
が6年生になる年です。小学校での最終学
年を過ごしていますが、身体も大きくなり
以前は小さな存在が、今では校内で大きく
見えます。それでも変わらず、「おっ！まつ
だい！今週もきていたのか～」などと生意
気な口をきいてくるので少し嬉しさを感じ

ます。また、近年に赴任してこられた先生
より顔見知りの期間が長いので、学生が児
童と親しく話をしているとその先生は面白
くない顔をされたと学生が言っていまし
た。円滑に活動を継続する上では、時には
都合の悪いこともあります。
　継続は力となって「安心して活動ができ
る」という財産になっています。その財産を
本学に通う一人でも多くの学生と共有した
いと思います。
　文中の絵は、被災後まもない頃、2年生
のクラスの廊下に貼ってあった絵です。「卵
からでてきてほしいものを１つ描きなさ
い。」との問いに、この児童は「楽しい地
球」を描きました。作品の説明に人がいっ
ぱいいる風景と付け加えてありました。活
動を通して児童から学んでいることは実は
多くあって、ただそこに気付くか気付かな
いかは自分が試されているように思いま
す。5年目になり、ますますそのメッセージ
は大きくなっているように感じます。

災害支援5年目の「まつだい」
松本大学東日本大震災災害支援プロジェクト代表 尻無浜 博幸

　3月10日、11日の両日、第3回松本大学教員研究発表会を開催し
ました。教員同士、日頃の学生への教育活動の様子は良く見ていま
すが、同じ学部に所属していても、専門の研究のことを議論する機会
は意外に少ないものです。ましてや学部が違うと、研究の話を聞いた
ことのない教員が大勢います。年に一度のこの学内教員研究発表会
は、そんな教員同士が学部の壁を越えて、お互いの問題意識や研究
成果を俎上に載せる貴重な機会です。
　3回目を迎えた今年は、総合経営学部、人間健康学部、松商短期大
学部から19名の教員が登壇し、2日間でのべ60余名の教職員、大学

院生が参加し
ました。短い時
間の中で研究
成果の講演と
質疑応答が行われ、活発な議論が交わされました。
　小規模な大学である松本大学でも、教員各人によって多種多様な
研究が行われていることを再認識する2日間となりました。講演並び
に会場での議論に参加してくださった皆様に感謝するとともに、研究
のさらなる発展を期待しています。

研　究　課　題 発　表　者

乳幼児期から青年期までの人間形成と教育的営み 藤枝　充子

子どもの食生活と社会経済的要因に関する研究：
世帯の経済状態と児童の食生活との関連 硲野佐也香

高校サッカー選手における食生活と食事準備者（母親）の
働き方に関する調査 大森　恵美

大学を基点とした食育推進によるソーシャルキャピタルの
醸成と食文化の継承 廣田　直子

米粉パンの性状に及ぼす市販増粘剤の効果 石原　三妃

格子QCDによるスカラー中間子の研究 室谷　　心

信用取引契約を考慮したサプライチェーン・
コーディネーションに関する研究 田中　正敏

地域企業における国内・外事業の関連性にかかる研究 兼村　智也

地産地消をテーマにしたマーケティング活動 金子　能呼

野外保育が子どもの育ちに及ぼす効果 犬飼己紀子

研　究　課　題 発　表　者

サスティナブル・ツーリズムの国際認証の
我が国での利用と導入に関する研究 中澤　朋代

インスリンによるラット SHARP-2 遺伝子の転写誘導に
関わるシグナル伝達経路の解析 山田　一哉

インスリン様活性を有する食品成分のスクリーニングと
作用機構の解析 髙木　勝広

時計遺伝子と長寿遺伝子の発現相関は、
糖代謝調節に関わるか？ 浅野　公介

ZHX1変異遺伝子の生物学的役割の解析 羽石　歩美

マウス走運動習慣に伴うmicroRNA発現量変化 川島　　均

高強度間欠的スイムトレーニングが卵巣摘出ラットの骨に
与える影響について 呉　　泰雄

ショウジョウバエの寿命に与える餌中酵母の影響 木藤　伸夫

長野県松本地域で販売された大豆製品における、
遺伝子組換えダイズ混入の網羅的調査結果 沖嶋　直子

５月から正課外で年間30回の講座を開講
　ＴＯＥＩＣは英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価す
る世界共通のテストで、多くの企業、学校、団体においてさまざま
な目的で活用されています。
　本学ではＴＯＥＩＣ対策として、正課の授業で入門・初級・中級・実
践とレベルに応じた段階的な学修指導を行っていますが、さらに
レベルアップしたい学生を対象に、５月から正課外で「ＴＯＥＩＣ対
策講座」を開講しました。
　専門の講師が受講料１万円（テキスト代、ＴＯＥＩＣ試験料含む）
で、年間30回の講座を行います。また学内で公式なＴＯＥＩＣテス
トを格安の受験料で実施するとともに、得点に応じた奨励金制度
も用意しており、前向きにチャレンジする学生を手厚く支援して
います。

ＴＯＥＩＣ対策講座
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卒業生の進路平成26年度

　平成26年度の就職内定率（就職希望者に対する内定者の
割合）は大学・短大全体で97.3％と、昨年の95.4％をさらに上
回る良い結果となりました。今後もキャリアサポート体制の充実
を図っていきます。
　各学部の卒業生の進路状況についてまとめます。

　平成26年度は消費税率引き上げなどの影響があったものの、景気
は回復局面であったといえます。このような経済環境の中で就職活動
を行った総合経営学部卒業生の就職内定率は96.5%(総合経営学科
95.8%・観光ホスピタリティ学科97.2%)で、平成25年度の93.2%と比
べると3.3ポイント上昇する良い結果となりました。特に、地域企業の
さまざまなニーズに応えるかたちで建設業、金融・保険業、卸・小売業、
製造業、サービス業、飲食・宿泊業、福祉・介護業など、就職先が多種多
様になっています。また市役所、町村役場、警察、消防など公的機関へ
の就職支援も一層充実し、その成果も着実に増えつつあります。

(就職委員会　総合経営学部主任　成　耆政)

　平成26年度は、景気の回復傾向による新卒採用の増加もあり、早々
に希望する企業からの内定を勝ち取る学生が多かった半面、就職活動
解禁直後に出遅れたり、希望と現実のミスマッチで年明けまで苦戦し
たりする学生も散見されました。また、教員の採用が厳しく、臨時採用
を待ったが決まらなかった学生が1名出てしまった事は非常に残念でし
た。とはいえ最終的に過去4年間で最も高い内定率である98.2％を
マークしたことは、喜ばしい結果です。単なる数値としての内定率だけ
でなく、学生一人ひとりがその資質や特性に合った希望の進路へ進め
るよう、今年度も支援していきたいと考えております。

（就職委員会 人間健康学部主任　沖嶋 直子）

　松商短期大学部では、平成26年度卒業生の就職率が97.1％と、こ
こ10年間において最も高い数値で学生を社会に送り出すことができ
ました。地域経済の好転が第一の要因であることは言うまでもありま
せんが、本学部におけるキャリア教育とともに、ゼミナール教員によ
る、手厚い個別指導により、不安解消とサポートを充実させた成果で
あると考えています。今後も、この好調な就職活動状況を維持するた
め、保護者をはじめ地域企業と連携を深めながら、学生支援により一
層力を注ぐ所存です。
 （就職委員会 短期大学部主任　木下 貴博）

　健康科学研究科を今春4名の院生が修了しました。その内3名は社
会人であったため、実際に就職活動を行った院生は1名で、就職先は研
究機関（大阪大学大学院医学系研究科研究補助員）に決まりました。今
後の活躍を期待しています。 （大学院健康科学研究科　根本 賢一）

松商短期大学部人間健康学部総合経営学部

健康栄養学科
■就職先の業種別人数

総合経営学科
■就職先の業種別人数

観光ホスピタリティ学科
■就職先の業種別人数 ■就職先の業種別人数

■就職先の業種別人数スポーツ健康学科

松商短期大学部 学生の不安解消と
サポート充実の成果

人間健康学部 好景気に後押しされ、
希望通りの就職先へ

総合経営学部 就活生一人ひとりに対する
よりきめ細かな就職支援を目指して！

大学院
健康科学研究科 研究機関へ就職

電気・ガス・
熱供給・水道業 1人 電気・ガス・熱供給・

水道業 1人情報通信業 1人
情報通信業 1人

建設業 2人

宿泊業、
飲食サービス業 3人 宿泊業、

飲食サービス業 5人
宿泊業、飲食サービス業 3人

就職者数
78名

就職者数
68名

就職者数
88名

運輸業
 4人 運輸業 1人

金融業、保険業 1人

金融業、
保険業 2人

不動産業、物品賃貸業 1人

不動産業、
物品賃貸業 1人

不動産業、
物品賃貸業 2人

卸売業・小売業
25人

卸売業、
小売業
15人

卸売業、
小売業
21人

製造業
9人

製造業
10人

製造業 7人
建設業 1人 建設業 3人

生活関連サービス業、
娯楽業 2人

生活関連サービス業、
娯楽業 31人

生活関連サービス業、娯楽業 4人

教育、学習支援業
3人

教育、学習
支援業 1人

教育、学習
支援業 9人

医療、福祉
2人

医療、福祉 7人

医療、福祉
19人

複合サービス
事業 7人

複合サービス事業 3人
複合サービス

事業 7人

公務 4人 公務 1人 公務 5人他 1人
サービス業
（他に分類されないもの） 4人

電気・ガス・熱供給・水道業 7人
情報通信業 2人

建設業 9人

宿泊業、飲食サービス業 10人 就職者数
201名

運輸業 2人
金融業、保険業 11人

不動産業、物品賃貸業 6人

専門・技術サービス業 7人

卸売業・小売業
67人

製造業
41人生活関連サービス業、娯楽業 7人

教育、学習支援業 1人
医療、福祉 17人

複合サービス事業 10人

公務 3人サービス業
（他に分類されないもの） 1人サービス業

（他に分類されないもの） 1人 サービス業（他に分類
されないもの） 5人

建設業 1人

宿泊業、
飲食サービス業 5人

就職者数
69名

運輸業
 3人

金融業、保険業 1人不動産業、物品賃貸業 4人

卸売業・小売業
23人

生活関連サービス業、
娯楽業 2人

教育、学習支援業
1人

医療、福祉
9人

複合サービス
事業 4人

公務 6人 製造業　8人

進 路 別 計

137
2
5
12
156

就 職
編 入 ・ 進 学
進 路 未 決 定
家 居 ・ そ の 他
合 計

進 路 別 計

166
6
4
2
178

就 職
編 入 ・ 進 学
進 路 未 決 定
家 居 ・ そ の 他
合 計

進 路 別 計

201
4
6
11
222

就 職
編 入 ・ 進 学
進 路 未 決 定
家 居 ・ そ の 他
合 計

就職内定率

96.5％
（就職内定者137人/就職希望者142人）

就職内定率

98.2％
（就職内定者166人/就職希望者169人）

就職内定率

97.1％
（就職内定者201人/就職希望者207人）

産業分類 企 業 名 計

建設
㈱オオサワホーム 1
セキスイハイム信越㈱ 1

製造

田中屋製麩所 1
名古屋製酪㈱ 1
フレックスジャパン㈱ 1
㈱栄光製作所 1
㈱ハーモニック・ドライブ・システム 1
ホシザキ北信越㈱ 1
㈱ミマキエンジニアリング 1
㈱イースタン 2

運輸
東日本旅客鉄道㈱ 1
㈱サカイ引越センター 1
信州名鉄運輸㈱ 2

卸・小売

㈱デンセン 1
日東物産㈱ 1
リコージャパン㈱ 1
㈱アセラ 1
㈱いとう 1
㈱エイコー 1
金森藤平商事㈱ 1
㈱上條器械店 1
㈱国興 1
㈱本久ホールディングス 2
㈱ヨコハマタイヤジャパン 1
㈱井上 1
㈱エービーシー・マート 1
㈱エーワンオートイワセ 1
カネマン田村屋(有) 1
㈱スズキアリーナ松本 1
㈱スズキ自販長野 2
㈱ツルヤ 1
トヨタカローラ南信㈱ 1
トヨタＵグループ 1
長野ダイハツ販売㈱ 1
マックスバリュ長野㈱ 1
㈲みはらや 1

金融・保険 ㈱長野銀行 1
不動産・
物品賃貸 積和不動産中部㈱ 1

宿泊・飲食
サービス

㈱アトム 1
そば処せきや 1
Dining Bar縁 1

生活関連
サービス

㈱巴屋 1
㈱アステップ信州 1

教育・
学習支援

㈱デスクスタイル 2
明盛学園 1

医療・福祉
医療法人仁雄会　穂高病院 1
社会福祉法人平成会 1

複合
サービス
事業

大北農業協同組合 1
グリーン長野農業協同組合 2
塩尻市農業協同組合 1
志賀高原農業協同組合 1
須高農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 1

サービス
（その他）

㈱キャリアバンク 1
㈱パワーネット・フィールド 1
セコム上信越㈱ 1
㈱求人ジャーナル 1

公務
長野県警察 1
駒ケ根市役所（嘱託） 1
自衛隊 2

上記以外 自営業 1
計 68

進学先一覧
学 校 名 計

進学 日本心理カウンセラー養成学院 1
計 1

産業分類 企 業 名 計

建設 ㈱岩野商会 1

製造

農業生産法人㈱かまくら屋 1
㈱スヰト 1
㈲本郷鶏肉 1
スザクエンジニアリング㈱ 1
㈱ダイシン 1
㈱ハイライト 1
㈲平林精機 1
㈱城南製作所 1

電気・ガス等 サンリン㈱ 1
情報通信 あづみ野テレビ㈱ 1

運輸
㈱サカイ引越センター 1
敦賀海陸運輸㈱ 1
南信貨物自動車㈱ 1

卸・小売

㈱グロースライフ 1
㈱コパックス 1
(有)山岳観光社 1
昭和企業㈱ 1
昭和電機産業㈱ 1
㈱シンケン 1
㈱長印 1
㈱吉貞 1
㈱井上 1
関東三菱自動車販売㈱ 1
㈱クスリのアオキ 1
㈱グロ－バルユニット 1
㈱サンドラッグ 1
合同会社西友 1
㈲大王 1
㈱ツルヤ 3
トヨタカローラ南信㈱ 2
㈱西源 1
ヨコタインターナショナル㈱ 1
㈱綿半ホームエイド 1

金融・保険 住友生命保険（相） 1

不動産・
物品賃貸

㈱諏訪貸家アパートセンター 3
積和不動産中部㈱ 1

宿泊・飲食
サービス

㈱王滝 1
㈱トヨタエンタプライズ宿泊事業部 テラス蓼科リゾート＆スパ 1
㈱ハイディ日高 1
ハルピンラーメン 1
㈱明神館 1

生活関連
サービス

永和商事 1
㈱長野エーコープサプライ 1

教育・
学習支援 長野県波田学院（嘱託） 1

医療・福祉

医療法人抱生会　丸の内病院 1
ミサトピア小倉病院 1
㈲かいご家 1
社会福祉法人サンライフ サンビジョン 2
松塩筑木曽老人福祉施設組合 1
社会福祉法人ハーモニー 1
社会福祉法人平成会 1
山形村社会福祉協議会 1

複合
サービス
事業

日本郵便㈱ 1
あづみ農業協同組合 1
塩尻市農業協同組合 2

公務
警視庁 1
松本市（契約、嘱託） 5

計 69

進学先一覧
学 校 名 計

進学 上越教育大学大学院 1
計 1

▼総合経営学科就職先一覧 ▼観光ホスピタリティ学科就職先一覧
産業分類 企 業 名 計

建設 ㈱グリーンイノベーションズホールディングス 1

製造

ジャパンフード㈱ 1
㈱デイリーはやしや 4
㈱おびなた 1
㈱シャトレーゼ 1
高天酒造㈱ 1
㈱みすずコーポレーション 1
ルビコン㈱ 1

卸・小売

㈱クリエイト・エス・ディー 1
㈱ツルヤ 1
㈱やなぎだ 1
サマンサタバサグループ 1
㈲小林生花店 1
㈱ＲＥＧＵＬＵＳ 1
㈱アップルランド 1
㈱クスリのアオキ 1
㈱モトックス 1
㈱モリキ 4
㈱一真堂 2

金融・保険 松本信用金庫 2
不動産・
物品賃貸 大和リース㈱ 1

宿泊・飲食
サービス

日本レクシー㈱ 1
㈱明神館 1
㈱ジェイプロジェクト 1
三夢㈱ 1
合資会社新湯温泉 1

生活関連
サービス

㈱ミールケア 2
㈱メフォス 2
シダックス㈱ 1
シリウスグループ 1
日清医療食品㈱ 12
日本ゼネラルフード㈱ 4
富士産業(株) 5
㈱グランディック 2
㈱ダスキン諏訪 1
㈱デリクックちくま 1

教育・
学習支援 学校法人松商学園 1

医療・福祉

医療法人超年会　上諏訪病院 1
医療法人おけさ会 1
長野赤十字病院 1
社会福祉法人平成会 1
社会福祉法人上伊那福祉協会 1
社会福祉法人音葉会 1
社会福祉法人八葉会　恵愛学園 1

複合
サービス
事業

あづみ農業協同組合 1
佐久浅間農業協同組合 1
ながの農業協同組合 1

サービス
（その他） ㈱リクルーティング・ノーツ・コミュニケーションズ 1
公務 大町市役所教育委員会（契約） 1
計 78

進学先一覧
▼健康栄養学科

学 校 名 計

進学 松本大学大学院 3
計 3

▼スポーツ健康学科
学 校 名 計

進学
上越教育大学大学院 2
中央工学校 1

計 3

産業分類 企 業 名 計

建設
㈱関東日立  山梨支社 1
東御電気㈱ 1
松本土建㈱ 1

製造

ホクト産業㈱ 3
㈱シャトレーゼ 1
藤原印刷㈱ 1
オリオン機械㈱ 1
マイクロストーン㈱ 1

電気・ガス等 サンリン㈱ 1
情報通信 フォーミュレーションＩ.T.S 1
運輸 東日本旅客鉄道㈱ 1

卸・小売

サントリービバレッジサービス㈱ 1
昭和電機産業㈱ 1
タカヤマケミカル㈱ 1
東海スリーボンド㈱ 1
山宗㈱ 1
ユアサ商事(株) 1
リコージャパン㈱ 1
㈱エラン 1
㈱シンケン 1
㈱高見澤 1
㈱ヤマサ 1
ネッツトヨタ甲斐㈱ 1
ホンダ自動車販売㈱ 1
山梨ダイハツ販売㈱ 1
山梨トヨペット㈱ 1
㈱スズキ自販新潟 1
㈱ツルハホールディングス 1
㈱ツルヤ 1
㈱ぱぱす 1
㈱フジカーランド上田 1
㈱綿半ホームエイド 1

不動産・
物品賃貸

㈱ウィルレイズ 1
㈱サンコーレンタル 1

宿泊・飲食
サービス

白馬観光開発㈱ 1
合資会社新湯温泉 1
㈱リゾートトラスト（契約） 1

生活関連
サービス

㈱グレース 1
㈱アイスク（テルメリゾートＩＮＡ） 2
㈱巴屋 1

教育・
学習支援

長野県公立小学校（臨時） 1
長野県公立中学校（臨時） 1
長野県公立高等学校（臨時） 1
山梨県公立中学校（臨時） 1
新潟県公立中学校（臨時） 1
岐阜県公立中学校（臨時） 1
松本第一高等学校（非常勤） 1
長野県波田学院（嘱託） 1
NPO法人キッズウィル 1

医療・福祉

戸田中央医科グループ 2
富士見高原病院 1
望月デンタルクリニック 1
社会医療法人城西医療財団 小倉病院 1
社会医療法人城西医療財団 城西病院 1
福井県済生会病院 1
エフビー介護サービス㈱ 1
社会福祉法人　平成会 1
社会福祉法人サンライフ/サン・ビジョン 1
社会福祉法人しなのさわやか福祉会 1
社会福祉法人つるみね福祉会 つつじが丘学園 1
社会福祉法人ハーモニー福祉会 1
社会福祉法人松本市社会福祉協議会（嘱託） 1
特定非営利活動法人たんと 1
長野県障がい者福祉センター 1
医療法人雄久会  老人保健施設こもれび 3

複合
サービス
事業

日本郵便㈱ 2
木曽農業協同組合 1
佐久浅間農業協同組合 1
とぴあ浜松農業協同組合 1
みなみ信州農業協同組合 1
塩尻市農業協同組合 1

サービス
（その他）

日本連合警備㈱ 2
三和リース㈱ 1
㈱クラフトワーク 1
直富商事㈱ 1

公務

筑北村役場 1
大阪府警察 1
長野県警察 1
長泉町役場（静岡県） 1
京都府警察 1

計 88

▼健康栄養学科就職先一覧 ▼スポーツ健康学科就職先一覧
産業分類 企 業 名 計

建設

金森建設㈱ 1
セキスイハイム信越㈱ 2
積水ハウス㈱ 1
日之出建工㈱ 1
㈱アストロ電機 1
㈱パナホーム東海 1
㈱岩野商会 1
㈱小石興業 1

製造

㈱カワモト 1
㈱ユニオンプレート 1
伊那食品工業㈱ 1
㈱お菓子のシアワセドー 1
㈱グルメデリカ 1
㈱竹風堂 1
㈱栃尾ニット 1
志村縫製安曇野営業所 1
赤田工業㈱ 1
信州吉野電機㈱ 1
太陽工業㈱ 2
ナパック㈱ 1
ニッキトライシステム㈱ 1
日東光学㈱ 1
マルヤス機械㈱ 1
山二発条㈱ 1
㈲松澤製作所 1
㈱栄光製作所 3
㈱ダイシン 1
㈱ダイヤ精機製作所 1
㈱東京ダイカスト 1
㈱ユニコン 1
山洋電気テクノサービス㈱ 1
ルビコン㈱ 1
㈱イースタン 6
㈱シンエイ・ハイテック 1
㈱高崎製作所 1
春日電機㈱ 1
㈱信菱電機 1
アート金属工業㈱ 1
クリナップ㈱ 1
トロンボーンズ・インク㈱ 1
久保田容器工業㈱ 1

電気・ガス等

サンリン㈱ 1
堀川産業㈱ 2
松本ガス㈱ 3
㈱サイサン 1

情報通信 ㈱エヌステージ 1
大興電子通信㈱ 1

運輸 信州名鉄運輸㈱ 1
南信貨物自動車㈱ 1

卸・小売

飯山中央市場㈱ 1
広栄㈱ 1
サントリービバレッジサービス㈱ 2
昭和電機産業㈱ 4
征矢野建材㈱ 1
大和冷機工業㈱ 1
長野板販㈱ 1
長野県連合青果㈱ 1
パルコスモ㈱ 1
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1
ベイクックコーポレーション㈱ 1
㈱国興 1
㈱住建 1
㈱タカチホ 1
㈱北信理化 1
㈱マルニシ 2
㈱丸勇青果 1
㈱みやま商事 1
㈱大和 2
㈱林友 1
㈱丸友中部青果 1
十字屋リース㈱ 1
㈲ヌーベル梅林堂 1
㈱日産プリンス長野販売 1
こうとく薬局 1
コーセー化粧品販売㈱ 1
トヨタカローラ南信㈱ 3
ナガノコミュニケーションズ販売㈱ 3
長野日産自動車㈱ 3
㈲丸山菓子舗 1
ヨコタインターナショナル㈱ 1
㈱井上 2
㈱イング 1
㈱ヴァンドームヤマダ 1
㈱太田屋 1

産業分類 企 業 名 計

卸・小売

㈱スズキ自販長野 1
㈱スズキ自販南信 1
㈱たちばな 1
㈱ツルヤ 2
㈱ファートリテイリング　ジーユー 1
㈱マツモトキヨシ甲信越販売 1
㈱ムラサキスポーツ 松本パルコ店 1
㈱ヤマザキ 1
㈱和田正通信サービス 6
㈱松本マツダオート 1
㈱綿半ホームエイド 1
関東三菱自動車販売㈱ 1
長野ダイハツ販売㈱ 1

金融・保険

アルプス中央金庫 1
長野県信用組合 1
みずほ銀行 3
山梨県民信用組合 1
㈱長野銀行 2
㈱八十二銀行 2
㈱商工組合中央金庫 1

不動産・
物品賃貸

㈱センデン 1
㈱チンタイバンク 2
㈱ミニミニ 1
㈱レントライフ 1
パークス甲信越㈱ 1

専門・技術
サービス

成迫会計事務所 1
税理士法人西川会計 1
税理士法人上野会計事務所 1
横山会計事務所 1
小野税務会計事務所 1
税理士法人吉澤会計事務所 1
税理士法人瀬戸会計事務所 1

宿泊・飲食
サービス

安曇野穂高ビューホテル 1
日本レクシー㈱ 1
白馬観光開発㈱ 1
ビジョンクリエイツ㈱軽井沢ロッキングハウス 1
㈱クア・アンド・ホテル  信州健康ランド 1
㈱ポムフードグループ　ポムの樹 1
㈱長野ホテル犀北館 1
㈱明神館 1
大和リゾート㈱ 信州松代ロイヤルホテル 1
昼神温泉　ホテルはなや 1

生活関連
サービス

㈱アステップ信州 1
巴協栄リネン㈱ 1
総合ブライダルプラザ花嫁会館 1
穂高カントリー㈱ 1
ワタキューセイモア㈱長野営業所 1
㈱サンエイ 1
㈱ユーイン 1

教育・学習支援 安曇野市立穂高西小学校（嘱託） 1

医療・福祉

スマイル歯科医院 1
医療法人輝山会 1
医療法人和心会松南病院 1
亀田歯科医院 1
小林歯科医院 1
なお歯科・小児歯科医院 1
南青山アイリス歯科 1
医療法人ヘルスヘブン  山村眼科整形外科 2
医療法人心泉会  上條記念病院 1
医療法人道悠会  松本中川病院 1
日本赤十字社 関東甲信越ブロック血液センター 1
㈱ソラスト長野営業所 1
社会福祉法人 大志会 1
社会福祉法人平成会 2
㈱ウェルライフ信州 1

複合
サービス
事業

あづみ農業協同組合 1
塩尻市農業協同組合 1
大北農業協同組合 1
ながの農業協同組合 1
日本郵便㈱ 2
松本ハイランド農業協同組合 3
信州諏訪農業協同組合 1

サービス（その他） テンプスタッフファミリエ㈱ 1

公務 辰野町役場 1
松本市役所 2

計 201

進学先一覧
学 校 名 計

進学 松本大学総合経営学部 3
富山大学経済学部 1

計 4

▼就職先一覧
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卒業生の進路平成26年度

　平成26年度の就職内定率（就職希望者に対する内定者の
割合）は大学・短大全体で97.3％と、昨年の95.4％をさらに上
回る良い結果となりました。今後もキャリアサポート体制の充実
を図っていきます。
　各学部の卒業生の進路状況についてまとめます。

　平成26年度は消費税率引き上げなどの影響があったものの、景気
は回復局面であったといえます。このような経済環境の中で就職活動
を行った総合経営学部卒業生の就職内定率は96.5%(総合経営学科
95.8%・観光ホスピタリティ学科97.2%)で、平成25年度の93.2%と比
べると3.3ポイント上昇する良い結果となりました。特に、地域企業の
さまざまなニーズに応えるかたちで建設業、金融・保険業、卸・小売業、
製造業、サービス業、飲食・宿泊業、福祉・介護業など、就職先が多種多
様になっています。また市役所、町村役場、警察、消防など公的機関へ
の就職支援も一層充実し、その成果も着実に増えつつあります。

(就職委員会　総合経営学部主任　成　耆政)

　平成26年度は、景気の回復傾向による新卒採用の増加もあり、早々
に希望する企業からの内定を勝ち取る学生が多かった半面、就職活動
解禁直後に出遅れたり、希望と現実のミスマッチで年明けまで苦戦し
たりする学生も散見されました。また、教員の採用が厳しく、臨時採用
を待ったが決まらなかった学生が1名出てしまった事は非常に残念でし
た。とはいえ最終的に過去4年間で最も高い内定率である98.2％を
マークしたことは、喜ばしい結果です。単なる数値としての内定率だけ
でなく、学生一人ひとりがその資質や特性に合った希望の進路へ進め
るよう、今年度も支援していきたいと考えております。

（就職委員会 人間健康学部主任　沖嶋 直子）

　松商短期大学部では、平成26年度卒業生の就職率が97.1％と、こ
こ10年間において最も高い数値で学生を社会に送り出すことができ
ました。地域経済の好転が第一の要因であることは言うまでもありま
せんが、本学部におけるキャリア教育とともに、ゼミナール教員によ
る、手厚い個別指導により、不安解消とサポートを充実させた成果で
あると考えています。今後も、この好調な就職活動状況を維持するた
め、保護者をはじめ地域企業と連携を深めながら、学生支援により一
層力を注ぐ所存です。
 （就職委員会 短期大学部主任　木下 貴博）

　健康科学研究科を今春4名の院生が修了しました。その内3名は社
会人であったため、実際に就職活動を行った院生は1名で、就職先は研
究機関（大阪大学大学院医学系研究科研究補助員）に決まりました。今
後の活躍を期待しています。 （大学院健康科学研究科　根本 賢一）

松商短期大学部人間健康学部総合経営学部

健康栄養学科
■就職先の業種別人数

総合経営学科
■就職先の業種別人数

観光ホスピタリティ学科
■就職先の業種別人数 ■就職先の業種別人数

■就職先の業種別人数スポーツ健康学科

松商短期大学部 学生の不安解消と
サポート充実の成果

人間健康学部 好景気に後押しされ、
希望通りの就職先へ

総合経営学部 就活生一人ひとりに対する
よりきめ細かな就職支援を目指して！

大学院
健康科学研究科 研究機関へ就職

電気・ガス・
熱供給・水道業 1人 電気・ガス・熱供給・

水道業 1人情報通信業 1人
情報通信業 1人

建設業 2人

宿泊業、
飲食サービス業 3人 宿泊業、

飲食サービス業 5人
宿泊業、飲食サービス業 3人

就職者数
78名

就職者数
68名

就職者数
88名

運輸業
 4人 運輸業 1人

金融業、保険業 1人

金融業、
保険業 2人

不動産業、物品賃貸業 1人

不動産業、
物品賃貸業 1人

不動産業、
物品賃貸業 2人

卸売業・小売業
25人

卸売業、
小売業
15人

卸売業、
小売業
21人

製造業
9人

製造業
10人

製造業 7人
建設業 1人 建設業 3人

生活関連サービス業、
娯楽業 2人

生活関連サービス業、
娯楽業 31人

生活関連サービス業、娯楽業 4人

教育、学習支援業
3人

教育、学習
支援業 1人

教育、学習
支援業 9人

医療、福祉
2人

医療、福祉 7人

医療、福祉
19人

複合サービス
事業 7人

複合サービス事業 3人
複合サービス

事業 7人

公務 4人 公務 1人 公務 5人他 1人
サービス業
（他に分類されないもの） 4人

電気・ガス・熱供給・水道業 7人
情報通信業 2人

建設業 9人

宿泊業、飲食サービス業 10人 就職者数
201名

運輸業 2人
金融業、保険業 11人

不動産業、物品賃貸業 6人

専門・技術サービス業 7人

卸売業・小売業
67人

製造業
41人生活関連サービス業、娯楽業 7人

教育、学習支援業 1人
医療、福祉 17人

複合サービス事業 10人

公務 3人サービス業
（他に分類されないもの） 1人サービス業

（他に分類されないもの） 1人 サービス業（他に分類
されないもの） 5人

建設業 1人

宿泊業、
飲食サービス業 5人

就職者数
69名

運輸業
 3人

金融業、保険業 1人不動産業、物品賃貸業 4人

卸売業・小売業
23人

生活関連サービス業、
娯楽業 2人

教育、学習支援業
1人

医療、福祉
9人

複合サービス
事業 4人

公務 6人 製造業　8人

進 路 別 計

137
2
5
12
156

就 職
編 入 ・ 進 学
進 路 未 決 定
家 居 ・ そ の 他
合 計

進 路 別 計

166
6
4
2
178

就 職
編 入 ・ 進 学
進 路 未 決 定
家 居 ・ そ の 他
合 計

進 路 別 計

201
4
6
11
222

就 職
編 入 ・ 進 学
進 路 未 決 定
家 居 ・ そ の 他
合 計

就職内定率

96.5％
（就職内定者137人/就職希望者142人）

就職内定率

98.2％
（就職内定者166人/就職希望者169人）

就職内定率

97.1％
（就職内定者201人/就職希望者207人）

産業分類 企 業 名 計

建設
㈱オオサワホーム 1
セキスイハイム信越㈱ 1

製造

田中屋製麩所 1
名古屋製酪㈱ 1
フレックスジャパン㈱ 1
㈱栄光製作所 1
㈱ハーモニック・ドライブ・システム 1
ホシザキ北信越㈱ 1
㈱ミマキエンジニアリング 1
㈱イースタン 2

運輸
東日本旅客鉄道㈱ 1
㈱サカイ引越センター 1
信州名鉄運輸㈱ 2

卸・小売

㈱デンセン 1
日東物産㈱ 1
リコージャパン㈱ 1
㈱アセラ 1
㈱いとう 1
㈱エイコー 1
金森藤平商事㈱ 1
㈱上條器械店 1
㈱国興 1
㈱本久ホールディングス 2
㈱ヨコハマタイヤジャパン 1
㈱井上 1
㈱エービーシー・マート 1
㈱エーワンオートイワセ 1
カネマン田村屋(有) 1
㈱スズキアリーナ松本 1
㈱スズキ自販長野 2
㈱ツルヤ 1
トヨタカローラ南信㈱ 1
トヨタＵグループ 1
長野ダイハツ販売㈱ 1
マックスバリュ長野㈱ 1
㈲みはらや 1

金融・保険 ㈱長野銀行 1
不動産・
物品賃貸 積和不動産中部㈱ 1

宿泊・飲食
サービス

㈱アトム 1
そば処せきや 1
Dining Bar縁 1

生活関連
サービス

㈱巴屋 1
㈱アステップ信州 1

教育・
学習支援

㈱デスクスタイル 2
明盛学園 1

医療・福祉
医療法人仁雄会　穂高病院 1
社会福祉法人平成会 1

複合
サービス
事業

大北農業協同組合 1
グリーン長野農業協同組合 2
塩尻市農業協同組合 1
志賀高原農業協同組合 1
須高農業協同組合 1
松本ハイランド農業協同組合 1

サービス
（その他）

㈱キャリアバンク 1
㈱パワーネット・フィールド 1
セコム上信越㈱ 1
㈱求人ジャーナル 1

公務
長野県警察 1
駒ケ根市役所（嘱託） 1
自衛隊 2

上記以外 自営業 1
計 68

進学先一覧
学 校 名 計

進学 日本心理カウンセラー養成学院 1
計 1

産業分類 企 業 名 計

建設 ㈱岩野商会 1

製造

農業生産法人㈱かまくら屋 1
㈱スヰト 1
㈲本郷鶏肉 1
スザクエンジニアリング㈱ 1
㈱ダイシン 1
㈱ハイライト 1
㈲平林精機 1
㈱城南製作所 1

電気・ガス等 サンリン㈱ 1
情報通信 あづみ野テレビ㈱ 1

運輸
㈱サカイ引越センター 1
敦賀海陸運輸㈱ 1
南信貨物自動車㈱ 1

卸・小売

㈱グロースライフ 1
㈱コパックス 1
(有)山岳観光社 1
昭和企業㈱ 1
昭和電機産業㈱ 1
㈱シンケン 1
㈱長印 1
㈱吉貞 1
㈱井上 1
関東三菱自動車販売㈱ 1
㈱クスリのアオキ 1
㈱グロ－バルユニット 1
㈱サンドラッグ 1
合同会社西友 1
㈲大王 1
㈱ツルヤ 3
トヨタカローラ南信㈱ 2
㈱西源 1
ヨコタインターナショナル㈱ 1
㈱綿半ホームエイド 1

金融・保険 住友生命保険（相） 1

不動産・
物品賃貸

㈱諏訪貸家アパートセンター 3
積和不動産中部㈱ 1

宿泊・飲食
サービス

㈱王滝 1
㈱トヨタエンタプライズ宿泊事業部 テラス蓼科リゾート＆スパ 1
㈱ハイディ日高 1
ハルピンラーメン 1
㈱明神館 1

生活関連
サービス

永和商事 1
㈱長野エーコープサプライ 1

教育・
学習支援 長野県波田学院（嘱託） 1

医療・福祉

医療法人抱生会　丸の内病院 1
ミサトピア小倉病院 1
㈲かいご家 1
社会福祉法人サンライフ サンビジョン 2
松塩筑木曽老人福祉施設組合 1
社会福祉法人ハーモニー 1
社会福祉法人平成会 1
山形村社会福祉協議会 1

複合
サービス
事業

日本郵便㈱ 1
あづみ農業協同組合 1
塩尻市農業協同組合 2

公務
警視庁 1
松本市（契約、嘱託） 5

計 69

進学先一覧
学 校 名 計

進学 上越教育大学大学院 1
計 1

▼総合経営学科就職先一覧 ▼観光ホスピタリティ学科就職先一覧
産業分類 企 業 名 計

建設 ㈱グリーンイノベーションズホールディングス 1

製造

ジャパンフード㈱ 1
㈱デイリーはやしや 4
㈱おびなた 1
㈱シャトレーゼ 1
高天酒造㈱ 1
㈱みすずコーポレーション 1
ルビコン㈱ 1

卸・小売

㈱クリエイト・エス・ディー 1
㈱ツルヤ 1
㈱やなぎだ 1
サマンサタバサグループ 1
㈲小林生花店 1
㈱ＲＥＧＵＬＵＳ 1
㈱アップルランド 1
㈱クスリのアオキ 1
㈱モトックス 1
㈱モリキ 4
㈱一真堂 2

金融・保険 松本信用金庫 2
不動産・
物品賃貸 大和リース㈱ 1

宿泊・飲食
サービス

日本レクシー㈱ 1
㈱明神館 1
㈱ジェイプロジェクト 1
三夢㈱ 1
合資会社新湯温泉 1

生活関連
サービス

㈱ミールケア 2
㈱メフォス 2
シダックス㈱ 1
シリウスグループ 1
日清医療食品㈱ 12
日本ゼネラルフード㈱ 4
富士産業(株) 5
㈱グランディック 2
㈱ダスキン諏訪 1
㈱デリクックちくま 1

教育・
学習支援 学校法人松商学園 1

医療・福祉

医療法人超年会　上諏訪病院 1
医療法人おけさ会 1
長野赤十字病院 1
社会福祉法人平成会 1
社会福祉法人上伊那福祉協会 1
社会福祉法人音葉会 1
社会福祉法人八葉会　恵愛学園 1

複合
サービス
事業

あづみ農業協同組合 1
佐久浅間農業協同組合 1
ながの農業協同組合 1

サービス
（その他） ㈱リクルーティング・ノーツ・コミュニケーションズ 1
公務 大町市役所教育委員会（契約） 1
計 78

進学先一覧
▼健康栄養学科

学 校 名 計

進学 松本大学大学院 3
計 3

▼スポーツ健康学科
学 校 名 計

進学
上越教育大学大学院 2
中央工学校 1

計 3

産業分類 企 業 名 計

建設
㈱関東日立  山梨支社 1
東御電気㈱ 1
松本土建㈱ 1

製造

ホクト産業㈱ 3
㈱シャトレーゼ 1
藤原印刷㈱ 1
オリオン機械㈱ 1
マイクロストーン㈱ 1

電気・ガス等 サンリン㈱ 1
情報通信 フォーミュレーションＩ.T.S 1
運輸 東日本旅客鉄道㈱ 1

卸・小売

サントリービバレッジサービス㈱ 1
昭和電機産業㈱ 1
タカヤマケミカル㈱ 1
東海スリーボンド㈱ 1
山宗㈱ 1
ユアサ商事(株) 1
リコージャパン㈱ 1
㈱エラン 1
㈱シンケン 1
㈱高見澤 1
㈱ヤマサ 1
ネッツトヨタ甲斐㈱ 1
ホンダ自動車販売㈱ 1
山梨ダイハツ販売㈱ 1
山梨トヨペット㈱ 1
㈱スズキ自販新潟 1
㈱ツルハホールディングス 1
㈱ツルヤ 1
㈱ぱぱす 1
㈱フジカーランド上田 1
㈱綿半ホームエイド 1

不動産・
物品賃貸

㈱ウィルレイズ 1
㈱サンコーレンタル 1

宿泊・飲食
サービス

白馬観光開発㈱ 1
合資会社新湯温泉 1
㈱リゾートトラスト（契約） 1

生活関連
サービス

㈱グレース 1
㈱アイスク（テルメリゾートＩＮＡ） 2
㈱巴屋 1

教育・
学習支援

長野県公立小学校（臨時） 1
長野県公立中学校（臨時） 1
長野県公立高等学校（臨時） 1
山梨県公立中学校（臨時） 1
新潟県公立中学校（臨時） 1
岐阜県公立中学校（臨時） 1
松本第一高等学校（非常勤） 1
長野県波田学院（嘱託） 1
NPO法人キッズウィル 1

医療・福祉

戸田中央医科グループ 2
富士見高原病院 1
望月デンタルクリニック 1
社会医療法人城西医療財団 小倉病院 1
社会医療法人城西医療財団 城西病院 1
福井県済生会病院 1
エフビー介護サービス㈱ 1
社会福祉法人　平成会 1
社会福祉法人サンライフ/サン・ビジョン 1
社会福祉法人しなのさわやか福祉会 1
社会福祉法人つるみね福祉会 つつじが丘学園 1
社会福祉法人ハーモニー福祉会 1
社会福祉法人松本市社会福祉協議会（嘱託） 1
特定非営利活動法人たんと 1
長野県障がい者福祉センター 1
医療法人雄久会  老人保健施設こもれび 3

複合
サービス
事業

日本郵便㈱ 2
木曽農業協同組合 1
佐久浅間農業協同組合 1
とぴあ浜松農業協同組合 1
みなみ信州農業協同組合 1
塩尻市農業協同組合 1

サービス
（その他）

日本連合警備㈱ 2
三和リース㈱ 1
㈱クラフトワーク 1
直富商事㈱ 1

公務

筑北村役場 1
大阪府警察 1
長野県警察 1
長泉町役場（静岡県） 1
京都府警察 1

計 88

▼健康栄養学科就職先一覧 ▼スポーツ健康学科就職先一覧
産業分類 企 業 名 計

建設

金森建設㈱ 1
セキスイハイム信越㈱ 2
積水ハウス㈱ 1
日之出建工㈱ 1
㈱アストロ電機 1
㈱パナホーム東海 1
㈱岩野商会 1
㈱小石興業 1

製造

㈱カワモト 1
㈱ユニオンプレート 1
伊那食品工業㈱ 1
㈱お菓子のシアワセドー 1
㈱グルメデリカ 1
㈱竹風堂 1
㈱栃尾ニット 1
志村縫製安曇野営業所 1
赤田工業㈱ 1
信州吉野電機㈱ 1
太陽工業㈱ 2
ナパック㈱ 1
ニッキトライシステム㈱ 1
日東光学㈱ 1
マルヤス機械㈱ 1
山二発条㈱ 1
㈲松澤製作所 1
㈱栄光製作所 3
㈱ダイシン 1
㈱ダイヤ精機製作所 1
㈱東京ダイカスト 1
㈱ユニコン 1
山洋電気テクノサービス㈱ 1
ルビコン㈱ 1
㈱イースタン 6
㈱シンエイ・ハイテック 1
㈱高崎製作所 1
春日電機㈱ 1
㈱信菱電機 1
アート金属工業㈱ 1
クリナップ㈱ 1
トロンボーンズ・インク㈱ 1
久保田容器工業㈱ 1

電気・ガス等

サンリン㈱ 1
堀川産業㈱ 2
松本ガス㈱ 3
㈱サイサン 1

情報通信 ㈱エヌステージ 1
大興電子通信㈱ 1

運輸 信州名鉄運輸㈱ 1
南信貨物自動車㈱ 1

卸・小売

飯山中央市場㈱ 1
広栄㈱ 1
サントリービバレッジサービス㈱ 2
昭和電機産業㈱ 4
征矢野建材㈱ 1
大和冷機工業㈱ 1
長野板販㈱ 1
長野県連合青果㈱ 1
パルコスモ㈱ 1
ブリヂストンタイヤ長野販売㈱ 1
ベイクックコーポレーション㈱ 1
㈱国興 1
㈱住建 1
㈱タカチホ 1
㈱北信理化 1
㈱マルニシ 2
㈱丸勇青果 1
㈱みやま商事 1
㈱大和 2
㈱林友 1
㈱丸友中部青果 1
十字屋リース㈱ 1
㈲ヌーベル梅林堂 1
㈱日産プリンス長野販売 1
こうとく薬局 1
コーセー化粧品販売㈱ 1
トヨタカローラ南信㈱ 3
ナガノコミュニケーションズ販売㈱ 3
長野日産自動車㈱ 3
㈲丸山菓子舗 1
ヨコタインターナショナル㈱ 1
㈱井上 2
㈱イング 1
㈱ヴァンドームヤマダ 1
㈱太田屋 1

産業分類 企 業 名 計

卸・小売

㈱スズキ自販長野 1
㈱スズキ自販南信 1
㈱たちばな 1
㈱ツルヤ 2
㈱ファートリテイリング　ジーユー 1
㈱マツモトキヨシ甲信越販売 1
㈱ムラサキスポーツ 松本パルコ店 1
㈱ヤマザキ 1
㈱和田正通信サービス 6
㈱松本マツダオート 1
㈱綿半ホームエイド 1
関東三菱自動車販売㈱ 1
長野ダイハツ販売㈱ 1

金融・保険

アルプス中央金庫 1
長野県信用組合 1
みずほ銀行 3
山梨県民信用組合 1
㈱長野銀行 2
㈱八十二銀行 2
㈱商工組合中央金庫 1

不動産・
物品賃貸

㈱センデン 1
㈱チンタイバンク 2
㈱ミニミニ 1
㈱レントライフ 1
パークス甲信越㈱ 1

専門・技術
サービス

成迫会計事務所 1
税理士法人西川会計 1
税理士法人上野会計事務所 1
横山会計事務所 1
小野税務会計事務所 1
税理士法人吉澤会計事務所 1
税理士法人瀬戸会計事務所 1

宿泊・飲食
サービス

安曇野穂高ビューホテル 1
日本レクシー㈱ 1
白馬観光開発㈱ 1
ビジョンクリエイツ㈱軽井沢ロッキングハウス 1
㈱クア・アンド・ホテル  信州健康ランド 1
㈱ポムフードグループ　ポムの樹 1
㈱長野ホテル犀北館 1
㈱明神館 1
大和リゾート㈱ 信州松代ロイヤルホテル 1
昼神温泉　ホテルはなや 1

生活関連
サービス

㈱アステップ信州 1
巴協栄リネン㈱ 1
総合ブライダルプラザ花嫁会館 1
穂高カントリー㈱ 1
ワタキューセイモア㈱長野営業所 1
㈱サンエイ 1
㈱ユーイン 1

教育・学習支援 安曇野市立穂高西小学校（嘱託） 1

医療・福祉

スマイル歯科医院 1
医療法人輝山会 1
医療法人和心会松南病院 1
亀田歯科医院 1
小林歯科医院 1
なお歯科・小児歯科医院 1
南青山アイリス歯科 1
医療法人ヘルスヘブン  山村眼科整形外科 2
医療法人心泉会  上條記念病院 1
医療法人道悠会  松本中川病院 1
日本赤十字社 関東甲信越ブロック血液センター 1
㈱ソラスト長野営業所 1
社会福祉法人 大志会 1
社会福祉法人平成会 2
㈱ウェルライフ信州 1

複合
サービス
事業

あづみ農業協同組合 1
塩尻市農業協同組合 1
大北農業協同組合 1
ながの農業協同組合 1
日本郵便㈱ 2
松本ハイランド農業協同組合 3
信州諏訪農業協同組合 1

サービス（その他） テンプスタッフファミリエ㈱ 1

公務 辰野町役場 1
松本市役所 2

計 201

進学先一覧
学 校 名 計

進学 松本大学総合経営学部 3
富山大学経済学部 1

計 4

▼就職先一覧
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※留学生を除く

※留学生を除く

平成27年
度

人 信短事

新任者

　このたび、大学院健康科学研究科長に就
任しました山田一哉です。健康の維持・増進
の両輪である「食」と「運動」に関して、人間
健康学部では「健康栄養学科」と「スポーツ
健康学科」の2つの学科に分かれて教育・研
究を行っていますが、大学院では「健康を科
学する」をキーワードに、これらを統合して
先進的な研究に取り組んでいます。
　本研究科では、設立以来、基礎的・ミクロ的研究から実践的・マクロ
的研究まで幅広い研究領域を取り扱っています。大学院生も学部新
卒生ばかりではなく、また管理栄養士や健康運動指導士などの有資
格者だけでもなく、保健師・看護師・臨床検査技師・理学療法士などの
資格を持って社会で活躍されている社会人も多く、互いに刺激し合
いながら切磋琢磨しています。その中で得られた研究成果は昨年、今
年と2年連続で本学開催のCOC学術研究会・健康長寿長野研究会の
シンポジウムやポスターでも発表されています。
　今後は、世界保健機構（WHO）の定義である「健康」を科学するた
めにも、「休息」や社会科学分野の研究領域も取り入れていきたいと
考えています。微力ではありますが、本研究科がより発展するよう尽
力いたしますので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

就任あいさつ
健康科学研究科長就任にあたって
 大学院健康科学研究科　研究科長  山田 一哉

　4月1日付で人間健康学部スポーツ健康
学科長を務めることになりました。藤原一二
前理事長より辞令を手渡され、その責務の
重さを全身で感じたところです。
　スポーツ健康学科は「健康づくり・健康運
動指導、スポーツビジネス・スポーツマネジ
メント、スポーツ指導・体育・健康教育」の3
分野を柱として教学を展開しております。
いずれの分野も、3年時から実習や学外でのフィールドワークなどを
多く取り入れています。学外での活動が、学生の基礎力、実践力、応
用力を養成することは、これまで輩出してきた卒業生の進路や就職
状況を振り返れば明らかであり、今後も学生の教育や学びのフィー
ルドを準備し提供していくことが必要であると考えています。
　ところで、3月で2名の教員が本学科を退職され、4月より2名の教
員を新たに迎えました。諸先輩諸先生のDNAを引き継ぎつつ、あら
たな価値を創り出すことにチャレンジする教員のリーダーとして、ま
たあるときにはサポーターとして貢献できる学科長でありたいと考
えております。そして、他の学科とこれまで以上の交流を図り、良い意
味で競い合っていけるよう頑張りたいと思っております。今後ともど
うぞご指導ご支援の程、宜しくお願い申し上げます。

学科長就任にあたって
 スポーツ健康学科　学科長  根本 賢一

　総合経営学部の2学科（総合経営学科・
観光ホスピタリティ学科）、および人間健
康学部の2学科（健康栄養学科・スポーツ
健康学科）において、今年も定員を充足す
ることができました。競争率を見ても、総
合経営学科1.25倍、観光ホスピタリティ学
科1.29倍、健康栄養学科1.29倍、スポー
ツ健康学科1.56倍と、大学全入時代に
あって、優秀な学生を選抜できたと自負し
ております。
　他方で、松商短期大学部については経
営情報学科で定員を充足することができ
ましたが、商学科については定員を満たす
ことができませんでした。
　2016年度学生募集ではいずれの学部・
学科においても、①入学定員数の充足、②
前年度以上の志願者数の増加、の2点を
目標に、総力をあげて取り組んでまいりま
す。

（入試委員長　上野 隆幸）

2015年度入学試験の状況

入学定員
A専　攻

合　計

研究科

健康科学健康科学 6
6

志願者数

3
3

受験者数
B
3
3

合格者数
C
3
3

競争率
B／C
100.0%
100.0%

手続者数

3
3

入学者数
D
3
3

充足率
D／A
50.0%
50.0%

■ 松本大学大学院[修士課程]

入学定員
A学　科

小　計

小　計
合　計

学　部

総合経営
観光ホスピタリティ

健康栄養
スポーツ健康

総合経営

人間健康

80
80
160
80
80
160
320

志願者数

152
162
314
212
217
429
743

受験者数
B
150
160
310
209
215
424
734

合格者数
C
120
124
244
162
138
300
544

競争率
B／C
125.0%
129.0%
127.0%
129.0%
155.8%
141.3%
134.9%

手続者数

87
99
186
92
105
197
383

入学者数
D
87
99
186
92
105
197
383

充足率
D／A
108.8%
123.8%
116.3%
115.0%
131.3%
123.1%
119.7%

■ 松本大学　1年次入学生

入学定員
A学　科

小　計

小　計
合　計

学　部

総合経営
観光ホスピタリティ

健康栄養
スポーツ健康

総合経営

人間健康

10
10
20
5
10
15
35

志願者数

3
1
4
5
1
6
10

受験者数
B
3
1
4
5
1
6
10

合格者数
C
3
1
4
3
1
4
8

競争率
B／C
100.0%
100.0%
100.0%
166.7%
100.0%
150.0%
125.0%

手続者数

3
1
4
3
1
4
8

入学者数
D
3
1
4
3
1
4
8

充足率
D／A
30.0%
10.0%
20.0%
60.0%
10.0%
26.7%
22.9%

■ 松本大学　編入・転入学生

入学定員
A学　科

合　計

学　部

商
経営情報

短期大学部 100
100
200

志願者数

91
111
202

受験者数
B
91
111
202

合格者数
C
83
108
191

競争率
B／C
109.6%
102.8%
105.8%

手続者数

76
103
179

入学者数
D
75
103
178

充足率
D／A
75.0%
103.0%
89.0%

■ 松本大学松商短期大学部

　穏やかな春の陽ざしに包まれた3月20
日、平成26年度学位授与式を執り行いま
した。大学院健康科学研究科4名、総合経
営学部156名、人間健康学部178名、松商
短期大学部221名の計559名がそれぞれ
の志を胸に社会へ羽ばたきました。
　修了生・卒業生を代表して松商短期大学

部商学科の三村純奈さんが、学友会会長
としての経験を振り返り「学友会活動は一
筋縄ではいかないことばかりで今までに無
い葛藤を味わいました。しかし、そこで学ん
だことは、仲間がいるという素晴らしさで
す。時には、衝突し意見のまとまらない日々
が続いたこともあります。衝突するという

ことは、一人一人が真剣に1つの企画を大
切に向き合っている証です。どんな企画で
も最後に得る達成感は私の生涯の宝物と
もいえる貴重な経験になりました」とあい
さつしました。

　また4月2日には平成27年度入学式を
挙行し、大学院健康科学研究科3名、総合
経営学部190名、人間健康学部201名、松
商短期大学部180名の計574名が本校に
仲間入りしました。
　新入生代表の総合経営学部総合経営学
科・宮澤佑弥さんは「今、日本は『人口減
少』『大都市への人口一極集中』が問題と
なっています。私たち若者が、知識と社会
性を身につけ、しっかりとした意志を持ち、
地域社会へ出て活躍をする。それこそが地
方創生につながるのではないかと思いま
す。そのために、自ら積極的に新しいことへ
挑戦し、困難なことにも立ち向かい、試行
錯誤しながら精一杯努力していきたいと考
えています」と決意を述べました。

新たな生活への期待を胸に
━ 平成26年度学位授与式・平成27年度入学式 ━

総務課長　赤羽 研太

　学　　長 住吉　廣行
■ 大学院健康学科研究科
　研究科長 山田　一哉
■ 総合経営学部
　学　部　長 室谷　　心
　学科長（総合経営） 矢﨑　　久
　学科長（観光ホスピタリティ） 増尾　　均
■ 人間健康学部
　学　部　長 等々力賢治
　学科長（健康栄養） 廣田　直子
　学科長（スポーツ健康） 根本　賢一
■ 短期大学部
　学　部　長　 山添　昌彦
　学科長（商） 篠原由美子
　学科長（経営情報） 藤波大三郎
■ 管理部門
　全学協議会議長 等々力賢治
　自己点検・評価委員長 住吉　廣行
　人権委員長 根本　賢一
　健康安全センター運営委員長 江原　孝史
　施設管理センター運営委員長 柴田　幸一
　危機管理委員長 柴田　幸一

■ 入試広報部門
　入試委員長 上野　隆幸
　広報委員長 髙木　勝広
　高大連携推進委員長 白戸　　洋
　センター入試委員長 矢野口　聡
■ 研究推進及び管理部門
　研究推進委員長 室谷　　心
　研究倫理委員長 山田　一哉
■ 学生センター部門
　教務委員長 岩間　英明
　教育改善推進委員長 増尾　　均
　教職センター運営委員長 川島　一夫
　図書館運営委員長 篠原由美子
　情報センター運営委員長 小林　俊一
　国際交流センター運営委員長 糸井　重夫
　地域健康支援ステーション運営委員長 廣田　直子
　地域づくり考房『ゆめ』運営委員長 廣瀨　　豊
　学生委員長 尻無浜博幸
　就職委員長 藤波大三郎
　地域連携（ＣＯＣ）戦略会議議長 木村　晴壽
■ 大学事務局
　大学事務局長 柴田　幸一
　学生センター長 丸山　勝弘
　総務課長 赤羽　研太
　管理課長 赤羽　雄次

　教務課長 丸山　勝弘
　入試広報室長 中村　文重
　学生課長 丸山　正樹
　キャリアセンター課長 中村　高士
　情報センター課長 松尾　淳彦
■ 法人事務局
　法人事務局長 小倉　宗彦
　総合企画部人事課長兼経理課長 横山　文博

＜専任教員＞
　大学院健康科学研究科 准教授 河野　史倫
　総合経営学部観光ホスピタリティ学科 教授 大野　　整
　総合経営学部観光ホスピタリティ学科 専任講師 向井　　健
　人間健康学部スポーツ健康学科 准教授 新井喜代加
　松商短期大学部商学科 准教授 香取　智宜
　基礎教育センター 担当教員 田野口　弘
　基礎教育センター 担当教員 丸山　　強
＜職　員＞
　総務課主事 石川　大輔
　総務課主事 小口　洋司
　学生課・国際交流センター主事 関澤　一洋
　入試広報室主事 坂内　浩三

10 松本大学学報　　　2015.6 vol.119



※留学生を除く

※留学生を除く

※留学生を除く

※留学生を除く

平成27年
度

人 信短事

新任者

　このたび、大学院健康科学研究科長に就
任しました山田一哉です。健康の維持・増進
の両輪である「食」と「運動」に関して、人間
健康学部では「健康栄養学科」と「スポーツ
健康学科」の2つの学科に分かれて教育・研
究を行っていますが、大学院では「健康を科
学する」をキーワードに、これらを統合して
先進的な研究に取り組んでいます。
　本研究科では、設立以来、基礎的・ミクロ的研究から実践的・マクロ
的研究まで幅広い研究領域を取り扱っています。大学院生も学部新
卒生ばかりではなく、また管理栄養士や健康運動指導士などの有資
格者だけでもなく、保健師・看護師・臨床検査技師・理学療法士などの
資格を持って社会で活躍されている社会人も多く、互いに刺激し合
いながら切磋琢磨しています。その中で得られた研究成果は昨年、今
年と2年連続で本学開催のCOC学術研究会・健康長寿長野研究会の
シンポジウムやポスターでも発表されています。
　今後は、世界保健機構（WHO）の定義である「健康」を科学するた
めにも、「休息」や社会科学分野の研究領域も取り入れていきたいと
考えています。微力ではありますが、本研究科がより発展するよう尽
力いたしますので、ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

就任あいさつ
健康科学研究科長就任にあたって
 大学院健康科学研究科　研究科長  山田 一哉

　4月1日付で人間健康学部スポーツ健康
学科長を務めることになりました。藤原一二
前理事長より辞令を手渡され、その責務の
重さを全身で感じたところです。
　スポーツ健康学科は「健康づくり・健康運
動指導、スポーツビジネス・スポーツマネジ
メント、スポーツ指導・体育・健康教育」の3
分野を柱として教学を展開しております。
いずれの分野も、3年時から実習や学外でのフィールドワークなどを
多く取り入れています。学外での活動が、学生の基礎力、実践力、応
用力を養成することは、これまで輩出してきた卒業生の進路や就職
状況を振り返れば明らかであり、今後も学生の教育や学びのフィー
ルドを準備し提供していくことが必要であると考えています。
　ところで、3月で2名の教員が本学科を退職され、4月より2名の教
員を新たに迎えました。諸先輩諸先生のDNAを引き継ぎつつ、あら
たな価値を創り出すことにチャレンジする教員のリーダーとして、ま
たあるときにはサポーターとして貢献できる学科長でありたいと考
えております。そして、他の学科とこれまで以上の交流を図り、良い意
味で競い合っていけるよう頑張りたいと思っております。今後ともど
うぞご指導ご支援の程、宜しくお願い申し上げます。

学科長就任にあたって
 スポーツ健康学科　学科長  根本 賢一

　総合経営学部の2学科（総合経営学科・
観光ホスピタリティ学科）、および人間健
康学部の2学科（健康栄養学科・スポーツ
健康学科）において、今年も定員を充足す
ることができました。競争率を見ても、総
合経営学科1.25倍、観光ホスピタリティ学
科1.29倍、健康栄養学科1.29倍、スポー
ツ健康学科1.56倍と、大学全入時代に
あって、優秀な学生を選抜できたと自負し
ております。
　他方で、松商短期大学部については経
営情報学科で定員を充足することができ
ましたが、商学科については定員を満たす
ことができませんでした。
　2016年度学生募集ではいずれの学部・
学科においても、①入学定員数の充足、②
前年度以上の志願者数の増加、の2点を
目標に、総力をあげて取り組んでまいりま
す。

（入試委員長　上野 隆幸）

2015年度入学試験の状況

入学定員
A専　攻

合　計

研究科

健康科学健康科学 6
6

志願者数

3
3

受験者数
B
3
3

合格者数
C
3
3

競争率
B／C
100.0%
100.0%

手続者数

3
3

入学者数
D
3
3

充足率
D／A
50.0%
50.0%

■ 松本大学大学院[修士課程]

入学定員
A学　科

小　計

小　計
合　計

学　部

総合経営
観光ホスピタリティ

健康栄養
スポーツ健康

総合経営

人間健康

80
80
160
80
80
160
320

志願者数

152
162
314
212
217
429
743

受験者数
B
150
160
310
209
215
424
734

合格者数
C
120
124
244
162
138
300
544

競争率
B／C
125.0%
129.0%
127.0%
129.0%
155.8%
141.3%
134.9%

手続者数

87
99
186
92
105
197
383

入学者数
D
87
99
186
92
105
197
383

充足率
D／A
108.8%
123.8%
116.3%
115.0%
131.3%
123.1%
119.7%

■ 松本大学　1年次入学生

入学定員
A学　科

小　計

小　計
合　計

学　部

総合経営
観光ホスピタリティ

健康栄養
スポーツ健康

総合経営

人間健康

10
10
20
5
10
15
35

志願者数

3
1
4
5
1
6
10

受験者数
B
3
1
4
5
1
6
10

合格者数
C
3
1
4
3
1
4
8

競争率
B／C
100.0%
100.0%
100.0%
166.7%
100.0%
150.0%
125.0%

手続者数

3
1
4
3
1
4
8

入学者数
D
3
1
4
3
1
4
8

充足率
D／A
30.0%
10.0%
20.0%
60.0%
10.0%
26.7%
22.9%

■ 松本大学　編入・転入学生

入学定員
A学　科

合　計

学　部

商
経営情報

短期大学部 100
100
200

志願者数

91
111
202

受験者数
B
91
111
202

合格者数
C
83
108
191

競争率
B／C
109.6%
102.8%
105.8%

手続者数

76
103
179

入学者数
D
75
103
178

充足率
D／A
75.0%
103.0%
89.0%

■ 松本大学松商短期大学部

　穏やかな春の陽ざしに包まれた3月20
日、平成26年度学位授与式を執り行いま
した。大学院健康科学研究科4名、総合経
営学部156名、人間健康学部178名、松商
短期大学部221名の計559名がそれぞれ
の志を胸に社会へ羽ばたきました。
　修了生・卒業生を代表して松商短期大学

部商学科の三村純奈さんが、学友会会長
としての経験を振り返り「学友会活動は一
筋縄ではいかないことばかりで今までに無
い葛藤を味わいました。しかし、そこで学ん
だことは、仲間がいるという素晴らしさで
す。時には、衝突し意見のまとまらない日々
が続いたこともあります。衝突するという

ことは、一人一人が真剣に1つの企画を大
切に向き合っている証です。どんな企画で
も最後に得る達成感は私の生涯の宝物と
もいえる貴重な経験になりました」とあい
さつしました。

　また4月2日には平成27年度入学式を
挙行し、大学院健康科学研究科3名、総合
経営学部190名、人間健康学部201名、松
商短期大学部180名の計574名が本校に
仲間入りしました。
　新入生代表の総合経営学部総合経営学
科・宮澤佑弥さんは「今、日本は『人口減
少』『大都市への人口一極集中』が問題と
なっています。私たち若者が、知識と社会
性を身につけ、しっかりとした意志を持ち、
地域社会へ出て活躍をする。それこそが地
方創生につながるのではないかと思いま
す。そのために、自ら積極的に新しいことへ
挑戦し、困難なことにも立ち向かい、試行
錯誤しながら精一杯努力していきたいと考
えています」と決意を述べました。

新たな生活への期待を胸に
━ 平成26年度学位授与式・平成27年度入学式 ━

総務課長　赤羽 研太

　学　　長 住吉　廣行
■ 大学院健康学科研究科
　研究科長 山田　一哉
■ 総合経営学部
　学　部　長 室谷　　心
　学科長（総合経営） 矢﨑　　久
　学科長（観光ホスピタリティ） 増尾　　均
■ 人間健康学部
　学　部　長 等々力賢治
　学科長（健康栄養） 廣田　直子
　学科長（スポーツ健康） 根本　賢一
■ 短期大学部
　学　部　長　 山添　昌彦
　学科長（商） 篠原由美子
　学科長（経営情報） 藤波大三郎
■ 管理部門
　全学協議会議長 等々力賢治
　自己点検・評価委員長 住吉　廣行
　人権委員長 根本　賢一
　健康安全センター運営委員長 江原　孝史
　施設管理センター運営委員長 柴田　幸一
　危機管理委員長 柴田　幸一

■ 入試広報部門
　入試委員長 上野　隆幸
　広報委員長 髙木　勝広
　高大連携推進委員長 白戸　　洋
　センター入試委員長 矢野口　聡
■ 研究推進及び管理部門
　研究推進委員長 室谷　　心
　研究倫理委員長 山田　一哉
■ 学生センター部門
　教務委員長 岩間　英明
　教育改善推進委員長 増尾　　均
　教職センター運営委員長 川島　一夫
　図書館運営委員長 篠原由美子
　情報センター運営委員長 小林　俊一
　国際交流センター運営委員長 糸井　重夫
　地域健康支援ステーション運営委員長 廣田　直子
　地域づくり考房『ゆめ』運営委員長 廣瀨　　豊
　学生委員長 尻無浜博幸
　就職委員長 藤波大三郎
　地域連携（ＣＯＣ）戦略会議議長 木村　晴壽
■ 大学事務局
　大学事務局長 柴田　幸一
　学生センター長 丸山　勝弘
　総務課長 赤羽　研太
　管理課長 赤羽　雄次

　教務課長 丸山　勝弘
　入試広報室長 中村　文重
　学生課長 丸山　正樹
　キャリアセンター課長 中村　高士
　情報センター課長 松尾　淳彦
■ 法人事務局
　法人事務局長 小倉　宗彦
　総合企画部人事課長兼経理課長 横山　文博

＜専任教員＞
　大学院健康科学研究科 准教授 河野　史倫
　総合経営学部観光ホスピタリティ学科 教授 大野　　整
　総合経営学部観光ホスピタリティ学科 専任講師 向井　　健
　人間健康学部スポーツ健康学科 准教授 新井喜代加
　松商短期大学部商学科 准教授 香取　智宜
　基礎教育センター 担当教員 田野口　弘
　基礎教育センター 担当教員 丸山　　強
＜職　員＞
　総務課主事 石川　大輔
　総務課主事 小口　洋司
　学生課・国際交流センター主事 関澤　一洋
　入試広報室主事 坂内　浩三
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キャンパスを飛び出し

地域で学ぶ！ アウトキャンパス・スタディアウトキャンパス・スタディout campus study

区　分 実施
回数 学部

区分
受験
者数

合格
者数 合格率％

日商簿記検定試験

１　級 年２回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 0 0.0%

２　級 年３回 短大部 34 7 20.6%
大学部 3 0 0.0%

３　級 年３回 短大部 152 75 49.3%
大学部 31 14 45.2%

全経簿記能力検定試験

１級総合 年３回 短大部 － 3 －
大学部 － 0 －

１級会計 年３回 短大部 9 1 11.1%
大学部 0 0 0.0%

１級工簿 年３回 短大部 24 10 41.7%
大学部 0 0 0.0%

２　級 年３回 短大部 20 13 65.0%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年３回 短大部 141 131 92.9%
大学部 4 4 100.0%

ＩＴパスポート

年２回 短大部 － － －
大学部 － 2 －

基本情報技術者

年２回 短大部 － － －
大学部 － 1 －

応用情報技術者試験
短大部 － － －
大学部 － － －

情報処理技能(表計算)検定試験

初　段 年４回 短大部 21 10 47.6%
大学部 3 3 100.0%

１　級 年４回 短大部 129 86 66.7%
大学部 125 72 57.6%

２　級 年４回 短大部 165 143 86.7%
大学部 300 246 82.0%

３　級 年４回 短大部 61 59 96.7%
大学部 4 2 50.0%

情報処理技能(データベース)検定試験

１　級 年４回 短大部 16 9 56.3%
大学部 1 1 100.0%

２　級 年４回 短大部 80 62 77.5%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年４回 短大部 16 15 93.8%
大学部 0 0 0.0%

文書デザイン検定試験

１　級 年４回 短大部 55 45 81.8%
大学部 1 1 100.0%

２　級 年４回 短大部 48 42 87.5%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 0 0 0.0%

ホームページ作成検定

１　級 年４回 短大部 47 43 91.5%
大学部 14 14 100.0%

２　級 年４回 短大部 12 10 83.3%
大学部 27 27 100.0%

３　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 0 0 0.0%

日本語ワープロ検定試験

初　段 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 1 100.0%

１　級 年４回 短大部 18 6 33.3%
大学部 5 0 0.0%

準１級 年４回 短大部 24 14 58.3%
大学部 5 2 40.0%

２　級 年４回 短大部 73 51 69.9%
大学部 26 19 73.1%

準２級 年４回 短大部 100 67 67.0%
大学部 86 55 64.0%

３　級 年４回 短大部 31 23 74.2%
大学部 10 7 70.0%

区　分 実施
回数 学部

区分
受験
者数

合格
者数 合格率％

Microsoft Office Specialist

Word 短大部 29 27 93.1%
大学部 － － －

Excel 短大部 63 62 98.4%
大学部 － － －

Powerpoint 短大部 15 15 100.0%
大学部 － － －

プレゼンテーション作成検定試験

１　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 2 2 100.0%

２　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 38 30 78.9%

３　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 0 0.0%

ビジネス文書検定試験

２　級 年２回 短大部 6 4 66.7%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年２回 短大部 56 52 92.9%
大学部 2 2 100.0%

サービス接遇検定試験

１　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

準１級 年２回 短大部 0 0 0.0%
大学部 2 2 100.0%

２　級 年２回 短大部 1 1 100.0%
大学部 23 14 60.9%

３　級 年２回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 0 0.0%
秘書検定試験

１　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

準１級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

２　級 年３回 短大部 2 2 100.0%
大学部 14 9 64.3%

３　級 年３回 短大部 194 149 76.8%
大学部 3 3 100.0%
色彩検定試験

２　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

３　級 年２回 短大部 1 1 100.0%
大学部 2 1 50.0%

アシスタントブライダルコーディネーターABC検定

年1回 短大部 4 4 100.0%
大学部 0 0 －

日本漢字能力検定

２　級 年３回 短大部 20 7 35.0%
大学部 17 4 23.5%

準２級 年３回 短大部 4 1 25.0%
大学部 6 5 83.3%

３　級 年３回 短大部 4 0 0.0%
大学部 0 0 0.0%

保険請求事務技能検定試験『医科』

年1回 短大部 77 72 93.5%
大学部 8 7 87.5%

診療報酬請求事務能力検定試験

年1回 短大部 14 1 7.1%
大学部 1 0 －

保険請求事務技能検定試験『歯科』

年1回 短大部 33 33 100.0%
大学部 0 0 －

調剤報酬請求事務技能検定試験

年1回 短大部 43 36 83.7%
大学部 2 0 0.0%

医療事務コンピュータ能力技能検定試験

年1回 短大部 59 54 91.5%
大学部 4 4 100.0%

メディカルマナー検定試験

年1回 短大部 10 10 100.0%
大学部 0 0 －

福祉住環境コーディネーター
３　級 年２回 短大部 22 5 －

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー）

２　級 年１回 短大部 － 7 －
大学部 － 15 －
貿易実務検定

Ｃ　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － 1 －

区　分 実施
回数 学部

区分
受験
者数

合格
者数 合格率％

ファイナンシャル・プランニング

２級総合 年３回 短大部 － 1 －
大学部 － － －

２級学科 年３回 短大部 4 1 －
大学部 6 0 －

２級実技 年３回 短大部 4 1 －
大学部 6 0 －

３級総合 年３回 短大部 － 13 －
大学部 － 11 －

３級学科 年３回 短大部 45 19 42.2%
大学部 25 13 52.0%

３級実技 年３回 短大部 44 11 25.0%
大学部 27 14 51.9%

宅地建物取引士
大学部 － 2 －

総合旅行業務取扱管理者試験

年１回 短大部 － － －
大学部 － － －

国内旅行業務取扱管理者試験

年１回 短大部 － 1 －
大学部 － 7 －

販売士検定試験

１　級 年１回 短大部 － － －
大学部 － － －

２　級 年１回 短大部 0 0 0.0%
大学部 3 1 33.3%

３　級 年２回 短大部 23 12 52.2%
大学部 16 12 75.0%

第一種衛生管理者
大学部 － 52 －

健康運動指導士
年１回 大学部 20 15 75.0%
健康運動実践指導者

年１回 大学部 36 26 72.2%
レクリエーション・インストラクター

大学部 － －
レクリエーション・コーディネーター
年１回 大学部 1 1 100.0%

自然体験活動（ＮＥＡＬ）指導者
大学部 － 30 －

トレーニング指導者
年１回 大学部 7 6 85.7%
フードスペシャリスト

年１回 大学部 98 96 98.0%
管理栄養士

年１回 大学部 77 68 88.3%
栄養士
大学部 － 84 －

食品衛生管理者・食品衛生監視員
大学部 － 65 －
高等学校教諭

一種（公民） 大学部 － 6 －
一種（地理歴史） 大学部 － 5 －
一種（福祉） 大学部 － 0 －
一種（情報） 大学部 － 0 －
一種（商業） 大学部 － 1 －
一種（保健体育） 大学部 － 28 －
一種（保健） 大学部 － 0 －

中学校教諭
一種（社会） 大学部 － 5 －
一種（保健体育） 大学部 － 27 －
一種（保健） 大学部 － 0 －

養護教諭
一　種 大学部 － 4 －

栄養教諭
一　種 大学部 － 26 －

司書教諭
大学部 － 4 －
社会福祉士

年１回 大学部 9 4 44.4%
学芸員
大学部 － 12 －
図書館司書

年1回 短大部 － 15 －
大学部 － 3 －
証券外務員

二　種 年1回 短大部 － 5 －
大学部 － － －

　本学では、52種類の検定試験及び資格取得試験について学生の受験状況を調べていま
す。平成26年度は、延べ3155名が受験しました。土日に行われる試験が多く、受験者にとっ
ては緊張を強いられることとなりますが、継続して頑張ってほしいと思います。
　また、平成26年度は「証券外務員（二種）」に過去最高の５名が合格しました。就職に役立つ
資格が多数ありますので、是非挑戦してみて下さい。　（情報センター課長　松尾 淳彦）

各種検定試験及び
資格取得試験受験状況

平成26年度

健康栄養学科 学科長・教授 廣田 直子
料理のプロから学ぶ「地産地消」

　健康栄養学科1年生前期科目の「食生
活論」では毎年、アウトキャンパス・スタ
ディを実施し、茅野市にある「オーベル
ジュ・エスポワール」の藤木徳彦シェフにご
指導いただいています。藤木シェフは農林
水産省の定める「地産地消の仕事人」に選
定されている方です。地産地消や食の安
全・安心、食材の活かし方などに関して実
際の場で学ぶ機会を設定できているの
も、松本大学が地域協働型教育を進めて
きた成果であると思います。地域にいらっ
しゃるプロの料理人から、料理そのものだ
けでなく、そのベースにある思いを伝えて
いただく機会は、将来、人々に食事を提供
していくプロフェッショナルをめざす学生
たちにとって貴重な学びになると考えて
います。
　食生活論の講義では、事前学習として
関連する資料を配布し、受講生がそれを

読み込んで自分なりの学修テーマを設定
し、そのテーマを頭において、アウトキャン
パス・スタディに出かけます。今年は5月
30日に実施しました。
　最初に、塩尻市のトマト生産農家「野村
農園」に伺い、藤木シェフから野村さんを
ご紹介いただいた後、農業者がめざして
いること、そのためにどんな工
夫をしているのか、どんな苦
労があるのかなどについてお
話を聞きました。それからエス
ポワールに向かい、野村農園
のトマトを活用した料理や、鹿
肉のジビエ料理などをいただ
きました。その1品1品に、藤
木シェフが学生たちに伝えた
い題材があるのです。デザー
トは杏仁のブラマンジェとフ
キノトウのクリームを詰めた

シュークリーム。学生たちから、驚きの声
があがっていました。最後にその日の活動
全体を振り返り、藤木シェフの講話を聴講
しました。通常は50席ほどのフロアに90
人も入り、講話も床に座ってでしたが、学
生たちは熱心に聞き入っていました。
　学生たちは、エスポワールのスタッフの
皆さんのおもてなしにも気づいて学んで
くれたものと思います。お世話になった皆
様、ありがとうございました。

※外部試験については応募者数・受験者数不明のため 
「－」とし、自己申請による合格者数のみ記載しています。

総合経営学科 教授 清水 聡子
“道の駅中条”から地域を学ぶ

　5月29日、総合経営学部の学生19名と
教員5名（室谷心学部長、矢﨑久総合経営
学科長、増尾均観光ホスピタリティ学科
長、小林俊一総合経営学科教授、清水）、計
24名で、道の駅中条を拠点に、地域の魅
力を探索するアウトキャンパス・スタディ
を実施しました。総合経営学部では、国土
交通省の推進する「道の駅を利用した地
域活性化」に積極的に参加し、地域貢献と

学生教育を進めようとしています。今回の
アウトキャンパス・スタディはその第一歩
です。
　2010年1月1日に長野市と信州新町と
中条村が合併しました。長野市中条は善
光寺平の西に位置し、山姥伝説で知られる
虫倉山に抱かれるようにあります。東に菅
平、浅間山、南に聖高原、美ヶ原、西に北ア
ルプスを望む自然と文化、歴史の残る美し

い山里です。
　長野市中条の説明を道
の駅中条の小川博史副施
設長より伺いました。総人
口2023人、90歳以上の方
が118人、高齢化率48％
（2014年8月1日調べ）、皆
さんご長寿でお元気とのこ
と。しかし耕作放棄農地、間
伐放棄山林の増大、空き

家、高齢者の独り暮らしの増加等、問題を
抱えています。そして、地元の伝説に詳し
い小林喬様から山姥伝説のお話を中心に
伺いました。
　次に、学生が事前学習の中で考えた「８
８（やまんば）プロジェクト」を提案しまし
た。山姥を数字の８８で表現したコンセプ
トのほか、大豆バターや山姥グッズの試作
品を紹介しました。そして道の駅中条売上
NO.1のおぶっこ、豆乳ドーナツ、中条産り
んごソフトを地域統括の下内光雄様にご
準備頂きました。素材、味、健康にこだわ
り、地域の独自性を追求したメニューを大
変美味しく頂戴しました。
　素晴らしい青空のもと、山々に囲まれた
山姥伝説の場所を巡り、栃倉の棚田（日本
の棚田100選）を見学し、中条の魅力を五
感で吸収したアウトキャンパス・スタディと
なりました。中条という地域を知って、何が
できるか、学生の創造（想像）の翼が広が
ればと思います。道の駅中条の皆様、地域
の皆様、本当にありがとうございました。
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キャンパスを飛び出し

地域で学ぶ！ アウトキャンパス・スタディアウトキャンパス・スタディout campus study

区　分 実施
回数 学部

区分
受験
者数

合格
者数 合格率％

日商簿記検定試験

１　級 年２回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 0 0.0%

２　級 年３回 短大部 34 7 20.6%
大学部 3 0 0.0%

３　級 年３回 短大部 152 75 49.3%
大学部 31 14 45.2%

全経簿記能力検定試験

１級総合 年３回 短大部 － 3 －
大学部 － 0 －

１級会計 年３回 短大部 9 1 11.1%
大学部 0 0 0.0%

１級工簿 年３回 短大部 24 10 41.7%
大学部 0 0 0.0%

２　級 年３回 短大部 20 13 65.0%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年３回 短大部 141 131 92.9%
大学部 4 4 100.0%

ＩＴパスポート

年２回 短大部 － － －
大学部 － 2 －

基本情報技術者

年２回 短大部 － － －
大学部 － 1 －

応用情報技術者試験
短大部 － － －
大学部 － － －

情報処理技能(表計算)検定試験

初　段 年４回 短大部 21 10 47.6%
大学部 3 3 100.0%

１　級 年４回 短大部 129 86 66.7%
大学部 125 72 57.6%

２　級 年４回 短大部 165 143 86.7%
大学部 300 246 82.0%

３　級 年４回 短大部 61 59 96.7%
大学部 4 2 50.0%

情報処理技能(データベース)検定試験

１　級 年４回 短大部 16 9 56.3%
大学部 1 1 100.0%

２　級 年４回 短大部 80 62 77.5%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年４回 短大部 16 15 93.8%
大学部 0 0 0.0%

文書デザイン検定試験

１　級 年４回 短大部 55 45 81.8%
大学部 1 1 100.0%

２　級 年４回 短大部 48 42 87.5%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 0 0 0.0%

ホームページ作成検定

１　級 年４回 短大部 47 43 91.5%
大学部 14 14 100.0%

２　級 年４回 短大部 12 10 83.3%
大学部 27 27 100.0%

３　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 0 0 0.0%

日本語ワープロ検定試験

初　段 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 1 100.0%

１　級 年４回 短大部 18 6 33.3%
大学部 5 0 0.0%

準１級 年４回 短大部 24 14 58.3%
大学部 5 2 40.0%

２　級 年４回 短大部 73 51 69.9%
大学部 26 19 73.1%

準２級 年４回 短大部 100 67 67.0%
大学部 86 55 64.0%

３　級 年４回 短大部 31 23 74.2%
大学部 10 7 70.0%

区　分 実施
回数 学部

区分
受験
者数

合格
者数 合格率％

Microsoft Office Specialist

Word 短大部 29 27 93.1%
大学部 － － －

Excel 短大部 63 62 98.4%
大学部 － － －

Powerpoint 短大部 15 15 100.0%
大学部 － － －

プレゼンテーション作成検定試験

１　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 2 2 100.0%

２　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 38 30 78.9%

３　級 年４回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 0 0.0%

ビジネス文書検定試験

２　級 年２回 短大部 6 4 66.7%
大学部 0 0 0.0%

３　級 年２回 短大部 56 52 92.9%
大学部 2 2 100.0%

サービス接遇検定試験

１　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

準１級 年２回 短大部 0 0 0.0%
大学部 2 2 100.0%

２　級 年２回 短大部 1 1 100.0%
大学部 23 14 60.9%

３　級 年２回 短大部 0 0 0.0%
大学部 1 0 0.0%
秘書検定試験

１　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

準１級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

２　級 年３回 短大部 2 2 100.0%
大学部 14 9 64.3%

３　級 年３回 短大部 194 149 76.8%
大学部 3 3 100.0%
色彩検定試験

２　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － － －

３　級 年２回 短大部 1 1 100.0%
大学部 2 1 50.0%

アシスタントブライダルコーディネーターABC検定

年1回 短大部 4 4 100.0%
大学部 0 0 －

日本漢字能力検定

２　級 年３回 短大部 20 7 35.0%
大学部 17 4 23.5%

準２級 年３回 短大部 4 1 25.0%
大学部 6 5 83.3%

３　級 年３回 短大部 4 0 0.0%
大学部 0 0 0.0%

保険請求事務技能検定試験『医科』

年1回 短大部 77 72 93.5%
大学部 8 7 87.5%

診療報酬請求事務能力検定試験

年1回 短大部 14 1 7.1%
大学部 1 0 －

保険請求事務技能検定試験『歯科』

年1回 短大部 33 33 100.0%
大学部 0 0 －

調剤報酬請求事務技能検定試験

年1回 短大部 43 36 83.7%
大学部 2 0 0.0%

医療事務コンピュータ能力技能検定試験

年1回 短大部 59 54 91.5%
大学部 4 4 100.0%

メディカルマナー検定試験

年1回 短大部 10 10 100.0%
大学部 0 0 －

福祉住環境コーディネーター
３　級 年２回 短大部 22 5 －

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー）

２　級 年１回 短大部 － 7 －
大学部 － 15 －
貿易実務検定

Ｃ　級 年２回 短大部 － － －
大学部 － 1 －

区　分 実施
回数 学部

区分
受験
者数

合格
者数 合格率％

ファイナンシャル・プランニング

２級総合 年３回 短大部 － 1 －
大学部 － － －

２級学科 年３回 短大部 4 1 －
大学部 6 0 －

２級実技 年３回 短大部 4 1 －
大学部 6 0 －

３級総合 年３回 短大部 － 13 －
大学部 － 11 －

３級学科 年３回 短大部 45 19 42.2%
大学部 25 13 52.0%

３級実技 年３回 短大部 44 11 25.0%
大学部 27 14 51.9%

宅地建物取引士
大学部 － 2 －

総合旅行業務取扱管理者試験

年１回 短大部 － － －
大学部 － － －

国内旅行業務取扱管理者試験

年１回 短大部 － 1 －
大学部 － 7 －

販売士検定試験

１　級 年１回 短大部 － － －
大学部 － － －

２　級 年１回 短大部 0 0 0.0%
大学部 3 1 33.3%

３　級 年２回 短大部 23 12 52.2%
大学部 16 12 75.0%

第一種衛生管理者
大学部 － 52 －

健康運動指導士
年１回 大学部 20 15 75.0%
健康運動実践指導者

年１回 大学部 36 26 72.2%
レクリエーション・インストラクター

大学部 － －
レクリエーション・コーディネーター
年１回 大学部 1 1 100.0%

自然体験活動（ＮＥＡＬ）指導者
大学部 － 30 －

トレーニング指導者
年１回 大学部 7 6 85.7%
フードスペシャリスト

年１回 大学部 98 96 98.0%
管理栄養士

年１回 大学部 77 68 88.3%
栄養士
大学部 － 84 －

食品衛生管理者・食品衛生監視員
大学部 － 65 －
高等学校教諭

一種（公民） 大学部 － 6 －
一種（地理歴史） 大学部 － 5 －
一種（福祉） 大学部 － 0 －
一種（情報） 大学部 － 0 －
一種（商業） 大学部 － 1 －
一種（保健体育） 大学部 － 28 －
一種（保健） 大学部 － 0 －

中学校教諭
一種（社会） 大学部 － 5 －
一種（保健体育） 大学部 － 27 －
一種（保健） 大学部 － 0 －

養護教諭
一　種 大学部 － 4 －

栄養教諭
一　種 大学部 － 26 －

司書教諭
大学部 － 4 －
社会福祉士

年１回 大学部 9 4 44.4%
学芸員
大学部 － 12 －
図書館司書

年1回 短大部 － 15 －
大学部 － 3 －
証券外務員

二　種 年1回 短大部 － 5 －
大学部 － － －

　本学では、52種類の検定試験及び資格取得試験について学生の受験状況を調べていま
す。平成26年度は、延べ3155名が受験しました。土日に行われる試験が多く、受験者にとっ
ては緊張を強いられることとなりますが、継続して頑張ってほしいと思います。
　また、平成26年度は「証券外務員（二種）」に過去最高の５名が合格しました。就職に役立つ
資格が多数ありますので、是非挑戦してみて下さい。　（情報センター課長　松尾 淳彦）

各種検定試験及び
資格取得試験受験状況

平成26年度

健康栄養学科 学科長・教授 廣田 直子
料理のプロから学ぶ「地産地消」

　健康栄養学科1年生前期科目の「食生
活論」では毎年、アウトキャンパス・スタ
ディを実施し、茅野市にある「オーベル
ジュ・エスポワール」の藤木徳彦シェフにご
指導いただいています。藤木シェフは農林
水産省の定める「地産地消の仕事人」に選
定されている方です。地産地消や食の安
全・安心、食材の活かし方などに関して実
際の場で学ぶ機会を設定できているの
も、松本大学が地域協働型教育を進めて
きた成果であると思います。地域にいらっ
しゃるプロの料理人から、料理そのものだ
けでなく、そのベースにある思いを伝えて
いただく機会は、将来、人々に食事を提供
していくプロフェッショナルをめざす学生
たちにとって貴重な学びになると考えて
います。
　食生活論の講義では、事前学習として
関連する資料を配布し、受講生がそれを

読み込んで自分なりの学修テーマを設定
し、そのテーマを頭において、アウトキャン
パス・スタディに出かけます。今年は5月
30日に実施しました。
　最初に、塩尻市のトマト生産農家「野村
農園」に伺い、藤木シェフから野村さんを
ご紹介いただいた後、農業者がめざして
いること、そのためにどんな工
夫をしているのか、どんな苦
労があるのかなどについてお
話を聞きました。それからエス
ポワールに向かい、野村農園
のトマトを活用した料理や、鹿
肉のジビエ料理などをいただ
きました。その1品1品に、藤
木シェフが学生たちに伝えた
い題材があるのです。デザー
トは杏仁のブラマンジェとフ
キノトウのクリームを詰めた

シュークリーム。学生たちから、驚きの声
があがっていました。最後にその日の活動
全体を振り返り、藤木シェフの講話を聴講
しました。通常は50席ほどのフロアに90
人も入り、講話も床に座ってでしたが、学
生たちは熱心に聞き入っていました。
　学生たちは、エスポワールのスタッフの
皆さんのおもてなしにも気づいて学んで
くれたものと思います。お世話になった皆
様、ありがとうございました。

※外部試験については応募者数・受験者数不明のため 
「－」とし、自己申請による合格者数のみ記載しています。

総合経営学科 教授 清水 聡子
“道の駅中条”から地域を学ぶ

　5月29日、総合経営学部の学生19名と
教員5名（室谷心学部長、矢﨑久総合経営
学科長、増尾均観光ホスピタリティ学科
長、小林俊一総合経営学科教授、清水）、計
24名で、道の駅中条を拠点に、地域の魅
力を探索するアウトキャンパス・スタディ
を実施しました。総合経営学部では、国土
交通省の推進する「道の駅を利用した地
域活性化」に積極的に参加し、地域貢献と

学生教育を進めようとしています。今回の
アウトキャンパス・スタディはその第一歩
です。
　2010年1月1日に長野市と信州新町と
中条村が合併しました。長野市中条は善
光寺平の西に位置し、山姥伝説で知られる
虫倉山に抱かれるようにあります。東に菅
平、浅間山、南に聖高原、美ヶ原、西に北ア
ルプスを望む自然と文化、歴史の残る美し

い山里です。
　長野市中条の説明を道
の駅中条の小川博史副施
設長より伺いました。総人
口2023人、90歳以上の方
が118人、高齢化率48％
（2014年8月1日調べ）、皆
さんご長寿でお元気とのこ
と。しかし耕作放棄農地、間
伐放棄山林の増大、空き

家、高齢者の独り暮らしの増加等、問題を
抱えています。そして、地元の伝説に詳し
い小林喬様から山姥伝説のお話を中心に
伺いました。
　次に、学生が事前学習の中で考えた「８
８（やまんば）プロジェクト」を提案しまし
た。山姥を数字の８８で表現したコンセプ
トのほか、大豆バターや山姥グッズの試作
品を紹介しました。そして道の駅中条売上
NO.1のおぶっこ、豆乳ドーナツ、中条産り
んごソフトを地域統括の下内光雄様にご
準備頂きました。素材、味、健康にこだわ
り、地域の独自性を追求したメニューを大
変美味しく頂戴しました。
　素晴らしい青空のもと、山々に囲まれた
山姥伝説の場所を巡り、栃倉の棚田（日本
の棚田100選）を見学し、中条の魅力を五
感で吸収したアウトキャンパス・スタディと
なりました。中条という地域を知って、何が
できるか、学生の創造（想像）の翼が広が
ればと思います。道の駅中条の皆様、地域
の皆様、本当にありがとうございました。
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　こども広場は、「こどもあそび隊」が2009
年から始めた親子・親同士のコミュニケー
ションの場を提供する子育て支援活動です。
１～5歳くらいまでの未就学児と保護者を対
象に、ふれあい遊びや手遊び、季節の工作
などを、子どもが好きな学生が集まって企
画しています。完全予約制ですが、7年目と
もなると一定の参加が見込まれるようにな
り、今年度は月1回程のペースで、土曜日午
前に本学7号館をメーン会場に開催してい
ます。
　対象はまだ授乳期の赤ちゃんから、保育
園年中さんまでであり、排泄の介助も必要
な、集団遊びがまだ十分にはできない年齢
層です。しかし、核家族化が進む今日、子ど
もだけと過ごす時間が多い保護者（多くは
お母さん）も多く、こうした外部とのコミュ
ニケーションの場を通して、親としての情
報交換や、子どもの場馴れや人慣れに
も良い刺激を期待し、参加いただいて
いるようです。
　一方、学生は慣れない進行や手遊
び、工作の指導、声掛けなど、常に試
行錯誤を繰り返しながら企画と運営に
携わっています。5月の初回は、ぎこち
ない空気が少々漂うスタートでしたが、
年度の終わりには皆が仲良くなって、
和やかで賑やかなこども広場になって
いることでしょう。

（運営委員　中澤 朋代）

　ブロプロは、ご家庭で使われなくなった
レゴブロックを、もう一度、子どものもとに
届けようというプロジェクト活動です。デン
マークで誕生したレゴブロックは、世代や
国を超えて楽しめる玩具のひとつで、40年
前のブロックとも互換性があります。耐久
性にも優れているため、古いものでも壊れ
にくく「一度買ったら一生遊べる玩具」とし
て世界で愛されています。皆さんも、レゴ
ブロックで夢中になって遊んだ自分や子ど
も、孫の姿を思い出しませんか？
　しかし、大切に遊んだ玩具だから、使わなく
なっても捨てることができず、押し入れの奥
で眠っていることも少なくありません。そこ
でブロプロは、このようなレゴブロックを集め
て、もう一度子ども達の玩具として活用して
いただこうと、昨年度より活動を始めました。
　５月２５日には、集めたブロックを県立子
ども病院に届けに行きました。病気と闘う
子ども達が遊ぶことで、子どももブロック
もお互いに楽しい時間が過ごせるよう願
いを込めています。

　今後も集めたブロックを有効に活用でき
るよう活動をしていきます。まずは、今年２
月に行って好評だった「レゴコン（レゴブ
ロックを使ったコンテスト）」の開催を、6月
13日と9月中旬に予定しています。子ども
と大学生がペアになって、集めたブロック
で作品を作りコンテストを行います。詳細
は地域づくり考房『ゆめ』のホームページ
をご覧になって是非ご参加下さい。

（運営委員　廣瀨　豊）

　松本大学キッズスポーツスクールは、地
域の子ども達（3～6歳ぐらい）を対象に、
「スポーツ」を通した友達づくりと、運動の楽
しさを知ってもらうことを目的に、毎月開催
しています。神経運動系が発達するこの時
期に体を使うことは重要で、将来、運動に取
り組むきっかけづくりになればと願い活動
しています。学生は、子ども達が笑顔になっ
てくれるのが何よりの励みで、共に楽しみ
ながら、次はこんな活動を取り入れような
どと工夫を凝らし、スキルアップしています。

　
開催場所は本学の体育館が主ですが、依
頼があれば出かけて行くこともあります。
子どもだけでなく、保護者の参加も大歓迎
です。多くの方々に体を動かしていただき、
活動が地域に根付いていくことをめざして
がんばっています。（運営委員　中島 節子）

病気と闘う子ども達に
ブロック玩具を！
「ブロプロ」が集めたブロックを寄付

『こども広場』で
子育ての応援
「こどもあそび隊」が毎月開催

子ども達と
楽しく体を動かす
「松本大学キッズスポーツスクール」が教室開催

　健康づくりには、栄養、運動、休養の３つ
のバランスを保つことが大事です。そこ
で、塩尻市などで通年で受託している運
動教室において、参加者に対して個人の
食事診断をもとに行う食生活アドバイス
を、5月19日から開始しました。

　現在、3カ所の公民館でアドバイスを
行っています。運動教室の参加者に昨日１
日何を食べたのか、食事だけでなく間食
などもすべて記入していただきます。管理
栄養士スタッフが、その食事記録の内容
から食事バランスガイドを用いて食事診
断を行い、個別にアドバイスします。食生
活には季節や地域の特色が反映され、参
加者の多くが食事記録にフキやワラビな
どの山菜料理を記入していました。季節の
郷土料理などのお話も伺いながらバラン
スのよい食生活へのアドバイスを行いま
した。その提案に、「さっそく夕食から実践
してみます」との声も聞かれました。
　当日は運動分野でも、体力測定の結果
にもとづき個人に適したトレーニングの
種目、実施方法、今後の目標などのアドバ
イスを行いました。そして教室時間の最後
は、管理栄養士が調理したカルシウムを摂
取できる「凍り豆腐の白玉団子」でのおや
つタイム。「柔らかくて食べやすい。お団
子でカルシウムが摂れるのね」と皆で盛り
上がりました。
　参加者は年度初めに、この栄養と運動
の両面からのアドバイスを受けて健康づ

くりのための具体的な行動目標を決め、１
年間の運動教室で体力の維持または改善
をめざします。

　塩尻市内の企業から、新規採用者の人
間関係をより深め、あわせて日ごろの運
動不足も解消するためのレクリエーション
を行ってほしいと依頼があり、４月16日に
実施しました。
　企業からの出席者は14名で、スタッフ
として参加した学生がチームの補充要員
として活躍しました。
　参加者がリラックスするための歌う
ウォーミングアップや「あなたはどなた」
ゲームをしたあと、チーム編成をし、チー
ムのメンバーが力を合わせて競うプログ
ラムを行いました。みなさん、協力しあっ
て笑いのうちにも真剣に取り組み、より親
交を深めることができたと思います。参加
者からは、「塩尻に来て日が浅いなか、顔
を知ってもらえるよい機会だった。運動不

足感がすごかったが楽しかった。体力の無
さを感じた。あっという間に時間が過ぎ
た」等の感想をいただきました。
　参加した学生からは、ゲームの盛り上げ
方やプログラムの時間配分がとても勉強
になったとの声が聞かれました。

　観光客が行き来する緑豊かな奈良井地
区で５月22日、運動による健康づくりに関
する講話と実技を行いました。塩尻市の
社会福祉協議会分会が主催する75歳以
上の高齢者50人程を対象とした集会で
す。例年はレクリエーションや懇親会を
行っています。今年は介護予防をテーマ
に運動の実践を行いたいとのことでした。

　要支援状態の原因の1位はロコモティ
ブシンドローム（運動器の障害による移動
機能の低下）といわれています。そこで、
健康寿命を延ばすため、ロコモティブシン
ドロームを遠ざけるためのいつでもどこ
でも簡単にできる運動メニューを選び、体
験していただきました。参加した学生が見
本を示しながらの分かりやすい実践とな
りました。
　提案したエクササイズは、年齢に関係
なく、膝痛がある人でもできるものばかり
です。参加者の皆さんから、「早速家に
帰ってやりたい。いい運動を教えてもらっ
た。楽しかった。時々来て教えてほしい」等
のご感想をいただきました。

公民館の運動教室で
食生活アドバイスを実施

高齢者の運動教室を支援

民間企業で新規採用社員対象の
レクリエーションを実施

話と和と輪、想像と創造の空間

 地域づくり考房『ゆめ』
地域の健康づくりを支援する

地域健康支援ステーション

皆さまのお近くで、学生や専門スタッフ（管理栄養士・健康運動指導士）が
お手伝いできることがありましたら、是非お声をかけてください。

健康運動指導士スタッフ 赤津　恵子
管理栄養士スタッフ  飯澤　裕美地域健康支援ステーションでは、地域の健康づくりを栄養と運動の

両面からお手伝いしています。最近の活動を紹介します。地域づくり考房『ゆめ』は、学生が大学での学びを活か

して地域と連携し、課題解決に向けて主体的に活動す

ることを支援しています。主に４つの取り組み（①学生

の関心、問題意識から生まれた企画実践②地域との協

働でプロジェクトを企画実践③地域で企画される活動

への参加・支援④地域づくり考房『ゆめ』の自主事業）が

あり、学生たちが積極的に地域づくりにかかわってい

ます。今回は３つの活動をご紹介します。

【ブロプロ】
使われなくなったブロックを収集・洗浄し、学内で幼
児を対象にしたブロックイベント『レゴコン』を開催。
またブロック提供の依頼があれば寄贈も行います。

【こどもあそび隊】
1～5歳児を対象にした『こども広場』を企画・運営。月
ごとに「こどもの日」「雨を楽しもう！！」「夏を楽しもう！！」
「運動会」などのテーマを設定し親子や親同士のコミュ
ニケーションづくりの場を提供します。

【松本大学キッズスポーツスクール】
3～6歳児を対象にした『キッズスポーツスクール』を
定期的に開催。「ボールと仲良くなろう」「マット運動に
チャレンジ」「タオルで遊ぼう」「サッカー教室」「新聞で
遊ぼう」など多彩なテーマで、スポーツ好きになるた
めのサポートをしています。

●今回紹介したプロジェクト●
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ドロームを遠ざけるためのいつでもどこ
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りました。
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またブロック提供の依頼があれば寄贈も行います。

【こどもあそび隊】
1～5歳児を対象にした『こども広場』を企画・運営。月
ごとに「こどもの日」「雨を楽しもう！！」「夏を楽しもう！！」
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定期的に開催。「ボールと仲良くなろう」「マット運動に
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学校法人　松商学園

財　　産　　目　　録
 平成27年3月31日 （単位　円）

1.　資　産　総　額
　　　　（１）基　本　財　産
　　　　（２）運　用　財　産
2.　負　債　総　額
　　　　（１）固　定　負　債
　　　　（２）流　動　負　債
3.　正　味　財　産

14,114,351,647
11,222,726,698
2,891,624,949
1,043,612,229
269,739,359
773,872,870

13,070,739,418

（単位　円）
摘　　　　　要 金　　　額

資産の部
　基本財産 11,222,726,698
　　土地 420,266㎡ 2,481,164,134
　　　松本市県3-6-1 校用地 44,130㎡ 251,690,330
　　　松本市新村2095-1 校用地 62,901㎡ 1,681,574,944
　　　松本市埋橋2-1-1 校用地 11,135㎡ 525,156,268
　　　松本市筑摩2丁目2952-3 宅地 202㎡ 839,536
　　　松本市筑摩2丁目2952-10 宅地 969㎡ 4,020,676
　　　松本市筑摩4丁目2438 原野 442㎡ 7,848,217
　　　松本市寿白瀬渕2143 山林 6,641㎡ 964,163
　　　松本市浅間温泉 山林 183,662㎡ 4,070,000
　　　東筑摩郡筑北村乱橋花川原961 原野 110,184㎡ 5,000,000
　　建物 58,171㎡ 6,341,127,993
　　　学校法人 474㎡ 6,016,024
　　　松本大学 20,325㎡ 2,989,341,157
　　　松本大学松商短期大学部 6,946㎡ 485,831,508
　　　松商学園高等学校 21,815㎡ 1,732,354,425
　　　松本秀峰中等教育学校 8,612㎡ 1,127,584,879
　　構築物 172件 547,549,038
　　図書 506,657,360
　　教育研究用機器備品 371,310,403
　　その他の機器備品 38,348,409
　　車輌 878,445
　　電話加入権 1,395,572
　　ソフトウェア 20,622,448
　　大学新校舎建設引当特定預金 750,000,000
　　第3号基本金引当資産 163,672,896
　運用財産 2,891,624,949
　　現金預金 2,655,311,151
　　退職給与引当特定資産 150,000,000
　　有価証券 6,488,630
　　出資金 200,000
　　基金拠出金 3,000,000
　　未収入金 70,388,168
　　敷金 6,237,000

資　　　産　　　総　　　額 14,114,351,647
（単位　円）

摘　　　　　要 金　　　額
負債の部
　固定負債 269,739,359
　　長期借入金 16,660,000
　　退職給与引当金 253,079,359
　流動負債 773,872,870
　　短期借入金 16,660,000
　　未払金 116,177,022
　　前受金 580,784,650
　　預り金 60,251,198

負　　　債　　　総　　　額 1,043,612,229

正　味　財　産　（資　産　総　額　－　負　債　総　額） 13,070,739,418

貸　借　対　照　表
平成27年 3月31日

資産の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定資産 11,388,652,328 11,043,578,614  345,073,714

　　有形固定資産 10,287,035,782 10,448,403,582 △ 161,367,800

　　　　土地 2,481,164,134 2,467,664,134  13,500,000

　　　　建物 6,341,127,993 6,387,581,445 △ 46,453,452

　　　　構築物 547,549,038 584,117,969 △ 36,568,931

　　　　教育研究用機器備品 371,310,403 394,024,607 △ 22,714,204

　　　　その他の機器備品 38,348,409 40,816,786 △ 2,468,377

　　　　図書 506,657,360 497,508,137  9,149,223

　　　　車輌 878,445 4  878,441

　　　　建設仮勘定 0 76,690,500 △ 76,690,500

　　その他の固定資産 1,101,616,546 595,175,032  506,441,514

　　　　電話加入権 1,395,572 1,395,572  0

　　　　ソフトウェア 20,622,448 20,890,100 △ 267,652

　　　　有価証券 6,488,630 6,488,630  0

　　　　出資金 200,000 200,000  0

　　　　基金拠出金 3,000,000 3,000,000  0

　　　　退職給与引当特定資産 150,000,000 150,000,000  0

　　　　施設拡充引当特定預金 0 250,000,000 △ 250,000,000

　　　　大学新校舎建設引当特定預金 750,000,000 0  750,000,000

　　　　第３号基本金引当資産 163,672,896 162,032,730  1,640,166

　　　　敷金 6,237,000 1,168,000  5,069,000

流動資産 2,725,699,319 2,991,916,555 △ 266,217,236

　　　　現金預金 2,655,311,151 2,738,454,363 △ 83,143,212

　　　　未収入金 70,388,168 253,462,192 △ 183,074,024

資産の部合計 14,114,351,647 14,035,495,169 78,856,478

負債の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定負債 269,739,359 311,622,232 △ 41,882,873

　　　　長期借入金 16,660,000 33,320,000 △ 16,660,000

　　　　退職給与引当金 253,079,359 277,253,912 △ 24,174,553

　　　　長期未払金 0 1,048,320 △ 1,048,320

流動負債 773,872,870 982,555,260 △ 208,682,390

　　　　短期借入金 16,660,000 16,660,000  0

　　　　未払金 116,177,022 264,949,259 △ 148,772,237

　　　　前受金 580,784,650 646,398,300 △ 65,613,650

　　　　預り金 60,251,198 54,547,701  5,703,497

負債の部合計 1,043,612,229 1,294,177,492 △ 250,565,263

基本金の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

第１号基本金 16,298,558,409 16,045,415,122  253,143,287

第２号基本金 750,000,000 0  750,000,000

第３号基本金 163,672,896 162,032,730  1,640,166

第４号基本金 302,000,000 302,000,000  0

基本金の部合計 17,514,231,305 16,509,447,852  1,004,783,453

消費収支差額の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

翌年度繰越消費支出超過額  4,443,491,887  3,768,130,175  675,361,712

消費収支差額の部合計 △ 4,443,491,887 △ 3,768,130,175 △ 675,361,712

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計  14,114,351,647  14,035,495,169  78,856,478

学校法人　松商学園
資　金　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

収　入　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入 3,199,595,000 3,202,749,616 △ 3,154,616
手数料収入 41,973,000 44,307,170 △ 2,334,170
寄付金収入 52,133,000 39,300,437  12,832,563
補助金収入 1,003,189,000 1,004,986,502 △ 1,797,502
資産運用収入 30,843,000 32,754,164 △ 1,911,164
事業収入 84,042,000 82,622,386  1,419,614
雑収入 31,574,000 36,455,018 △ 4,881,018
前受金収入 548,258,000 580,784,650 △ 32,526,650
その他の収入 438,321,000 509,165,689 △ 70,844,689
資金収入調整勘定 △ 666,736,000 △ 716,786,468  50,050,468
前年度繰越支払資金 2,738,448,000 2,738,454,363

収 入 の 部 合 計 7,501,640,000 7,554,793,527 △ 53,153,527

支　出　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 2,434,873,000 2,385,021,623 49,851,377
教育研究経費支出 1,069,224,000 965,986,206 103,237,794
管理経費支出 366,753,000 311,691,452 55,061,548
借入金等利息支出 750,000 749,700 300
借入金等返済支出 16,660,000 16,660,000 0
施設関係支出 198,850,000 198,474,492 375,508
設備関係支出 128,324,000 114,369,180 13,954,820
資産運用支出 751,910,000 751,640,166 269,834
その他の支出 276,616,000 270,018,259 6,597,741
［予備費］ （　　　　　　　0）

10,000,000 10,000,000
資金支出調整勘定 △ 86,375,000 △ 115,128,702 28,753,702
次年度繰越支払資金 2,334,055,000 2,655,311,151 △ 321,256,151

支 出 の 部 合 計 7,501,640,000 7,554,793,527 △ 53,153,527

消　費　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

消費収入の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金 3,199,595,000 3,202,749,616 △ 3,154,616
手数料 41,973,000 44,307,170 △ 2,334,170
寄付金 52,133,000 40,043,477  12,089,523
補助金 1,003,189,000 1,004,986,502 △ 1,797,502
資産運用収入 30,843,000 32,754,164 △ 1,911,164
事業収入 84,042,000 82,622,386  1,419,614
雑収入 31,574,000 49,659,888 △ 18,085,888
帰属収入合計 4,443,349,000 4,457,123,203 △ 13,774,203
基本金組入額合計 △ 1,099,424,000 △ 1,004,783,453 △ 94,640,547

消費収入の部合計 3,343,925,000 3,452,339,750 △ 108,414,750

消費支出の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費 2,425,173,000 2,374,051,940 51,121,060
教育研究経費 1,532,724,000 1,429,132,580 103,591,420
管理経費 378,253,000 322,943,285 55,309,715
借入金等利息 750,000 749,700 300
資産処分差額 1,330,000 823,957 506,043
［予備費］ （　　　1,400,000）

8,600,000 8,600,000
消費支出の部合計 4,346,830,000 4,127,701,462 219,128,538

当年度消費支出超過額 1,002,905,000 675,361,712
前年度繰越消費支出超過額 3,768,130,175 3,768,130,175
翌年度繰越消費支出超過額 4,771,035,175 4,443,491,887
注記:予備費の使用額は次の通りである。教育研究経費　減価償却額 1,400,000円

松本大学
資　金　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

収　入　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入 1,600,793,000 1,602,301,200 △ 1,508,200
手数料収入 22,057,000 23,657,756 △ 1,600,756
寄付金収入 3,344,000 3,352,215 △ 8,215
補助金収入 287,728,000 287,719,552  8,448
資産運用収入 20,054,000 19,337,216  716,784
事業収入 58,349,000 56,991,060  1,357,940
雑収入 21,202,000 23,677,656 △ 2,475,656
前受金収入 265,653,000 292,832,150 △ 27,179,150
その他の収入 60,716,000 106,257,624 △ 45,541,624
資金収入調整勘定 △ 277,464,000 △ 312,520,556  35,056,556
前年度繰越支払資金 △ 605,067,000 △ 605,063,972

収 入 の 部 合 計 1,457,365,000 1,498,541,901 △ 41,176,901

支　出　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 938,181,000 917,076,230 21,104,770
教育研究経費支出 515,804,000 460,938,802 54,865,198
管理経費支出 202,429,000 177,642,123 24,786,877
施設関係支出 111,100,000 110,803,528 296,472
設備関係支出 70,620,000 60,035,335 10,584,665
その他の支出 112,650,000 112,209,465 440,535
［予備費］ 4,000,000 4,000,000
資金支出調整勘定 △ 50,100,000 △ 54,883,936  4,783,936
次年度繰越支払資金 △ 447,319,000 △ 285,279,646 △ 162,039,354

支 出 の 部 合 計 1,457,365,000 1,498,541,901 △ 41,176,901

消　費　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

消費収入の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金 1,600,793,000 1,602,301,200 △ 1,508,200
手数料 22,057,000 23,657,756 △ 1,600,756
寄付金 3,344,000 4,095,255 △ 751,255
補助金 287,728,000 287,719,552  8,448
資産運用収入 20,054,000 19,337,216  716,784
事業収入 58,349,000 56,991,060  1,357,940
雑収入 21,202,000 23,019,897 △ 1,817,897
帰属収入合計 2,013,527,000 2,017,121,936 △ 3,594,936
基本金組入額合計 △ 183,824,000 △ 120,745,218 △ 63,078,782

消費収入の部合計 1,829,703,000 1,896,376,718 △ 66,673,718

消費支出の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費 932,481,000 909,232,560 23,248,440
教育研究経費 768,004,000 712,654,149 55,349,851
管理経費 205,629,000 180,777,339 24,851,661
資産処分差額 400,000 101,090 298,910
［予備費］ 4,000,000 4,000,000

消費支出の部合計 1,910,514,000 1,802,765,138 107,748,862
当年度消費収入超過額 0 93,611,580
当年度消費支出超過額 80,811,000 0
前年度繰越消費収入超過額 194,859,404 194,859,404
翌年度繰越消費収入超過額 114,048,404 288,470,984

松本大学松商短期大学部
資　金　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

収　入　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入 454,210,000 454,607,590 △ 397,590
手数料収入 6,586,000 7,298,014 △ 712,014
寄付金収入 136,000 138,056 △ 2,056
補助金収入 117,196,000 117,190,584  5,416
資産運用収入 4,844,000 5,913,988 △ 1,069,988
事業収入 5,072,000 4,293,886  778,114
雑収入 2,620,000 3,967,336 △ 1,347,336
前受金収入 112,605,000 118,732,500 △ 6,127,500
その他の収入 250,354,000 268,837,382 △ 18,483,382
資金収入調整勘定 △ 142,844,000 △ 157,471,278  14,627,278
前年度繰越支払資金 2,291,888,000 2,291,889,531

収 入 の 部 合 計 3,102,667,000 3,115,397,589 △ 12,730,589

支　出　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 308,242,000 300,720,150 7,521,850
教育研究経費支出 145,575,000 131,451,979 14,123,021
管理経費支出 36,898,000 32,316,982 4,581,018
設備関係支出 20,131,000 19,334,129 796,871
その他の支出 11,000,000 10,554,492 445,508
［予備費］ 2,000,000 2,000,000
資金支出調整勘定 △ 12,600,000 △ 13,634,557 1,034,557
次年度繰越支払資金 2,591,421,000 2,634,654,414 △ 43,233,414

支 出 の 部 合 計 3,102,667,000 3,115,397,589 △ 12,730,589

消　費　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

消費収入の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金 454,210,000 454,607,590 △ 397,590
手数料 6,586,000 7,298,014 △ 712,014
寄付金 136,000 138,056 △ 2,056
補助金 117,196,000 117,190,584  5,416
資産運用収入 4,844,000 5,913,988 △ 1,069,988
事業収入 5,072,000 4,293,886  778,114
雑収入 2,620,000 7,062,931 △ 4,442,931
帰属収入合計 590,664,000 596,505,049 △ 5,841,049
基本金組入額合計 △ 20,657,000  0 △ 20,657,000

消費収入の部合計 570,007,000 596,505,049 △ 26,498,049

消費支出の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費 306,642,000 299,436,025 7,205,975
教育研究経費 184,075,000 170,312,580 13,762,420
管理経費 36,898,000 32,316,982 4,581,018
資産処分差額 580,000 441,935 138,065
［予備費］ 2,000,000 2,000,000

消費支出の部合計 530,195,000 502,507,522 27,687,478
当年度消費収入超過額 39,812,000 93,997,527
前年度繰越消費収入超過額 128,568,675 128,568,675
翌年度繰越消費収入超過額 168,380,675 222,566,202

決算報告平成26年度

　5月19日、学校法人松商学園の理事会において、本学園の平成
26年度決算が承認されました。
　平成26年度は、少子化の進む厳しい環境の中にあって、松本大
学大学院、松本大学の両学部、松商短期大学部で募集定員を上回
る入学生を迎えることができ、応分の学生生徒等納付金収入を確
保することができました。一方、補助金については、本学の教育的
取り組みに対する採択型補助金を複数獲得することができました

大学事務局長　柴田 幸一

が、文部科学省の方針等もあり、大学・短大合わせて、前年度より
62,889千円の減少となりました。そういった中ではありましたが、
全学的に経費の節減に努め、帰属収入の33％という高い教育研究
経費比率を維持しながら、帰属収入の11％に相当する帰属収支差
額を確保して、ICTの活用による新たな教育手法を実践するための
情報通信機器の整備や、動物実験に関するガイドラインに適合した
動物飼育室の整備、校舎入口の自動ドア化、太陽光発電設備の設

置など、施設設備の
充実を進めることが
できました。
　また、大学におい
ては新校舎の建設
計画を進めており、
その中で短大部の
老朽化した体育館
を一体的に建て直
すこととしたため、短大部においてこれまで4年間にわたって積み
立ててきた施設拡充のための特定預金250,000千円を取り崩す
とともに、学園として新たに「大学新校舎建設引当特定預金」
750,000千円の組み入れを行いました。これによって、学園全体の
資金収支は83,143千円の支出超過となっていますが、貸借対照
表の固定資産には、将来の支出に備えた特定資産として500,000
千円が増加しています。さらに、この750,000千円については、第
2号基本金として基本金への組み入れを行っているため、学園全体
の消費収支差額は675,361千円の支出超過となっているものの、
経常的な収支としては、バランスのとれた健全な運営ができている
ものと考えております。
　なお、当年度は、消費税率の引き上げが行われましたが、学校法
人は一般の事業者と異なり最終消費者的な側面が強いため、負担
としては3,500万円ほど支出が増加したものと思われます。

校舎屋上に設置したソーラーパネル
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学校法人　松商学園

財　　産　　目　　録
 平成27年3月31日 （単位　円）

1.　資　産　総　額
　　　　（１）基　本　財　産
　　　　（２）運　用　財　産
2.　負　債　総　額
　　　　（１）固　定　負　債
　　　　（２）流　動　負　債
3.　正　味　財　産

14,114,351,647
11,222,726,698
2,891,624,949
1,043,612,229
269,739,359
773,872,870

13,070,739,418

（単位　円）
摘　　　　　要 金　　　額

資産の部
　基本財産 11,222,726,698
　　土地 420,266㎡ 2,481,164,134
　　　松本市県3-6-1 校用地 44,130㎡ 251,690,330
　　　松本市新村2095-1 校用地 62,901㎡ 1,681,574,944
　　　松本市埋橋2-1-1 校用地 11,135㎡ 525,156,268
　　　松本市筑摩2丁目2952-3 宅地 202㎡ 839,536
　　　松本市筑摩2丁目2952-10 宅地 969㎡ 4,020,676
　　　松本市筑摩4丁目2438 原野 442㎡ 7,848,217
　　　松本市寿白瀬渕2143 山林 6,641㎡ 964,163
　　　松本市浅間温泉 山林 183,662㎡ 4,070,000
　　　東筑摩郡筑北村乱橋花川原961 原野 110,184㎡ 5,000,000
　　建物 58,171㎡ 6,341,127,993
　　　学校法人 474㎡ 6,016,024
　　　松本大学 20,325㎡ 2,989,341,157
　　　松本大学松商短期大学部 6,946㎡ 485,831,508
　　　松商学園高等学校 21,815㎡ 1,732,354,425
　　　松本秀峰中等教育学校 8,612㎡ 1,127,584,879
　　構築物 172件 547,549,038
　　図書 506,657,360
　　教育研究用機器備品 371,310,403
　　その他の機器備品 38,348,409
　　車輌 878,445
　　電話加入権 1,395,572
　　ソフトウェア 20,622,448
　　大学新校舎建設引当特定預金 750,000,000
　　第3号基本金引当資産 163,672,896
　運用財産 2,891,624,949
　　現金預金 2,655,311,151
　　退職給与引当特定資産 150,000,000
　　有価証券 6,488,630
　　出資金 200,000
　　基金拠出金 3,000,000
　　未収入金 70,388,168
　　敷金 6,237,000

資　　　産　　　総　　　額 14,114,351,647
（単位　円）

摘　　　　　要 金　　　額
負債の部
　固定負債 269,739,359
　　長期借入金 16,660,000
　　退職給与引当金 253,079,359
　流動負債 773,872,870
　　短期借入金 16,660,000
　　未払金 116,177,022
　　前受金 580,784,650
　　預り金 60,251,198

負　　　債　　　総　　　額 1,043,612,229

正　味　財　産　（資　産　総　額　－　負　債　総　額） 13,070,739,418

貸　借　対　照　表
平成27年 3月31日

資産の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定資産 11,388,652,328 11,043,578,614  345,073,714

　　有形固定資産 10,287,035,782 10,448,403,582 △ 161,367,800

　　　　土地 2,481,164,134 2,467,664,134  13,500,000

　　　　建物 6,341,127,993 6,387,581,445 △ 46,453,452

　　　　構築物 547,549,038 584,117,969 △ 36,568,931

　　　　教育研究用機器備品 371,310,403 394,024,607 △ 22,714,204

　　　　その他の機器備品 38,348,409 40,816,786 △ 2,468,377

　　　　図書 506,657,360 497,508,137  9,149,223

　　　　車輌 878,445 4  878,441

　　　　建設仮勘定 0 76,690,500 △ 76,690,500

　　その他の固定資産 1,101,616,546 595,175,032  506,441,514

　　　　電話加入権 1,395,572 1,395,572  0

　　　　ソフトウェア 20,622,448 20,890,100 △ 267,652

　　　　有価証券 6,488,630 6,488,630  0

　　　　出資金 200,000 200,000  0

　　　　基金拠出金 3,000,000 3,000,000  0

　　　　退職給与引当特定資産 150,000,000 150,000,000  0

　　　　施設拡充引当特定預金 0 250,000,000 △ 250,000,000

　　　　大学新校舎建設引当特定預金 750,000,000 0  750,000,000

　　　　第３号基本金引当資産 163,672,896 162,032,730  1,640,166

　　　　敷金 6,237,000 1,168,000  5,069,000

流動資産 2,725,699,319 2,991,916,555 △ 266,217,236

　　　　現金預金 2,655,311,151 2,738,454,363 △ 83,143,212

　　　　未収入金 70,388,168 253,462,192 △ 183,074,024

資産の部合計 14,114,351,647 14,035,495,169 78,856,478

負債の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定負債 269,739,359 311,622,232 △ 41,882,873

　　　　長期借入金 16,660,000 33,320,000 △ 16,660,000

　　　　退職給与引当金 253,079,359 277,253,912 △ 24,174,553

　　　　長期未払金 0 1,048,320 △ 1,048,320

流動負債 773,872,870 982,555,260 △ 208,682,390

　　　　短期借入金 16,660,000 16,660,000  0

　　　　未払金 116,177,022 264,949,259 △ 148,772,237

　　　　前受金 580,784,650 646,398,300 △ 65,613,650

　　　　預り金 60,251,198 54,547,701  5,703,497

負債の部合計 1,043,612,229 1,294,177,492 △ 250,565,263

基本金の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

第１号基本金 16,298,558,409 16,045,415,122  253,143,287

第２号基本金 750,000,000 0  750,000,000

第３号基本金 163,672,896 162,032,730  1,640,166

第４号基本金 302,000,000 302,000,000  0

基本金の部合計 17,514,231,305 16,509,447,852  1,004,783,453

消費収支差額の部 （単位　円）

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

翌年度繰越消費支出超過額  4,443,491,887  3,768,130,175  675,361,712

消費収支差額の部合計 △ 4,443,491,887 △ 3,768,130,175 △ 675,361,712

科　　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計  14,114,351,647  14,035,495,169  78,856,478

学校法人　松商学園
資　金　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

収　入　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入 3,199,595,000 3,202,749,616 △ 3,154,616
手数料収入 41,973,000 44,307,170 △ 2,334,170
寄付金収入 52,133,000 39,300,437  12,832,563
補助金収入 1,003,189,000 1,004,986,502 △ 1,797,502
資産運用収入 30,843,000 32,754,164 △ 1,911,164
事業収入 84,042,000 82,622,386  1,419,614
雑収入 31,574,000 36,455,018 △ 4,881,018
前受金収入 548,258,000 580,784,650 △ 32,526,650
その他の収入 438,321,000 509,165,689 △ 70,844,689
資金収入調整勘定 △ 666,736,000 △ 716,786,468  50,050,468
前年度繰越支払資金 2,738,448,000 2,738,454,363

収 入 の 部 合 計 7,501,640,000 7,554,793,527 △ 53,153,527

支　出　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 2,434,873,000 2,385,021,623 49,851,377
教育研究経費支出 1,069,224,000 965,986,206 103,237,794
管理経費支出 366,753,000 311,691,452 55,061,548
借入金等利息支出 750,000 749,700 300
借入金等返済支出 16,660,000 16,660,000 0
施設関係支出 198,850,000 198,474,492 375,508
設備関係支出 128,324,000 114,369,180 13,954,820
資産運用支出 751,910,000 751,640,166 269,834
その他の支出 276,616,000 270,018,259 6,597,741
［予備費］ （　　　　　　　0）

10,000,000 10,000,000
資金支出調整勘定 △ 86,375,000 △ 115,128,702 28,753,702
次年度繰越支払資金 2,334,055,000 2,655,311,151 △ 321,256,151

支 出 の 部 合 計 7,501,640,000 7,554,793,527 △ 53,153,527

消　費　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

消費収入の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金 3,199,595,000 3,202,749,616 △ 3,154,616
手数料 41,973,000 44,307,170 △ 2,334,170
寄付金 52,133,000 40,043,477  12,089,523
補助金 1,003,189,000 1,004,986,502 △ 1,797,502
資産運用収入 30,843,000 32,754,164 △ 1,911,164
事業収入 84,042,000 82,622,386  1,419,614
雑収入 31,574,000 49,659,888 △ 18,085,888
帰属収入合計 4,443,349,000 4,457,123,203 △ 13,774,203
基本金組入額合計 △ 1,099,424,000 △ 1,004,783,453 △ 94,640,547

消費収入の部合計 3,343,925,000 3,452,339,750 △ 108,414,750

消費支出の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費 2,425,173,000 2,374,051,940 51,121,060
教育研究経費 1,532,724,000 1,429,132,580 103,591,420
管理経費 378,253,000 322,943,285 55,309,715
借入金等利息 750,000 749,700 300
資産処分差額 1,330,000 823,957 506,043
［予備費］ （　　　1,400,000）

8,600,000 8,600,000
消費支出の部合計 4,346,830,000 4,127,701,462 219,128,538

当年度消費支出超過額 1,002,905,000 675,361,712
前年度繰越消費支出超過額 3,768,130,175 3,768,130,175
翌年度繰越消費支出超過額 4,771,035,175 4,443,491,887
注記:予備費の使用額は次の通りである。教育研究経費　減価償却額 1,400,000円

松本大学
資　金　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

収　入　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入 1,600,793,000 1,602,301,200 △ 1,508,200
手数料収入 22,057,000 23,657,756 △ 1,600,756
寄付金収入 3,344,000 3,352,215 △ 8,215
補助金収入 287,728,000 287,719,552  8,448
資産運用収入 20,054,000 19,337,216  716,784
事業収入 58,349,000 56,991,060  1,357,940
雑収入 21,202,000 23,677,656 △ 2,475,656
前受金収入 265,653,000 292,832,150 △ 27,179,150
その他の収入 60,716,000 106,257,624 △ 45,541,624
資金収入調整勘定 △ 277,464,000 △ 312,520,556  35,056,556
前年度繰越支払資金 △ 605,067,000 △ 605,063,972

収 入 の 部 合 計 1,457,365,000 1,498,541,901 △ 41,176,901

支　出　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 938,181,000 917,076,230 21,104,770
教育研究経費支出 515,804,000 460,938,802 54,865,198
管理経費支出 202,429,000 177,642,123 24,786,877
施設関係支出 111,100,000 110,803,528 296,472
設備関係支出 70,620,000 60,035,335 10,584,665
その他の支出 112,650,000 112,209,465 440,535
［予備費］ 4,000,000 4,000,000
資金支出調整勘定 △ 50,100,000 △ 54,883,936  4,783,936
次年度繰越支払資金 △ 447,319,000 △ 285,279,646 △ 162,039,354

支 出 の 部 合 計 1,457,365,000 1,498,541,901 △ 41,176,901

消　費　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

消費収入の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金 1,600,793,000 1,602,301,200 △ 1,508,200
手数料 22,057,000 23,657,756 △ 1,600,756
寄付金 3,344,000 4,095,255 △ 751,255
補助金 287,728,000 287,719,552  8,448
資産運用収入 20,054,000 19,337,216  716,784
事業収入 58,349,000 56,991,060  1,357,940
雑収入 21,202,000 23,019,897 △ 1,817,897
帰属収入合計 2,013,527,000 2,017,121,936 △ 3,594,936
基本金組入額合計 △ 183,824,000 △ 120,745,218 △ 63,078,782

消費収入の部合計 1,829,703,000 1,896,376,718 △ 66,673,718

消費支出の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費 932,481,000 909,232,560 23,248,440
教育研究経費 768,004,000 712,654,149 55,349,851
管理経費 205,629,000 180,777,339 24,851,661
資産処分差額 400,000 101,090 298,910
［予備費］ 4,000,000 4,000,000

消費支出の部合計 1,910,514,000 1,802,765,138 107,748,862
当年度消費収入超過額 0 93,611,580
当年度消費支出超過額 80,811,000 0
前年度繰越消費収入超過額 194,859,404 194,859,404
翌年度繰越消費収入超過額 114,048,404 288,470,984

松本大学松商短期大学部
資　金　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

収　入　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金収入 454,210,000 454,607,590 △ 397,590
手数料収入 6,586,000 7,298,014 △ 712,014
寄付金収入 136,000 138,056 △ 2,056
補助金収入 117,196,000 117,190,584  5,416
資産運用収入 4,844,000 5,913,988 △ 1,069,988
事業収入 5,072,000 4,293,886  778,114
雑収入 2,620,000 3,967,336 △ 1,347,336
前受金収入 112,605,000 118,732,500 △ 6,127,500
その他の収入 250,354,000 268,837,382 △ 18,483,382
資金収入調整勘定 △ 142,844,000 △ 157,471,278  14,627,278
前年度繰越支払資金 2,291,888,000 2,291,889,531

収 入 の 部 合 計 3,102,667,000 3,115,397,589 △ 12,730,589

支　出　の　部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費支出 308,242,000 300,720,150 7,521,850
教育研究経費支出 145,575,000 131,451,979 14,123,021
管理経費支出 36,898,000 32,316,982 4,581,018
設備関係支出 20,131,000 19,334,129 796,871
その他の支出 11,000,000 10,554,492 445,508
［予備費］ 2,000,000 2,000,000
資金支出調整勘定 △ 12,600,000 △ 13,634,557 1,034,557
次年度繰越支払資金 2,591,421,000 2,634,654,414 △ 43,233,414

支 出 の 部 合 計 3,102,667,000 3,115,397,589 △ 12,730,589

消　費　収　支　計　算　書
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

消費収入の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

学生生徒等納付金 454,210,000 454,607,590 △ 397,590
手数料 6,586,000 7,298,014 △ 712,014
寄付金 136,000 138,056 △ 2,056
補助金 117,196,000 117,190,584  5,416
資産運用収入 4,844,000 5,913,988 △ 1,069,988
事業収入 5,072,000 4,293,886  778,114
雑収入 2,620,000 7,062,931 △ 4,442,931
帰属収入合計 590,664,000 596,505,049 △ 5,841,049
基本金組入額合計 △ 20,657,000  0 △ 20,657,000

消費収入の部合計 570,007,000 596,505,049 △ 26,498,049

消費支出の部 （単位　円）
科　　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

人件費 306,642,000 299,436,025 7,205,975
教育研究経費 184,075,000 170,312,580 13,762,420
管理経費 36,898,000 32,316,982 4,581,018
資産処分差額 580,000 441,935 138,065
［予備費］ 2,000,000 2,000,000

消費支出の部合計 530,195,000 502,507,522 27,687,478
当年度消費収入超過額 39,812,000 93,997,527
前年度繰越消費収入超過額 128,568,675 128,568,675
翌年度繰越消費収入超過額 168,380,675 222,566,202

決算報告平成26年度

　5月19日、学校法人松商学園の理事会において、本学園の平成
26年度決算が承認されました。
　平成26年度は、少子化の進む厳しい環境の中にあって、松本大
学大学院、松本大学の両学部、松商短期大学部で募集定員を上回
る入学生を迎えることができ、応分の学生生徒等納付金収入を確
保することができました。一方、補助金については、本学の教育的
取り組みに対する採択型補助金を複数獲得することができました

大学事務局長　柴田 幸一

が、文部科学省の方針等もあり、大学・短大合わせて、前年度より
62,889千円の減少となりました。そういった中ではありましたが、
全学的に経費の節減に努め、帰属収入の33％という高い教育研究
経費比率を維持しながら、帰属収入の11％に相当する帰属収支差
額を確保して、ICTの活用による新たな教育手法を実践するための
情報通信機器の整備や、動物実験に関するガイドラインに適合した
動物飼育室の整備、校舎入口の自動ドア化、太陽光発電設備の設

置など、施設設備の
充実を進めることが
できました。
　また、大学におい
ては新校舎の建設
計画を進めており、
その中で短大部の
老朽化した体育館
を一体的に建て直
すこととしたため、短大部においてこれまで4年間にわたって積み
立ててきた施設拡充のための特定預金250,000千円を取り崩す
とともに、学園として新たに「大学新校舎建設引当特定預金」
750,000千円の組み入れを行いました。これによって、学園全体の
資金収支は83,143千円の支出超過となっていますが、貸借対照
表の固定資産には、将来の支出に備えた特定資産として500,000
千円が増加しています。さらに、この750,000千円については、第
2号基本金として基本金への組み入れを行っているため、学園全体
の消費収支差額は675,361千円の支出超過となっているものの、
経常的な収支としては、バランスのとれた健全な運営ができている
ものと考えております。
　なお、当年度は、消費税率の引き上げが行われましたが、学校法
人は一般の事業者と異なり最終消費者的な側面が強いため、負担
としては3,500万円ほど支出が増加したものと思われます。

校舎屋上に設置したソーラーパネル
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教員免許状更新講習が始まりました！
　今年度から、松本大学でも教員
免許状更新講習が始まりました。
本学の教員が講師を務め、６月から
講習を行っています。
　教員免許状の更新は10年に一
度、教員に必要とされる資質能力
が保持されるように、また、新しい
知識技能を身に付けるために行わ
れるものです。これま
でに、多くの卒業生や
教員の方々から松本大
学での教員免許状更新
講習開催の要望があっ
たこともあり、開講に
至りました。
　講習では、必修領域
1講習、選択領域19講

習（うち、養護教諭対応６講習・栄養
教諭対応３講習）が行われます。担
当の教員も、楽しくて役に立つ講
義を目指して準備しています。対
象となる先生方の受講を、お待ちし
ております。詳しい内容は、本学の
ホームページでご確認ください。

（教職センター長　川島 一夫）

平成26年度の学業成績優秀者を表彰

　4月9日、本学において平成26年
度学業成績優秀者を表彰しました。
総合経営学部、人間健康学部では、
進級時に前年度の成績をもとに各
学科の成績トップの学生を表彰し、
奨励金として授業料10万円を減免
（特待生は除く）しました。表彰者は
次の通りです。総合経営学科▽林大
輔（4年）、武田梨那（3年）、堀江穂乃
花（2年）／観光ホスピタリティ学科
▽飯沼美智子（4年）、上條陽子（3

年）、堀越麻那（2
年）／健康栄養学科
▽中村沙織（4年）、
大島明実（3年）、下
平萌（2年）／スポー
ツ健康学科▽両角

彩里（4年）、中澤久美（3年）、安江望
（2年）。また、短期大学部では「トップ
10」として、後期の成績上位10名を
表彰し、授業料10万円を減免（特待
生を除く）しました。表彰者は次の通
りです。商学科▽新井スミエ、黒田
明日香、仲ニ見悠、降籏寧々／経営
情報学科▽北沢舞、櫻井真衣、下條
まりの、トウジャフィ、前田優香、山田
夏帆（いずれも２年生）　

（教務課長　丸山 勝弘）

「梓友会」で教育現場への意識高める
　4月25日に「梓友会」（本学で教員
免許状を取得し、教育関係機関に勤
務している卒業生の会）が開催され、
卒業生5名、在校生7名、教職員9名
の計21名の参加がありました。学
校での仕事の内容や様子、教員採
用試験の面接の様子、県による違い、
さらに試験に向けての勉強方法な
ど、卒業生から話される内容は、こ
れから教育現場を目指し、教員採用
試験を受験する在学生にとっても、
貴重で刺激的なものでした。

　参加者それぞれにとって、自分の
思いを固め、やる気を高める機会と
なりました。お忙しい中お集まり下
さいました住吉廣行学長はじめ教
職員の皆様、そして、卒業生、在校生
の皆様、ありがとうございました。
（教職センター長　川島 一夫）

平成27年度松本大学後援会総会を開催
　5月30日に、平成27年度松本大
学後援会総会を開催しました。次
の議案について審議し、全会一致
で承認されました。
第1号議案 平成26年度会務報告
第2号議案 平成26年度決算
第3号議案 平成27年度会務およ
び予算
第4号議案 平成27年度役員選出
　議事終了後に大学院研究科長、
総合経営学部長、人間健康学部長、
松商短期大学部長が学事報告をし

ました。総会に引き続き、後援会主
催の講演会が開催され、「次世代を
担う若者の健康づくり　若者の現
状から」というテーマで人間健康学
部・中島節子専任講師が講演しま
した。身心の健康や、青年期特有の
問題にもスポットをあてた内容で、
聴衆は熱心に耳を傾けていました。
　新緑に囲まれたキャンパスで、
盛会のうちに一連の行事が終了し
ました。

◇第５５回長野県陸上競技春季大会
　（2015/4/25・26／松本平広域公園陸上競技場）
【男子６位以内】
■１位 ・４００ｍ 浦野 泰希（観光ホスピタリティ学科3年） ４８秒１０
  ・４００ｍH 清水 泰志（観光ホスピタリティ学科3年） ５４秒７０
■２位 ・４００ｍH 川西 翔太（スポーツ健康学科4年） ５５秒２４
  ・１６００ｍＲ 川西 翔太、浦野 泰希 ３分２１秒２２
    丸山 玲央（総合経営学科１年）
    清水 泰志
■5位 ・三段跳 小野澤達也（総合経営学科１年） １４ｍ５２
  ・円盤投 尾崎 雄介（観光ホスピタリティ学科4年） ３３ｍ４８
■6位 ・１００ｍ 安藤 直哉（スポーツ健康学科3年） １０秒９１
  ・２００ｍ 浦野 泰希 ２２秒５９
  ・４００ｍ 川西 翔太 ５０秒３６
  ・ハンマー投 瀧本 高博（スポーツ健康学科1年） ４０ｍ４２
【女子６位以内】
■1位 ・4００ｍＲ 長村　紋（観光ホスピタリティ学科3年） ４９秒８３
    瀧澤 祐未（スポーツ健康学科4年）
    村松 広捺（健康栄養学科２年）
    中澤 久美（スポーツ健康学科3年）
  ・１６００ｍR 長村 紋、中澤 久美、 ４分００秒０９
    村松 広捺、瀧澤 祐未
■2位 ・２００ｍ 瀧澤 祐未 ２５秒２２
  ・４００ｍ 長村　 紋 ５９秒０５
  ・１００ｍH 中澤 久美 １５秒２２
■3位 ・1００ｍ 瀧澤 祐未 １２秒４６
■4位 ・５０００ｍ 佐々木佑起（健康栄養学科1年） ２０分２０秒３０
■5位 ・４００ｍ 村松 広捺 １分００秒４１
◇第８9回北信越学生陸上競技対校選手権大会
　（2015/5/16・17／石川県西部緑地公園陸上競技場）
【男子６位以内】 総合7位 ３７点
■1位 ・４００ｍ 浦野 泰希 ４８秒０５
■3位 ・円盤投 尾崎 雄介 ３８ｍ３３
■5位 ・４００ｍH 清水 泰志 ５４秒５６
  ・４００ｍＲ 塩野入信栄（スポーツ健康学科4年） ４２秒１５
    安藤 直哉、浦野 泰希
    常盤 大智（総合経営学科２年）
■6位 ・２００ｍ 常盤 大智 ２１秒９８
  ・１６００ｍＲ 川西 翔太、 ３分１８秒４１
    水島　 優（スポーツ健康学科1年）
    清水 泰志、浦野 泰希
  ・ハンマー投 瀧本 高博 ４４ｍ２３
【女子６位以内】 総合6位 ４１点
■2位 ・２００ｍ 瀧澤 祐未 ２４秒９６
■4位 ・1００ｍ 瀧澤 祐未 １２秒３９
  ・４００ｍ 長村　 紋 ５８秒５４
  ・１００ｍH 中澤 久美 １５秒６６
  ・４００ｍＲ 長村　紋、瀧澤 祐未、 ４９秒４９
    村松 広捺、中澤 久美
  ・七種競技 中澤 久美 ３９０３点
■5位 ・１６００ｍR 長村　 紋、中澤 久美、 ３分５８秒８０
    村松 広捺、瀧澤 祐未
■6位 ・８００ｍ 村松 広捺 ５９秒１４
　注）Ｈはハードル、Ｒはリレーの略
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　松本大学軟式野球部は４月２５日より、全国
大会出場校を決める春季リーグ戦に参加し、３
年連続で全国大会への切符を手にしました。
　リーグ初戦（対長野大学）は２－５で落としま
したが、その後の信州大学（長野、松本）や諏
訪東京理科大学との対戦ではすべて勝利し、
リーグ２位でプレーオフに進むことができまし
た。５月２３日のプレーオフでは、３位で上がっ
てきた信州大学（松本）に４－０で勝ち、決勝戦
は、リーグ初戦で落とした長野大学と対戦。本
学は２試合連続となり不利な状況でしたが、１
試合目からの流れをそのまま持っていくこと
ができて４－１で勝利し、8月中旬に長野市（オ
リンピック・スタジアムなど）で行われる全国大
会に臨むこととなりました。
　全国大会では、過去2年間、1回戦敗退を喫
していますので、今年こそ初勝利を目指した
いと思います。部員一同、プレーオフという厳
しい戦いを勝ち抜いたことを自信に、これから
の練習にもより力を入れていきます。全国大
会には是非応援にお出かけください。

（軟式野球部部長 　等々力 賢治）

3年連続全国大会出場！！
軟式野球部

　5月に行われた北信越インカレにおいて、浦
野泰希君（観光ホスピタリティ学科3年）が男
子400ｍで初優勝し、9月に大阪市で行われる
日本学生陸上競技対校選手権大会（通称：日
本インカレ）への出場権を獲得しました。

2年ぶりの日本インカレ出場へ
陸上競技部

Information

www.matsumoto-u.ac.jp　70120-507-200
詳しくはホームページでご確認いただくか、入試広報室までお問合わせください。

※8/22土は短大1日体験同時開催
日 8/22 土8/2 9/27日

高校生はもちろん、保護者や教員の方もぜひご参加ください。

［内容］松本大学・松商短大概要説明、学科説明、ミニ講義、体験講座、トレーニ
ングルーム体験、ランチ無料体験、キャンパス見学ツアー、個別相談(入
試・授業・資格・就職・学生なんでも相談) etc.

　松本大学創立10周年記念誌「松本大学の
挑戦－開学から10年の歩み－」が、３月に出
版されました（Ａ5版、288ページ、定価
1,500円＋税、松本大学出版会発行）。開学前
からの軌跡をたどり、また設立に関わった
人々や教職員の思いを伝える中で、地方・私
立・小規模大学が軌道に乗るまでの取り組み
を紹介しています。「地域と共に育つ大学」と
して歩み続ける本学の記録を、ぜひお読みく
ださい。

長野県内 松本、長野、上田、佐久平、岡谷、下諏訪、茅野、伊那（上伊那農業高校前）、飯田
山梨県 甲府、小淵沢　新潟県 新潟、高田

無料シャトルバス運行 下記の各駅から　※松本駅以外要予約
途中参加・途中退出可
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硬式野球部
H２7 関甲新学生野球連盟春季２部リーグ戦勝敗表

　第21回北信越大学ソフトボール選手権大
会を危なげなく無失点優勝で飾り、10年連続
10回目のインカレ出場権を獲得することが
できました。近年は金沢学院大学が急速に力
を付けてきており、それまでの安穏とした気
分では勝てないというのが現状ですが、学生
自身の努力に加え10年前とは比べものにな
らないくらいの環境整備が、こうした結果に
結びついていると言えます。しばらく遠ざかっ
ているインカレでの勝利を求めて、今夏さら
なる努力を重ねていきたいと思います。同時
にソフトボールグラウンドの確保を含め、なお
一層のご支援をお願い申し上げます。
（女子ソフトボール部部長兼監督　岩間 英明）

10年連続のインカレへ
女子ソフトボール部

春季リーグ戦は勝率が同じ３チームでプレーオフを行った結
果、松本大学は３位でした。秋季リーグでの活躍に期待します。

「偶然」から紡ぎだされる「縁」を大切に
観光ホスピタリティ学科　教授　大石 文朗

　6月早々に梅雨入りし、ほぼ例年どおり本
格的な雨のシーズンとなりました。草木や

農作物にとっては潤いを与える大切な季節、一方、私たちは不安
定な天候で体調を崩しがちになります。たまには気分転換して心
に潤いを与えながら、梅雨の晴れ間には思いっきり愉しみたいも

のです。さて今回は、グローバル社会に対応した大学教育をめざ
し、本学が取り組んでいる国際交流について特集しました。今後、
多くの学生たちが、海外の大学の教育力を活用したプログラム
に参加できるよう、大学としてもサポート体制を一層充実してい
けたらと思います。　　　　　　  （記・広報委員長　髙木 勝広）

編集後記

　私が「北米の日系人」を研究テーマにしたのは、
今から思えばいくつかの偶然が重なったものでし
た。たまたま前勤務校がカナダの大学と姉妹校の
提携をしており、未だ若かった私は、頻繁に夏期語
学研修の引率をしていました。研修地は、ロッキー
山脈の麓にある小さな田舎町で、最初に訪れた時
に、60歳代ぐらいの日系人コーディネーターがお
られ、「こんなところにも日系人がいらっしゃり、自
然が豊かで暮らしやすく、のんびりした平穏な所
だな」としか思っていませんでした。
　その後、何回か訪れるうち、現地の大学教員
が『ミッションの同胞農業発展史1904年～
1942年』という書物を手にしているのを偶然見
かけました。本といっても同人誌のような製本で、

詳しく聞くと、その教員の祖父が戦前、バンクー
バー近くのミッション地区という所に住んでおり、
そこには日本人街があったが、戦後その町は消
滅したため、その記憶をとどめるために有志が
集まって編纂したとのことでした。このことが
きっかけで、戦前の日系カナダ人について興味
を持ち調べたところ、今までカナダについて何
も知らなかったことに衝撃を覚えました。単に旅
行会社などが宣伝のために作ったうわべだけの
イメージで決めつけ、さらに悪いことに、実際現
地を訪れたことがあるという自信が「カナダはこ
んなところだ」という確信になっていたことを、
大変恥ずかしく思いました。それまでの私は、太
平洋戦争時、米国と同盟国であったカナダは、米

国と歩調を合わせて日本と交戦状態に入り、日
系人に対しても強制収容という政策をとったこ
とすら知りませんでした。さらに調べていくと、
まさに学生を引率している研修地近辺が、戦時
中、日系カナダ人が強制収容された場所である
ことを知りました。このことにより、現地の大学
や日系人の方々が、どのような深い思いによっ
て日本の若者を熱心に受け入れてくださるのか
に対して、敏感になれたと同時に、歴史に裏付け
された新たな研修の「価値」を気づかされました。
　最初のきっかけは「偶然」であったものが、た
び重なる事によって「縁」へとつながり、また、そ
の「偶然」も先人の「思い」によって築かれた基盤
や、連綿と続く歴史があってこそではないかと、
この経験から思うようになりました。今後も、「偶
然」から紡ぎだされる「縁」を大切にして精進した
いと思います。

進路を決める夏！2015オープンキャンパス

祝7/20 祝10/12
松本大学は受験生の皆さんの本学への理解を深めていただくために、
全学部、全学科で通常授業を公開します。

高校生のための公開授業

“地域で育て、地域に戻す”
松本大学の挑戦
─開学から10年の歩み─出版

本学では他にも、次のような出来事がありました。
●5月20日に「動物慰霊祭」を執り行い、教員、学生、大学院生が授業や研究活動で行う
実験で犠牲になった動物に対して、慰霊と哀悼の意を捧げました。
●「第10回大学生協総代会」が5月26日に開催され、理事・監事・総代員合わせて約40
名が出席しました。総会では①前年度の事業報告および決算関係の承認②今年度の
事業計画および予算決定③今年度の生協役員選出の確認、が無事になされました。
今後も、多大なお力添えをよろしくお願いいたします。
●教育・研究、社会貢献、学内運営の活性化のために多大な功績があった教員をたたえ

る「第２回学長表彰」の表彰式を４月２８日の開学記念日に行いました。表彰者は次のと
おりです。▽根本賢一教授（大学院健康科学研究科）＝地方自治体、ホテル、民間企業
などと連携した高齢者を中心とする住民の健康づくりを通し、本学の教育研究の評価
を高めるとともに社会貢献をした▽白戸洋教授（総合経営学部観光ホスピタリティ学
科）＝高大連携事業を展開する中で長野県内の商業系高校とマーケティング塾を共
同開催し、商品開発・販売などの実践活動を行った

●専任職員の互選により学内のベストスタッフを表彰する新たな制度を設けました。平
成26年度の「Best Staff of The Year賞」は、教務課の上條直哉主事に決定しました。

※本書は松本大学の創立10周年にあわ
せて計画しましたが、諸事情から大
幅に遅れて発刊に至ったものです。
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教員免許状更新講習が始まりました！
　今年度から、松本大学でも教員
免許状更新講習が始まりました。
本学の教員が講師を務め、６月から
講習を行っています。
　教員免許状の更新は10年に一
度、教員に必要とされる資質能力
が保持されるように、また、新しい
知識技能を身に付けるために行わ
れるものです。これま
でに、多くの卒業生や
教員の方々から松本大
学での教員免許状更新
講習開催の要望があっ
たこともあり、開講に
至りました。
　講習では、必修領域
1講習、選択領域19講

習（うち、養護教諭対応６講習・栄養
教諭対応３講習）が行われます。担
当の教員も、楽しくて役に立つ講
義を目指して準備しています。対
象となる先生方の受講を、お待ちし
ております。詳しい内容は、本学の
ホームページでご確認ください。

（教職センター長　川島 一夫）

平成26年度の学業成績優秀者を表彰

　4月9日、本学において平成26年
度学業成績優秀者を表彰しました。
総合経営学部、人間健康学部では、
進級時に前年度の成績をもとに各
学科の成績トップの学生を表彰し、
奨励金として授業料10万円を減免
（特待生は除く）しました。表彰者は
次の通りです。総合経営学科▽林大
輔（4年）、武田梨那（3年）、堀江穂乃
花（2年）／観光ホスピタリティ学科
▽飯沼美智子（4年）、上條陽子（3

年）、堀越麻那（2
年）／健康栄養学科
▽中村沙織（4年）、
大島明実（3年）、下
平萌（2年）／スポー
ツ健康学科▽両角

彩里（4年）、中澤久美（3年）、安江望
（2年）。また、短期大学部では「トップ
10」として、後期の成績上位10名を
表彰し、授業料10万円を減免（特待
生を除く）しました。表彰者は次の通
りです。商学科▽新井スミエ、黒田
明日香、仲ニ見悠、降籏寧々／経営
情報学科▽北沢舞、櫻井真衣、下條
まりの、トウジャフィ、前田優香、山田
夏帆（いずれも２年生）　

（教務課長　丸山 勝弘）

「梓友会」で教育現場への意識高める
　4月25日に「梓友会」（本学で教員
免許状を取得し、教育関係機関に勤
務している卒業生の会）が開催され、
卒業生5名、在校生7名、教職員9名
の計21名の参加がありました。学
校での仕事の内容や様子、教員採
用試験の面接の様子、県による違い、
さらに試験に向けての勉強方法な
ど、卒業生から話される内容は、こ
れから教育現場を目指し、教員採用
試験を受験する在学生にとっても、
貴重で刺激的なものでした。

　参加者それぞれにとって、自分の
思いを固め、やる気を高める機会と
なりました。お忙しい中お集まり下
さいました住吉廣行学長はじめ教
職員の皆様、そして、卒業生、在校生
の皆様、ありがとうございました。
（教職センター長　川島 一夫）

平成27年度松本大学後援会総会を開催
　5月30日に、平成27年度松本大
学後援会総会を開催しました。次
の議案について審議し、全会一致
で承認されました。
第1号議案 平成26年度会務報告
第2号議案 平成26年度決算
第3号議案 平成27年度会務およ
び予算
第4号議案 平成27年度役員選出
　議事終了後に大学院研究科長、
総合経営学部長、人間健康学部長、
松商短期大学部長が学事報告をし

ました。総会に引き続き、後援会主
催の講演会が開催され、「次世代を
担う若者の健康づくり　若者の現
状から」というテーマで人間健康学
部・中島節子専任講師が講演しま
した。身心の健康や、青年期特有の
問題にもスポットをあてた内容で、
聴衆は熱心に耳を傾けていました。
　新緑に囲まれたキャンパスで、
盛会のうちに一連の行事が終了し
ました。

◇第５５回長野県陸上競技春季大会
　（2015/4/25・26／松本平広域公園陸上競技場）
【男子６位以内】
■１位 ・４００ｍ 浦野 泰希（観光ホスピタリティ学科3年） ４８秒１０
  ・４００ｍH 清水 泰志（観光ホスピタリティ学科3年） ５４秒７０
■２位 ・４００ｍH 川西 翔太（スポーツ健康学科4年） ５５秒２４
  ・１６００ｍＲ 川西 翔太、浦野 泰希 ３分２１秒２２
    丸山 玲央（総合経営学科１年）
    清水 泰志
■5位 ・三段跳 小野澤達也（総合経営学科１年） １４ｍ５２
  ・円盤投 尾崎 雄介（観光ホスピタリティ学科4年） ３３ｍ４８
■6位 ・１００ｍ 安藤 直哉（スポーツ健康学科3年） １０秒９１
  ・２００ｍ 浦野 泰希 ２２秒５９
  ・４００ｍ 川西 翔太 ５０秒３６
  ・ハンマー投 瀧本 高博（スポーツ健康学科1年） ４０ｍ４２
【女子６位以内】
■1位 ・4００ｍＲ 長村　紋（観光ホスピタリティ学科3年） ４９秒８３
    瀧澤 祐未（スポーツ健康学科4年）
    村松 広捺（健康栄養学科２年）
    中澤 久美（スポーツ健康学科3年）
  ・１６００ｍR 長村 紋、中澤 久美、 ４分００秒０９
    村松 広捺、瀧澤 祐未
■2位 ・２００ｍ 瀧澤 祐未 ２５秒２２
  ・４００ｍ 長村　 紋 ５９秒０５
  ・１００ｍH 中澤 久美 １５秒２２
■3位 ・1００ｍ 瀧澤 祐未 １２秒４６
■4位 ・５０００ｍ 佐々木佑起（健康栄養学科1年） ２０分２０秒３０
■5位 ・４００ｍ 村松 広捺 １分００秒４１
◇第８9回北信越学生陸上競技対校選手権大会
　（2015/5/16・17／石川県西部緑地公園陸上競技場）
【男子６位以内】 総合7位 ３７点
■1位 ・４００ｍ 浦野 泰希 ４８秒０５
■3位 ・円盤投 尾崎 雄介 ３８ｍ３３
■5位 ・４００ｍH 清水 泰志 ５４秒５６
  ・４００ｍＲ 塩野入信栄（スポーツ健康学科4年） ４２秒１５
    安藤 直哉、浦野 泰希
    常盤 大智（総合経営学科２年）
■6位 ・２００ｍ 常盤 大智 ２１秒９８
  ・１６００ｍＲ 川西 翔太、 ３分１８秒４１
    水島　 優（スポーツ健康学科1年）
    清水 泰志、浦野 泰希
  ・ハンマー投 瀧本 高博 ４４ｍ２３
【女子６位以内】 総合6位 ４１点
■2位 ・２００ｍ 瀧澤 祐未 ２４秒９６
■4位 ・1００ｍ 瀧澤 祐未 １２秒３９
  ・４００ｍ 長村　 紋 ５８秒５４
  ・１００ｍH 中澤 久美 １５秒６６
  ・４００ｍＲ 長村　紋、瀧澤 祐未、 ４９秒４９
    村松 広捺、中澤 久美
  ・七種競技 中澤 久美 ３９０３点
■5位 ・１６００ｍR 長村　 紋、中澤 久美、 ３分５８秒８０
    村松 広捺、瀧澤 祐未
■6位 ・８００ｍ 村松 広捺 ５９秒１４
　注）Ｈはハードル、Ｒはリレーの略

部 活 動 情 報 Club・Circle

　松本大学軟式野球部は４月２５日より、全国
大会出場校を決める春季リーグ戦に参加し、３
年連続で全国大会への切符を手にしました。
　リーグ初戦（対長野大学）は２－５で落としま
したが、その後の信州大学（長野、松本）や諏
訪東京理科大学との対戦ではすべて勝利し、
リーグ２位でプレーオフに進むことができまし
た。５月２３日のプレーオフでは、３位で上がっ
てきた信州大学（松本）に４－０で勝ち、決勝戦
は、リーグ初戦で落とした長野大学と対戦。本
学は２試合連続となり不利な状況でしたが、１
試合目からの流れをそのまま持っていくこと
ができて４－１で勝利し、8月中旬に長野市（オ
リンピック・スタジアムなど）で行われる全国大
会に臨むこととなりました。
　全国大会では、過去2年間、1回戦敗退を喫
していますので、今年こそ初勝利を目指した
いと思います。部員一同、プレーオフという厳
しい戦いを勝ち抜いたことを自信に、これから
の練習にもより力を入れていきます。全国大
会には是非応援にお出かけください。

（軟式野球部部長 　等々力 賢治）

3年連続全国大会出場！！
軟式野球部

　5月に行われた北信越インカレにおいて、浦
野泰希君（観光ホスピタリティ学科3年）が男
子400ｍで初優勝し、9月に大阪市で行われる
日本学生陸上競技対校選手権大会（通称：日
本インカレ）への出場権を獲得しました。

2年ぶりの日本インカレ出場へ
陸上競技部

Information

www.matsumoto-u.ac.jp　70120-507-200
詳しくはホームページでご確認いただくか、入試広報室までお問合わせください。

※8/22土は短大1日体験同時開催
日 8/22 土8/2 9/27日

高校生はもちろん、保護者や教員の方もぜひご参加ください。

［内容］松本大学・松商短大概要説明、学科説明、ミニ講義、体験講座、トレーニ
ングルーム体験、ランチ無料体験、キャンパス見学ツアー、個別相談(入
試・授業・資格・就職・学生なんでも相談) etc.

　松本大学創立10周年記念誌「松本大学の
挑戦－開学から10年の歩み－」が、３月に出
版されました（Ａ5版、288ページ、定価
1,500円＋税、松本大学出版会発行）。開学前
からの軌跡をたどり、また設立に関わった
人々や教職員の思いを伝える中で、地方・私
立・小規模大学が軌道に乗るまでの取り組み
を紹介しています。「地域と共に育つ大学」と
して歩み続ける本学の記録を、ぜひお読みく
ださい。

長野県内 松本、長野、上田、佐久平、岡谷、下諏訪、茅野、伊那（上伊那農業高校前）、飯田
山梨県 甲府、小淵沢　新潟県 新潟、高田

無料シャトルバス運行 下記の各駅から　※松本駅以外要予約
途中参加・途中退出可

　

大 学 名

作新学院大

埼 玉 大

宇都宮大

松 本 大

茨 城 大

新潟医福大

2

4

6

3

5

優勝

作 新 大 埼 玉 大 宇 大 松 本 大 茨 城 大 医 福 大

○３－２
○11－４ 

●５－６
○８－２ 

○３－１
●２－７ 

○11－０
○９－２ 

○１－０
●３－１

●２－３
●４－11

○３－２
○３－２ 

●３－４
○５－０

○８－４
○４－３

●０－３
●２－３

○６－５
●２－８

●２－３
●２－３

●０－10
●２－13

●４－５
●０－６

●３－４
●０－10

●１－３
○７－２

○４－３
●０－５

○10－０
○13－２

 
 

○７－０
○４－０

○４－２
●０－２

●０－10
●２－９

●４－８
●３－４

○５－４
○６－０

●０－７
●０－４  

●４－14
○５－３

●０－１
○３－１

○３－０
○３－２

○４－３
○10－０

●２－４
○２－０

○14－４
●３－５

順位

硬式野球部
H２7 関甲新学生野球連盟春季２部リーグ戦勝敗表

　第21回北信越大学ソフトボール選手権大
会を危なげなく無失点優勝で飾り、10年連続
10回目のインカレ出場権を獲得することが
できました。近年は金沢学院大学が急速に力
を付けてきており、それまでの安穏とした気
分では勝てないというのが現状ですが、学生
自身の努力に加え10年前とは比べものにな
らないくらいの環境整備が、こうした結果に
結びついていると言えます。しばらく遠ざかっ
ているインカレでの勝利を求めて、今夏さら
なる努力を重ねていきたいと思います。同時
にソフトボールグラウンドの確保を含め、なお
一層のご支援をお願い申し上げます。
（女子ソフトボール部部長兼監督　岩間 英明）

10年連続のインカレへ
女子ソフトボール部

春季リーグ戦は勝率が同じ３チームでプレーオフを行った結
果、松本大学は３位でした。秋季リーグでの活躍に期待します。

「偶然」から紡ぎだされる「縁」を大切に
観光ホスピタリティ学科　教授　大石 文朗

　6月早々に梅雨入りし、ほぼ例年どおり本
格的な雨のシーズンとなりました。草木や

農作物にとっては潤いを与える大切な季節、一方、私たちは不安
定な天候で体調を崩しがちになります。たまには気分転換して心
に潤いを与えながら、梅雨の晴れ間には思いっきり愉しみたいも

のです。さて今回は、グローバル社会に対応した大学教育をめざ
し、本学が取り組んでいる国際交流について特集しました。今後、
多くの学生たちが、海外の大学の教育力を活用したプログラム
に参加できるよう、大学としてもサポート体制を一層充実してい
けたらと思います。　　　　　　  （記・広報委員長　髙木 勝広）

編集後記

　私が「北米の日系人」を研究テーマにしたのは、
今から思えばいくつかの偶然が重なったものでし
た。たまたま前勤務校がカナダの大学と姉妹校の
提携をしており、未だ若かった私は、頻繁に夏期語
学研修の引率をしていました。研修地は、ロッキー
山脈の麓にある小さな田舎町で、最初に訪れた時
に、60歳代ぐらいの日系人コーディネーターがお
られ、「こんなところにも日系人がいらっしゃり、自
然が豊かで暮らしやすく、のんびりした平穏な所
だな」としか思っていませんでした。
　その後、何回か訪れるうち、現地の大学教員
が『ミッションの同胞農業発展史1904年～
1942年』という書物を手にしているのを偶然見
かけました。本といっても同人誌のような製本で、

詳しく聞くと、その教員の祖父が戦前、バンクー
バー近くのミッション地区という所に住んでおり、
そこには日本人街があったが、戦後その町は消
滅したため、その記憶をとどめるために有志が
集まって編纂したとのことでした。このことが
きっかけで、戦前の日系カナダ人について興味
を持ち調べたところ、今までカナダについて何
も知らなかったことに衝撃を覚えました。単に旅
行会社などが宣伝のために作ったうわべだけの
イメージで決めつけ、さらに悪いことに、実際現
地を訪れたことがあるという自信が「カナダはこ
んなところだ」という確信になっていたことを、
大変恥ずかしく思いました。それまでの私は、太
平洋戦争時、米国と同盟国であったカナダは、米

国と歩調を合わせて日本と交戦状態に入り、日
系人に対しても強制収容という政策をとったこ
とすら知りませんでした。さらに調べていくと、
まさに学生を引率している研修地近辺が、戦時
中、日系カナダ人が強制収容された場所である
ことを知りました。このことにより、現地の大学
や日系人の方々が、どのような深い思いによっ
て日本の若者を熱心に受け入れてくださるのか
に対して、敏感になれたと同時に、歴史に裏付け
された新たな研修の「価値」を気づかされました。
　最初のきっかけは「偶然」であったものが、た
び重なる事によって「縁」へとつながり、また、そ
の「偶然」も先人の「思い」によって築かれた基盤
や、連綿と続く歴史があってこそではないかと、
この経験から思うようになりました。今後も、「偶
然」から紡ぎだされる「縁」を大切にして精進した
いと思います。

進路を決める夏！2015オープンキャンパス

祝7/20 祝10/12
松本大学は受験生の皆さんの本学への理解を深めていただくために、
全学部、全学科で通常授業を公開します。

高校生のための公開授業

“地域で育て、地域に戻す”
松本大学の挑戦
─開学から10年の歩み─出版

本学では他にも、次のような出来事がありました。
●5月20日に「動物慰霊祭」を執り行い、教員、学生、大学院生が授業や研究活動で行う
実験で犠牲になった動物に対して、慰霊と哀悼の意を捧げました。

●「第10回大学生協総代会」が5月26日に開催され、理事・監事・総代員合わせて約40
名が出席しました。総会では①前年度の事業報告および決算関係の承認②今年度の
事業計画および予算決定③今年度の生協役員選出の確認、が無事になされました。
今後も、多大なお力添えをよろしくお願いいたします。

●教育・研究、社会貢献、学内運営の活性化のために多大な功績があった教員をたたえ

る「第２回学長表彰」の表彰式を４月２８日の開学記念日に行いました。表彰者は次のと
おりです。▽根本賢一教授（大学院健康科学研究科）＝地方自治体、ホテル、民間企業
などと連携した高齢者を中心とする住民の健康づくりを通し、本学の教育研究の評価
を高めるとともに社会貢献をした▽白戸洋教授（総合経営学部観光ホスピタリティ学
科）＝高大連携事業を展開する中で長野県内の商業系高校とマーケティング塾を共
同開催し、商品開発・販売などの実践活動を行った

●専任職員の互選により学内のベストスタッフを表彰する新たな制度を設けました。平
成26年度の「Best Staff of The Year賞」は、教務課の上條直哉主事に決定しました。

※本書は松本大学の創立10周年にあわ
せて計画しましたが、諸事情から大
幅に遅れて発刊に至ったものです。
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■ 総合経営学部（総合経営学科・観光ホスピタリティ学科／各学科 定員80名）
試験区分 募集人員 会場等 出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日総合経営 観光ホスピタリティ

推薦
推薦前期（指定校／公募） 30 30 本学 2015年 11月 2日 (月) ～ 11月 9日 (月) 11月 14日 (土) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)
推薦後期（公募） 5 5 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
自己推薦 5 5 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)

ＡＯ

ＡＯⅠ期 5 5
エントリー 2015年 8月 2日 (日) ～ 8月 22日 (土)

9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)面談 2015年 8月 31日 (月) ～ 9月 3日 (木)
出願 2015年 9月 7日 (月) ～ 9月 11日 (金)

ＡＯⅡ期 5 5
エントリー 2015年 9月 24日 (木) ～ 10月 2日 (金)

11月 8日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)面談 2015年 10月 12日 (月) ～ 10月 15日 (木)
出願 2015年 10月 26日 (月) ～ 11月 2日 (月)

一般
一般Ａ 15 15

本学・東京
名古屋・新潟
甲府・那覇 2016年 1月 12日 (火) ～ 1月 26日 (火) 2月 2日 (火) 2月 10日 (水) 2月 24日 (水)

本学 2月 3日 (水)
一般Ｂ 3 3 本学 2016年 2月 4日 (木) ～ 2月 15日 (月) 2月 19日 (金) 2月 25日 (木) 3月 10日 (木)
一般Ｃ 2 2 本学 2016年 2月 23日 (火) ～ 3月 7日 (月) 3月 11日 (金) 3月 14日 (月) 3月 28日 (月)

センター
センター利用Ⅰ期 6 6 2016年 1月 12日 (火) ～ 2月 3日 (水) 2月 10日 (水) 2月 24日 (水)
センター利用Ⅱ期 2 2 2016年 2月 4日 (木) ～ 2月 17日 (水) 2月 25日 (木) 3月 10日 (木)
センター利用Ⅲ期 2 2 2016年 2月 23日 (火) ～ 3月 9日 (水) 3月 14日 (月) 3月 28日 (月)

その他

留学生前期 若干 若干 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
留学生後期 若干 若干 本学 2016年 2月 1日 (月) ～ 2月 15日 (月) 2月 19日 (金) 2月 25日 (木) 3月 10日 (木)
帰国生 若干 若干 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
社会人 若干 若干 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
編入学Ⅰ期 4 4 本学 2015年 8月 31日 (月) ～ 9月 11日 (金) 9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)
編入学Ⅱ期 4 4 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
編入学Ⅲ期 2 2 本学 2016年 2月 1日 (月) ～ 2月 15日 (月) 2月 19日 (金) 2月 25日 (木) 3月 10日 (木)

■ 人間健康学部（健康栄養学科・スポーツ健康学科／各学科 定員80名）
試験区分 募集人員 会場等 出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日健康栄養 スポーツ健康

推薦 推薦前期（指定校／公募） 30 32 本学 2015年 11月 2日 (月) ～ 11月 9日 (月) 11月 15日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)
推薦後期（公募） 3 3 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 12日 (土) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)

ＡＯ

ＡＯ (健康栄養学科） 5
エントリー 2015年 9月 24日 (木) ～ 10月 2日 (金)

11月 8日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)模擬授業 2015年 10月 10日 (土)
出願 2015年 10月 26日 (月) ～ 11月 2日 (月)

ＡＯⅠ期
(スポーツ健康学科 )

10
エントリー 2015年 8月 2日 (日) ～ 8月 22日 (土)

9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)模擬授業 2015年 8月 28日 (金)
出願 2015年 9月 7日 (月) ～ 9月 11日 (金)

ＡＯⅡ期
(スポーツ健康学科 )

5
エントリー 2015年 9月 24日 (木) ～ 10月 2日 (金)

11月 8日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)模擬授業 2015年 10月 10日 (土)
出願 2015年 10月 26日 (月) ～ 11月 2日 (月)

一般
一般Ａ 20 15

本学・東京
名古屋・新潟
甲府・那覇 2016年 1月 12日 (火) ～ 1月 26日 (火) 2月 2日 (火) 2月 10日 (水) 2月 24日 (水)

本学 2月 3日 (水)
一般Ｂ 3 3 本学 2016年 2月 4日 (木) ～ 2月 15日 (月) 2月 19日 (金) 2月 25日 (木) 3月 10日 (木)
一般Ｃ 3 2 本学 2016年 2月 23日 (火) ～ 3月 7日 (月) 3月 11日 (金) 3月 14日 (月) 3月 28日 (月)

センター
センター利用Ⅰ期 10 6 2016年 1月 12日 (火) ～ 2月 3日 (水) 2月 10日 (水) 2月 24日 (水)
センター利用Ⅱ期 3 2 2016年 2月 4日 (木) ～ 2月 17日 (水) 2月 25日 (木) 3月 10日 (木)
センター利用Ⅲ期 3 2 2016年 2月 23日 (火) ～ 3月 9日 (水) 3月 14日 (月) 3月 28日 (月)

その他

社会人ＡＯ
(健康栄養学科）

若干
エントリー 2015年 9月 24日 (木) ～ 10月 2日 (金)

11月 8日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)模擬授業 2015年 10月 10日 (土)
出願 2015年 10月 26日 (月) ～ 11月 2日 (月)

社会人ＡＯⅠ期
(スポーツ健康学科 )

若干
エントリー 2015年 8月 2日 (日) ～ 8月 22日 (土)

9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)模擬授業 2015年 8月 28日 (金)
出願 2015年 9月 7日 (月) ～ 9月 11日 (金)

社会人ＡＯⅡ期
(スポーツ健康学科 )

若干
エントリー 2015年 9月 24日 (木) ～ 10月 2日 (金)

11月 8日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)模擬授業 2015年 10月 10日 (土)
出願 2015年 10月 26日 (月) ～ 11月 2日 (月)

留学生 若干 若干 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 12日 (土) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
帰国生 若干 若干 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 12日 (土) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
編入学Ⅰ期 3 6 本学 2015年 8月 31日 (月) ～ 9月 11日 (金) 9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)
編入学Ⅱ期 2 4 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 12日 (土) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)

■ 松商短期大学部（商学科・経営情報学科／各学科　定員100名）
試験区分 募集人員 会場等 出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日商 経営情報

推薦

特待生推薦（公募） 若干 若干 本学 2015年 11月 2日 (月) ～ 11月 6日 (金) 11月 8日 (日) 11月 10日 (火) 11月 25日 (水)
推薦前期（指定校／公募） 60 60 本学 2015年 11月 2日 (月) ～ 11月 9日 (月) 11月 14日 (土) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)
推薦後期（公募） 5 5 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
自己推薦 5 5 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)

ＡＯ

ＡＯⅠ期 5 5
エントリー 2015年 8月 2日 (日) ～ 8月 22日 (土)

9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)面談 2015年 8月 31日 (月) ～ 9月 3日 (木)
出願 2015年 9月 7日 (月) ～ 9月 11日 (金)

ＡＯⅡ期 5 5
エントリー 2015年 9月 24日 (木) ～ 10月 2日 (金)

11月 8日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)面談 2015年 10月 12日 (月) ～ 10月 15日 (木)
出願 2015年 10月 26日 (月) ～ 11月 2日 (月)

一般
一般Ａ 6 6

本学・東京
名古屋・新潟
甲府・那覇

2016年 1月 12日 (火) ～ 1月 26日 (火) 2月 2日 (火) 2月 10日 (水) 2月 24日 (水)

一般Ｂ 2 2 本学 2016年 2月 15日 (月) ～ 2月 29日 (月) 3月 4日 (金) 3月 10日 (木) 3月 17日 (木)
一般Ｃ 2 2 本学 2016年 3月 7日 (月) ～ 3月 15日 (火) 3月 17日 (木) 3月 22日 (火) 3月 28日 (月)

センター
センター利用Ⅰ期 6 6 2016年 1月 12日 (火) ～ 2月 3日 (水) 2月 10日 (水) 2月 24日 (水)
センター利用Ⅱ期 2 2 2016年 2月 15日 (月) ～ 3月 2日 (水) 3月 10日 (木) 3月 17日 (木)
センター利用Ⅲ期 2 2 2016年 3月 7日 (月) ～ 3月 15日 (火) 3月 22日 (火) 3月 28日 (月)

その他

社会人ＡＯⅠ期 若干 若干
エントリー 2015年 8月 2日 (日) ～ 8月 22日 (土)

9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)面談 2015年 8月 31日 (月) ～ 9月 3日 (木)
出願 2015年 9月 7日 (月) ～ 9月 11日 (金)

社会人ＡＯⅡ期 若干 若干
エントリー 2015年 9月 24日 (木) ～ 10月 2日 (金)

11月 8日 (日) 11月 20日 (金) 12月 4日 (金)面談 2015年 10月 12日 (月) ～ 10月 15日 (木)
出願 2015年 10月 26日 (月) ～ 11月 2日 (月)

留学生前期 若干 若干 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)
留学生後期 若干 若干 本学 2016年 2月 1日 (月) ～ 2月 15日 (月) 2月 19日 (金) 2月 25日 (木) 3月 10日 (木)
帰国生 若干 若干 本学 2015年 11月 30日 (月) ～ 12月 7日 (月) 12月 13日 (日) 12月 17日 (木) 1月 7日 (木)

■ 松本大学大学院健康科学研究科健康科学専攻（一般・社会人共通）
試験区分 募集人員 会場等 出願期間 試験日 合格発表日 手続締切日

大学院 前期 3 本学 2015年 8月 31日 (月) ～ 9月 11日 (金) 9月 17日 (木) 9月 24日 (木) 10月 2日 (金)
後期 3 本学 2016年 1月 12日 (火) ～ 1月 26日 (火) 2月 3日 (水) 2月 10日 (水) 2月 24日 (水)

2016年度 入試日程Information

WEB出願の導入に伴い、冊子の募集要項（願書）は廃止いたしました。なお、一般入試・センター利用入試に限り、冊子の募集要項（願書）をご用意いたします。
詳しくは、松本大学入試情報サイトでご確認ください　www.matsumoto-u.ac.jp/admissions 

2016年度入試から「WEB出願」を実施します。
出願の流れ  出願前／入試情報の確認 → STEP１／必要情報の入力 → STEP２／受験料の支払い → STEP３／必要書類の印刷・郵送 → STEP４／受験票到着


